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第一話　家庭教師選抜と賢者







「ローデリヒ、これはなんだ？　随分と大量にあるようだけど……」




　書斎の机の上に、大量の書類が積まれていた。

　俺は伯爵だし、子供も生まれた。

　領地の運営に関する書類なら、少しくらいあってもなにも言わないさ。

　子供たちのためだ。

　ところが積まれた書類を見ると、名前だの、経歴だの、特技やアピールポイントだのが書かれていて、今まで見たこともないような……いや、見覚えがあるぞ。

　まるで履歴書や職務経歴書のようで、大学卒業前に就職活動をした時のことを思い出す……。

　アレは大変だった……もう二度とやりたくない。

　就職活動が終わって無事就職したあとも……いや、これも思い出したくないな。

「なにと言われましても……。これは、フリードリヒ様たちの家庭教師候補の応募書類です」

「家庭教師？」

　フリードリヒたちは、まだ一歳にもなっていないどころか、ようやく首が据わったばかりだ。

　家庭教師を選ぶのは、まだ早すぎるのでは？

「フリードリヒ様たちからすれば早すぎでしょうが、彼らからすれば早くはありませんな。このくらい普通です」

「そうなのか……」

　フリードリヒたちが物心がつく年になるのは、早くてもまだ三年近くあるのだけど……。

　今から家庭教師を決めるというのか……。

「当然です。フリードリヒ様はバウマイスター伯爵家を継ぐお方。他のお子たちも、バウマイスター伯爵家を支えるため、他家に嫁いで関係を強化するという大切な役割がございますから、優れた家庭教師の教育が必要ですとも。ゆえに、その選考は今からする必要があるのです！」

　ローデリヒが、そう強く断言した。

　確かに、フリードリヒが次期当主として微妙だと、バウマイスター伯爵家が傾いてしまうかもしれない。

　他の子たちも、他の家に嫁いで評判が悪ければ、それはバウマイスター伯爵家にも悪影響がある。

　それを考えたら、今のうちに家庭教師を決めておくのは間違った考えではないのか。

「なるほど」

　フリードリヒは、生まれた瞬間から大変だな。

　俺の場合、前世でも家庭教師なんていなかったけど。

　せいぜい塾に通ったくらいだ。

　バウマイスター騎士爵家？

　家庭教師なんて、都市伝説くらいに思っていたんじゃないかな？

　あそこは、究極の放任教育だったと思うんだ。

「本当ならば、拙者が担当するべきなのですが……」

「それはやめておけ」

　ローデリヒはバウマイスター伯爵家の家宰として、毎日忙しい日々を送っている。

　フリードリヒたちの家庭教師なんて仕事が加わったら、本当に過労死してしまうぞ。

　俺はブラックな当主ではないのだ。

　前世では社畜上等だったからこそ、伯爵という経営者になった今、それらを払ふっ拭しょくし正常な労働環境を築かなければならない。

「今の拙者の状況では、フリードリヒ様たちの家庭教師役が難しいのはわかっておりますからご安心を。この書類を送ってきた者たちも必死なのですよ。彼らの機会を奪うわけにはまいりません」

「そうなのか」

　家庭教師って、決められた時間に屋敷に来て、必要な勉強を教えてその日は終わり……っていうアルバイトみたいなものなのでは？

　前世の感覚だとそんな感じだった。学生の時、アルバイトでやっていた同級生もいたし。

　まあ、俺が通っていた大学は、家庭教師としての人気が薄かったけど。

「下級貴族や商家の子供を教えるのとはわけが違いますぞ！　屋敷に住み込んでいただき、フリードリヒ様たちが成人なされるまで、責任を持って教育を行うのです。マナーや乗馬、剣術、楽器の演奏など、専門性を有する科目を教える講師は別に必要ですが、彼らを選定し、連絡を密にして統率するのも家庭教師の仕事なのです」

　なるほど、つまり家庭教師とはクラス担任のような役割というわけだな。

　専門科目の講師の選定もするのか。

　管理職も兼ねるのなら、責任重大だな。

「フリードリヒたちも大変だな」

　いやあ、俺は成り上がりの伯爵でよかった。

　マナー微妙、剣術駄目、乗馬ギリ普通。

　楽器？　トライアングルとか、カスタネットならいける？

　大貴族の嫡男ともなると、色々と忙しいようだ。

「出所の怪しい者は採用できません。専門科目の講師も同じです」

　そう言われてみると確かに、履歴書っぽい書類には、それぞれ推薦状がついていた。

「みんな、男爵以上の推薦つきか……」

「推薦状がないと、応募すらできませんので」

　怪しい奴は応募の段階ですべて弾はじかれる……応募者の経歴を見ると、大貴族の遠戚だったり、その重臣の子弟だったり……とことん貴族ってのはコネ社会だな……。

「みんなアカデミーの出なのか……」

　アカデミーは、現代地球で例えるなら、大学と大学院を足したような高等教育機関である。

　最低限そこを出ていないと、やはり応募すら難しいのか。

　募集条件の『要大卒』みたいなものだな。

「それにしても、この応募数はどうなんだ？　多すぎじゃないか？」

　競争倍率が数百倍だから、就職氷河期の公務員採用試験の倍率みたいな感じだ。

「それは必死になって当然ですよ。バウマイスター伯爵家の将来の当主の『恩師』ですから」

　ローデリヒによると、貴族の嫡男の恩師というのは、非常に美お味いしいポジションだそうだ。

「君臣とはいえ、長年主君の教育を担当した者ですから、その影響力は地位以上のものがあります」

「先生が助言したら、いくら当主でも無視はできないか……」

　そのまま重臣にジョブチェンジすることも可能というわけだ。

　歴史物とかでも、主君の教育係が『先生』って呼ばれている描写はあるものな。

「でも、代々の当主の恩師が全員重臣になっていたら、重臣の枠が足りないな」

「そこは歴史の長い貴族家、対策はしていますよ」

　優秀な当主一族や家臣の子弟をアカデミーに送り込み、家庭教師にすることを前提に教育する。

　もしくは、家庭教師期間が終わったら、次の就職先……天下り先を用意するらしい。

「陛下の恩師は、現在アカデミーの学長を務めております。陛下のご教育を担当されたので、実績と知名度は抜群ですからね。バウマイスター伯爵家の場合、家臣の枠が空いていますから、フリードリヒ様たちの恩師枠でそこに入れれば一族は安泰。駄目でも、お館やかた様の知名度は抜群ですから、その跡取りの家庭教師ともなれば、あとでいくらでもいい職を得られますとも」

「なるほどねぇ……」

　それが、この応募数の多さに繋つながるわけか……。

「それで、どうやって選ぼうか？」

　応募書類が多すぎだろう。

　全員面接していたら、いくら時間があっても足りないじゃないか。

「まずは書類選考ですな。推薦状の他に、フリードリヒ様たちをどのように教育するか、計画表の提出も求めましたので」

「なるほど」

　そういうのは必要だよな。フリードリヒたちを教育するにしても、スケジュールを詰め込みすぎてガリ勉させるのはよくない。

　俺だって、まともに勉強したのは受験前と就職試験前──これは勉強ではなく対策か──くらいだったのだから。

　子供には遊びも必要だと思う。

　家庭教師には、適度に息抜きさせてくれるような柔軟性も欲しいな。

「書類審査である程度絞るんだな。それがいい……あれ？」

　その面倒な書類審査は、誰がやるんだ？

　ああっ、俺か！

「俺？」

「他に誰がいますか？　次のバウマイスター伯爵領を担うフリードリヒ様たちの教育を担当する家庭教師の選考なのですから！」

「ですよねぇ……」

「当然、拙者も選考に参加いたしますとも。拙者たち家臣の子弟も一緒に教育を受けるのですから」

　いわゆるご学友というやつだな。

「ということはエルも？」

「当然です」

　そうか、エルの息子であるレオンも一緒に教育を受けるのか。

　ならば、一緒に書類選考に参加していただこう。

　決して面倒だからエルも道連れだとか、そんな気持ちは微み塵じんもないから。

　エルだって、息子のレオンがバウマイスター伯爵家の次世代を担う家臣になってほしいと願っているはず。

　だからそのために、父親であるエルが書類選考に参加するのはおかしなことではないのだ。

「エルも呼ぶから」

「妥当な判断ですな」

　俺の意見はローデリヒに受け入れられ、エルも家庭教師を決める書類選考に参加することになったのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ううっ……目を瞑つむっても、文字ばかり浮かんでくるんだけど……」

「エル、ご苦労さん」

「ヴェル、お前、俺を巻き込んだだろう？」

「いえいえいえ、そんな意図はございませんとも。レオンにも優れた教育を与えないとね。それが親の役割でしょう」

「さすがはお館様です」

「（ハルカさん、ヴェルの言葉を額面どおりに受け取りすぎ……）」

　失礼な！

　俺は、本当にそう思っているのに……別の意図があることは否定しないけど。




　ようやくフリードリヒたちにつける家庭教師を選ぶための書類選考が終わった。

　エルの息子であるレオンの教育もするのだからという大義名分の元、彼も呼び出して巻き込んだのだが、普段そんなに書類なんて見ないので、書類選考が終わったにもかかわらず、目を瞑ると履歴書と推薦状、学習計画表の文字の羅列が瞼まぶたの裏から離れないようだ。

　かく言う俺もそうなのだが。

「それにしても、あの応募数は凄すごいね」

「推薦状を書いた貴族も大物が多いわね」

　ルイーゼとイーナも、自分の娘の教育に関わることなので、前のめりで話に加わっていた。

　男爵以上の推薦状がなければ応募すらできないにもかかわらず、あの応募数。

　しかも、俺のよく知らない貴族の推薦状なんてあっても無駄だそうで、その大半が知り合いの大貴族たちばかりだった。

　ホーエンハイム枢機卿、エドガー軍務卿、ルックナー財務卿、アームストロング伯爵（導師のお兄さん）などなど……。

　しかも各人、複数の推薦状を書いている。

「推薦状って一通しか書かないんじゃないの？　あちこちにいい顔するのはいいけど、あとで節操がないとか言われないのかな？」

　特に推薦状が多いのは、ホーエンハイム枢機卿だ。

　神官でアカデミーに通っている者たちも多いそうだが、これは昔の日本でお坊さんにインテリが多かったのと同じだと思う。

　もし神官がフリードリヒたちの家庭教師になれば、将来バウマイスター伯爵領での教会建設でも有利に……なんだろうなと思う。

「推薦状は、応募する資格と意志があるという証明なのです。お爺じい様に頼んでも、推薦状すら書いてもらえない方も大勢いますから」

　エリーゼが、推薦状が必ず添えられている理由を教えてくれた。

　だから、大物ほど多くの推薦状を書いているのか。

　大貴族は人づき合いが大変だな。

「ということは、実はもっと希望者が多かったと？」

「そうですね。軽くその十倍以上は……」

　採用枠が一人しかないフリードリヒたちの家庭教師に、数千人の応募かぁ……。

　しかも、書類審査まで進めたあの数百人が、すでに十倍の競争を勝ち抜いてきた精鋭とか。

　乾いた笑いしか浮かばない。

「大貴族ほど色々と頼まれるわけでして……。それを引き受けて、人脈を繋ぐことこそが重要なのです。どんな時に、推薦状を書いたことが役に立つかわからないので」

　もうこうなると、自分が推薦状を書いた人が採用されたらラッキー、くらいの扱いだな。

　そして、推薦状を書いてやった件を盾に、恩を返してもらうわけだな。

「お腹いっぱいになったなぁ……」

　なにも食べてないのにね！

「で、誰を次の面接試験まで進めるかだが……」

「やはり応募数が多すぎるので、お館様たちの意見と合わせて、拙者や他の家臣たちの意見も参考に、ということにします。決定はもう少しあとで構わないでしょう」

「わかった」

　ローデリヒは嫁さんの一人がルックナー財務卿の孫娘だし、他の家臣たちも大貴族の遠戚が多い。

　裏で色々と言われていて、あまりにすんなりと決めると不都合があるのかもしれない。

　バウマイスター伯爵家の家臣たちも俺と同じく柵しがらみが増えて大変だな。

　ある程度数を絞るのは、ローデリヒたちに任せて問題ないだろう。

「で、実際のところ、書類選考ってどのくらいかかる予定なんだ？」

「半年ほどはかかりますね……意見調整もあるので……」

　そういう話を聞くと、バウマイスター伯爵家も規模が大きくなったなと思う。

　関わる人数が多いと、利害調整などで大変なのであろう。

　今はまだフリードリヒたちは赤ん坊なので、別に焦る必要はないのだけど。

「それで、一つだけ問題がありまして……」

「問題？」

「それが、この応募書類なんですけど……」

「推薦状がないじゃん」

　推薦状がないのに、勝手に応募してきた書類が数通。

　こんなのすぐに弾けばいいのに、ローデリヒはどうして俺に見せるんだ？

「それが、『賢者協会』に所属している連中でして……」

「賢者協会？」

「賢者が所属している集まりですね」

「そもそも賢者って……なに？」

　『この世界に賢者なんていたんだ』という言葉を呑のみ込み、俺はローデリヒに賢者について尋ねた。

　この世界に来て大分経たつが、初めて賢者の存在について聞いたな。

　俺の考える賢者って、某ＲＰＧみたいに、魔法使いの魔法も僧侶の魔法も使える万能な人っていうイメージだ。

　実は俺も、水の治癒魔法を使えるから賢者？

　賢者っていうほど賢くはないか。

「賢者って凄いんだろう？」

「なんと言いましょうか……お館様が知らないのも無理はないですね。凄いかどうかは、その人がどう感じるかで変わります」

　俺は若いから、賢者を知らなかった？

　でも、王都で魔導ギルドにも出入りしているから、ちょっとくらいは噂うわさになってもいいはずだ。

「カタリーナ様とリサ様の方がよく知っているかもしれません。拙者は魔法使いではないですし、これまで聞いていた情報はあくまでも噂なので、それが事実かどうか判断できませんので……」

「わかった。二人を呼んで聞いてみる」

　俺は、赤ん坊たちの面倒を見ているカタリーナとリサに来てもらった。

「賢者ですか……一応知っていますけど、リサさんの方がお詳しいかと。私は、賢者を名乗る方々がいるという噂しか聞いたことがありませんので……」

　それもそうか。

　カタリーナと俺って、一歳しか年齢が違わないものな。

　賢者をよく知らなくても不思議ではないのか。

「リサ？」

「説明が難しいですね。彼らは〝一応〟魔法使いの一種ではあります。魔力は初級にも満たないですけど……あと、家柄がいいか、お金持ちの人たちばかりです」

「家柄や懐具合は、賢者と関係なくない？」

「協会を作れるだけの財力はある。だから彼らは賢者を名乗れるのです」

「よくわからないな」

「詳しく説明すると、悪口になってしまうので……」

　それでも教えてくれと言うと、リサは渋々ではあるが教えてくれた。

　要するに、貴族や大商人などの一族でちょっと魔力がある者たちが、勝手に賢者を名乗っているだけらしい。

「自分の家に魔力がある子供が生まれると、貴族も商人も喜びます。ですが、火種を出す、コップを水で一杯にする、旋風を起こす、小石を飛ばす……など、初級以下に留とどまってしまうと話は変わり、ガッカリされるわけです」

　当然、魔導ギルドからも、また魔道具作製になんらかの才能がなければ魔道具ギルドからも相手にされない。

「そういう人たちって、職員になるんじゃないの？　主に実家のコネで」

「それを受け入れた人たちは賢者を名乗りません。ただの魔導ギルドや魔道具ギルドの職員ですから」

　なまじ中途半端に魔力があってプライドが高すぎると、『魔法使いの俺が、職員の仕事なんてできるか！』と、現実を否定してしまう人たちがいて、彼らは勝手に自分たちを賢い者『賢者』と名乗り、協会を設立してそこで日々を過ごしているそうだ。

「それって、貴族のサロンとなにが違うの？」

　リサの話を聞く限りだと、初級にも満たないが一応魔力がある貴族や大商人の子弟たちが集まっているだけのサロンだと思えてしまうのだ。

「……元々勝手に自分たちで名乗っているだけなので、知名度もへったくれもありません。魔法使いでも知らない人は多いです」

　家柄だけでろくに魔法も使えないのに、ちゃんと教育は受けているから頭はいいですという理由だけで、自分を『賢い人』とか言えてしまう恥ずかしい連中だから、あえて触れない人たちも多いんだろうなと、俺は思ってしまった。

「で、その賢者たちがどうして家庭教師の応募に？」

「暇だからだと思います」

「暇？」

「ええ、彼らは基本暇人なので……」

　大した魔法が使えないのなら、貴族ならばその子弟らしく領内統治の手伝いを、商人ならば家業の手伝い、または文化の担い手として生きていけばいいのに……。

　中途半端に魔力があるから、逆に拗こじらせてしまったんだろうな。

「私も又聞きなのですが、彼らは毎日集まって、『魔法の真理とは？』とか、賢者である自分たちがいかにしてこの世を良くするか、賢者としての観点から人々に発信していくなどと言っていて、ああでもない、こうでもないと、無駄な議論を繰り返しているとか」

「……」

　ああ、なんとなくわかった。

　こういう連中を『意識高い系』って言うんだなって。

　この世界にもいたのか。

「それで、フリードリヒたちの家庭教師に応募なのか……」

　でも推薦状もないし、リサによると賢者はほぼ全員アカデミーも出ていないという。

　賢者なのに、大学卒、大学院卒ではないというわけだ。

「彼らは、『我ら賢者は、アカデミーのように詰め込み教育のみに拘こだわる、耳学問の輩やからとは違う！　この世の真理を理解している者なのだ！』と公言して、アカデミーに入っていません」

「それってさぁ……」

　要するに、ただ単にアカデミーの入学試験に受からなかっただけでは？

　自分たちは魔力があって、賢者（自称）だからアカデミーの学問など不要、という謎理論で誤魔化しているだけと思う。

「推薦状がないのって、こんなの推薦したら自分にも害があるからだよね？」

「間違いなくそうでしょう」

　こんな、なんの根拠も実績もない、家柄と実家の財力だけが長所の意識高い系集団。

　家庭教師に相応ふさわしいと推薦なんてしたら、推薦者自身が信用をなくすだろうからな。

「推薦状なしで書類を送ってくること自体が、この人たちの駄目な理由ですから」

「だよねぇ……」

　推薦状がない応募者を弾くのは差別。

　日本だと、無責任なワイドショーのコメンテーターとかが言いそうなことだが、バウマイスター伯爵家次期当主の家庭教師なので、おかしな奴にやらせるわけにはいかないから仕方がない。

　フリードリヒの教育に失敗すれば、多くの家臣やその家族、領民たちに悪影響が出てしまうのだから。

　推薦状を書いている貴族たちだって、その人物が酷ひどい奴なら、推薦した責任を問われることだってあるのだ。

　推薦状は、応募できる資格があるという証明書のようなもので、これがない応募者を書類審査で通すわけにいかなかった。

「こんなの無視だ。『他家でのご活躍をお祈り申し上げます』だな」

　当然、自称賢者たちは不合格であり、俺は応募書類をゴミ箱に捨てた。




　しかし俺たちはわかっていなかった。

　基本暇人である彼らが、俺たちの予想だにしない行動を取るという事実に……。
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　今日は、久々の休暇だった。

　そこで、エル、ブランタークさん、導師、タケオミさんという面子でバウルブルク近郊での狩猟を楽しんでいたのだ。

　十分な成果も出て、あとはこれを調理してもらって、エリーゼたちにも振る舞おうなんて話し合っていたその時、目の前に変な五人組が姿を現した。

　全員がローブ姿なのだが、とにかく魔力が少なくて、辛うじて魔法使いかなって判断できるくらいでしかない。

「ヘルムート王国賢者協会四天王の一人！　『炎のリュート』！」

「同じく、『水竜のバクセル』！」

「同じく！　『大地のキルコ』！」

「同じく、『突風のサンデス』だぜ！」

「四天王の一人！　『虚無のバクダー』！」

「「「「「五人合わせて！　賢者四天王参上！」」」」」




「「「「「……」」」」」




　賢者四天王とか、君たちはこれから世界征服でもするのかっていう、高いテンションでの自己紹介に、俺たちは素で引いていた。

「伯爵様ぁ、ついに連中を知ってしまったのか……。アレと関わっては駄目だろうに……」

「別に、自ら関わりにいったわけじゃないですよ。フリードリヒたちの家庭教師の応募に、勝手に書類を送ってきただけで……」

「また暇を持て余したのである！　しょうがない連中なのである！」

「導師、どうして俺たちに賢者の存在を教えてくれなかったんです？」

「では逆にエルヴィンに聞くのであるが、知ってなにかいいことがあるのであるか？」

「……ないですね……あきらかに駄目そうなオーラを放っていますし……」

「エルヴィンに通じるものがあるな」

「さすがに、アレと同類は嫌なんですけど……」

　フリードリヒたちの家庭教師を選ぶ件だが、そんなに焦ることでもないし、いまだ書類選考中なので、彼らが書類選考に合格したかどうかは……推薦状がないので落としたけど、それがわかるのは、面接に進める応募者に連絡が行ってからなのになぁ……。

　結果も出ていないのに、わざわざバウルブルクまでなにをしに来たのであろうか？

「（ブランタークさん、事前に連中のことを知っていたら、なにかしら対策は打てていたのでしょうか？）」

「（こいつらの賢者云うん々ぬんは自称なんだぞ。暇と金があるから、バウルブルクへの旅費くらいすぐに出せるし来られる。こいつらの来訪を防げると思うか？）」

「（思いません……）」

「（確かに、色々とウザイ連中なんだが、もの凄く害があるわけでもない。強硬策は彼らの実家を敵に回すかもしれない。だから放置なんだよ）」

　俺は、今の今まで彼らの存在を知らなかった。

　大貴族たちが誰も賢者の存在を教えてくれなかった点から見て、彼らが貴族社会の『臭い物に蓋ふた』なのは明白であろう。

　お前らだけで、なるべく迷惑をかけないように活動していろと。

「（ヴェル、こいつら魔法使いなんだよな？　えらくセコイけど……）」

　賢者協会の四天王なんて名乗って、名乗りと同時に魔法を披露する……そんなことをしている時点で変な連中なんだが、その魔法がとにかくショボイのだ。




　まずは一人目、『炎のリュート』。

　彼は火魔法を扱うが、基本的に魔力がショボイので、事前に用意していた薪まきの山に火種魔法を用いて炎上させただけだ。

　組んだ薪に着火してすぐに燃え上がるよう、薪の組み方には見るものがあった。

　キャンプ教室で子供たちに、火のつけ方でも教えればいいんじゃないかな？




　二人目は、『水竜のバクセル』。

　水竜なんて二つ名を名乗っているが、彼が使える魔法はコップに魔法で作った水を注ぐだけだ。

　その時、空中から出現した水が竜の形をしているのだが、コップ一杯分の水を竜の形にしても、よく目を凝らさないと見えやしない。

「ああ、ちょうど喉渇いてたんだ。温ぬるっ！」

　エルがコップの水を飲み干したが、それが温いと文句を言っていた。

　勝手に飲む方もどうかと思うけど、魔法で出した水を冷たくするには、さらに魔力が必要なので仕方がない。

　竜の形にするのに魔力を使い果たしたのであろう。




　三人目は、『大地のキルコ』。

　魔法で地面の土を盛り上げて作った台に足を乗せ、ドヤ顔で威張っているだけである。

　大地……大地なのかな？




　四人目は、『突風のサンデス』。

　彼は、自分の前に魔法で作った小さな竜巻を出していた。

　それがなんなんだって思っていたら……魔力切れになったようで竜巻は消えてしまった。




　そして、なぜか四天王なのに五人目、『虚無のバクダー』。

　虚無ってなんなんだろう？

　そんな魔法の系統あったかな？

　と思っている俺たちの前で、彼は銅貨をまるで手品のように空間から出したり消したりしていた。

　それはあきらかに手品だよね？




「（あの……ブランタークさん。別の空間に銅貨を仕舞ったり出したりとか、そういうことはないですよね？）」

「（あるか！　そんな魔法！）」

「（魔法の袋もないのに、そんなことができたら大騒ぎである！）」

　そりゃそうだ。

　この世界では、たとえ銅貨一枚でも、魔法の袋なしで別空間に物を仕舞うなんてできないからな。

　そんなことができたら、魔導ギルドあたりが大騒ぎするはずなのだから。

　つまり、ただの手品である。
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「（四天王なのに五人いるとか！　ドヤ顔で披露する魔法がショボイとか！　というか五人目！　魔法じゃないじゃないか！）」

　魔力量は他の四人と同じなので、彼は魔力はあっても魔法が発動しない人なのであろう。

　それで、自己紹介の時になにも魔法を披露できないと恥ずかしいので、手品で銅貨を隠したり出したりしていると。

「我ら、賢者協会四天王の実力を見たかね？」

　と、ドヤ顔を崩さずに言う虚無のバクダー。

　いやだから、あんたのは魔法じゃないじゃないか。

「虚無のバクダーよ。彼らは、私たちの魔法の凄さに驚いて言葉が出ないのであろう」

　と、続けて言う炎のリュート。

　確かに、この程度の魔法で賢者を名乗り、上から目線で話せるお前らは凄いと思う。

　家柄のせいもあるのであろうが。

「（こいつら、お互いを呼び合う時も二つ名なのな）」

　エル、そこはどうでもいいから……。

「私は、この地の領主であるバウマイスター伯爵様、王宮筆頭魔導師であるアームストロング子爵様、ブライヒレーダー辺境伯様の筆頭お抱え魔法使いブランターク殿、その他一名と、護衛も兼ねて貴族の嗜たしなみである狩猟をしている。私的な時間であるし、もし用事があるのであれば、事前に問い合わせて面会の予約を取るのが筋ではないかな」

　タケオミさんは、プライベートな時間である狩猟の最中に、突然目の前に現れた彼らを批判した。

　もし会いたければ、事前にアポイントメントを取るのが常識であろうと。

　この人は、妹が絡まなければとても常識的な人なのだ。

　エルのことを『その他一名』と言っているところは、普段と変わらないのだけど。

「ああ、それなら問題ない。なにしろ我らは賢者だからね」

「そうだとも。我らは血筋、魔力、知力をすべて兼ね備えた完全な存在なのだ」

「本当なら、我らのところに赴いて教えを乞うのが、人として正しい道なのだが、ここはよりよいこの国の将来のため。あえて出向いてやったのだ」

「「「「「……」」」」」

　立て続けにドヤ顔で言う水竜のバクセル、大地のキルコ、突風のサンデスに、俺たちは言葉が出なかった。

　これはもう、貴族社会が生み出した闇みたいなものだな。

　根拠のない自信に満ち溢あふれすぎている。

　家柄は……どうも跡取りではないようだが、親がニートとして甘やかしているのであろう。

　魔法は……今披露した魔法ではなんの役にも立たないはずだ。

　しかも、すでに魔力切れになったのがわかってしまった。

　自己紹介のみで魔力を使い果たす魔法使いってどうなんだろう？

　知力は……アカデミーに入れてもらえなかった時点で察せられる。

　アカデミーに入れるような人たちはガチの天才か秀才なので、彼らから見れば知力（笑）なはずだ。

「（これに行動の自由を与えているんですか？）」

「（実は、親も匙さじを投げているのである！）」

　導師によると、賢者協会にしたって、この色々と勘違いしている連中に居場所を与え、纏まとめて管理するための器でしかないのだという。

「（俺の中の、賢者の定義が大きく崩れる……）」

　某ＲＰＧの賢者とは違いすぎていて、乾いた笑いしか出ない。

「ところで、ご用件の方は？」

　俺の代わりに、エルが彼らの目的を問い質ただした。

「うん？　バウマイスター伯爵殿の家臣か……貧相だな」

「血筋も悪そうだし、頭も悪そうだな」

「我らになに一つ勝てる要素がない、可哀かわい想そうな者か……」

「無礼な奴だが、我らは賢者。寛容の心も持っているから答えてやろう」

「左様、下々に優しいのも賢者であるからな」

　彼らの、この根拠のない自信はどこから来るのであろうか？

　正直、不思議で堪たまらない。

「（ヴェル、こいつら殴っていいか？）」

「（やめとけ。こんなのでも、大貴族の子弟だから……）」

　それにしてもよくぞまあ、こんなに酷いのばかり……。

　隔離してくれたのはいいけど、できれば行動の自由も縛ってくれたらよかったのに……。

「バウマイスター伯爵殿は、王家より南方開拓を任された偉大なる魔法使いではあるが……一つ弱点がある」

「生まれがなぁ……。貴殿は実力があるからいいが、その跡取りには問題も出てこよう」

「開拓は、一代では終わらないからな」

「貴殿の息子フリードリヒ殿の責任は重いが、残念なことに歴史を重ねた貴族家の跡取りではないので、どうしても蔑ないがしろにされる」

「生まれながらにして持つ大貴族としてのオーラ。そのようなものが不足しているのだ。そこで、我らが家庭教師をやってやろうと決意したわけだ。これも賢者の務めというもの」

「ありがたく思うといいぞ。我ら五人で教えれば、フリードリヒ殿は素晴らしい大貴族となろう」

「「「「「……」」」」」

　推薦状もない履歴書を勝手に送りつけてきたうえに、突然本人たちもやってきて、自分たちは賢者だからフリードリヒの家庭教師をやってやるとドヤ顔で言う。

　まだ書類審査も終わっていないのに、他の応募者なんて吟味するまでもないと言わんばかりの態度に、その場にいた全員が絶句してしまった。

　彼らの親は大貴族や大商人と聞くが、こんな非常識なことを息子たちにやらせてしまうとは、そこまでバカ息子たちが可愛かわいいのであろうか？

「（ヴェル、こいつらを家庭教師にするの？）」

「（するか！）」

　フリードリヒが、こいつらみたいになったらどうするんだ。

　赤ん坊は純粋なのだ。

　狼おおかみが育てれば狼になってしまう。

　こんなバカどもを傍そばに置いておくはずがないに決まっている。

「現在、書類選考中なので……暫しばらくお待ちください」

「書類審査……必要ないと思うけどね」

「履歴書を出した連中にアリバイも必要であろう。ちゃんと選考はしましたよ、というな」

「なるほど。我ら賢者に比べれば、他の応募者たちなど有象無象でしかないからな」

「家庭教師役は、私たちで決まりだろう。他はレベルが低すぎる」

「暫くバウルブルクの町で待たせてもらおう。では。すぐに毎日顔を合わせることになると思うけどね」

　自称賢者たちはバウルブルクに取ったという宿に戻っていったが、俺はまたしてもバカな貴族たちに振り回される羽目になってしまったのであった。




　どうにも困ってしまったので、俺たちは『瞬間移動』でブライヒブルクへと移動し、ブライヒレーダー辺境伯に自称賢者たちの件について相談してみた。

「ああ、賢者ですか。あの自称の……」

　ブライヒレーダー辺境伯は彼らを知っていたようだ。

「賢者たちにも困りましたね。アレは、体ていのいい隔離なのですよ」

「隔離ですか？」

「ええ、大貴族の家に生まれても、箸にも棒にもかからないどうしようもない人が一定数出てしまうのです。彼らはその中でも特にアレなので、サロンに集めて賢者だっていう風にですね……。要は、サロンから外に出ないでほしいというわけです」

　賢者とは、前世でいうところのニートの集まりみたいなものなのか……。

　仲間内で、『家柄がいいぜ！』、『魔力があるぜ！』、『頭がいいんだぜ』と自慢し合って時間を潰つぶしてくれていれば御の字……そりゃあ、できる限りその存在は秘匿されるよな。

「魔力は中途半端にあるのですが、火付け程度の魔法ではなんの役にも立ちませんよ。平民なら、勤め先とかで重宝されるでしょうが」

　火付けしかできなくても、職業によってはもの凄く重宝されるであろう。

　調理人とかなら、自分ですぐに火をつけられれば役に立たないなんてことはない。

「彼らは貴族に、それもかなりの名家に生まれてしまった。そこに不幸があります。まさか、調理人や工房勤めもできませんので……」

　最初、親は大いに期待したはずだ。

　だが、すぐに魔力量の少なさから期待外れだと言われ、かといって魔力がない貴族の子弟たちのように勉学や家業の手伝いに熱心というわけでもない。

　アカデミーに入れるような学力があれば、親も期待外れなんて言わないだろうからな。

　真面目に親の役職について研けん鑽さんしていたら、これもなにも言われないはずだ。

「でも、可哀想な気もしますね」

「普通に当主や跡取りである兄を手助けするような人なら、親たちもあんな扱いはしませんよ。ああなったのは、自業自得でもあるのです」

　根拠もなく、上から目線で偉そうな物言いだったからな。

　初見から、敵が増えていくタイプであろう。

　賢者仲間以外、友達もいなさそうだ。

「賢者って自称だったんですね。そもそも誰が考えたのですか？」

「あのくらいの魔力でも、普通の人なら魔導ギルドや魔道具ギルドでの事務くらいできますよ。無視されているってことは、つまりそういうことです」

　たとえば魔導ギルドに事務で入ったとして、そこで魔力自慢なんてしても本物の魔法使いがいるから自爆でしかない。

　賢者たちだけで集まっていれば、みんなほぼ同じレベルなので争いにもならないのか。

　お互いが使える同レベル魔法を寸評し合って時間を潰せば、少なくとも他者に害はないのだから。

「酷い話だ……」

「賢者のサロン自体は、数百年の歴史がありますので。王国の恥部なので、知らない人も意外と多いですけどね」

　確かに、彼らの存在を不特定多数に知られることは、王国にとって不都合？

　いや、単に恥ずかしいのか。

「フリードリヒたちの家庭教師に立候補したのは、どうしてなのでしょうか？」

「バウマイスター伯爵が新興貴族だからですよ。歴史が長い大貴族家の家庭教師選考は、コネと人脈の要素が大きいですからね。一方、あなたにはそんなものないと思われている。少なくとも彼らはそう思った。新参者の自分たちでも簡単に入り込めると思った」

　たとえコネでも無能は選ばれないそうだが。

　アカデミーを出ているのは最低限の条件で、しかも大貴族ほど、自分か寄より子こ、寄より親おやの遠戚にそういう人が一人はいるという。

　あとは、代々アカデミーで教授をしているようなインテリ一族がいるので、そこに人を出してもらうらしい。

　先祖代々の恩師一族というわけだ。

「そういうところに家庭教師を頼むと、代々の教育マニュアルが保管、研究されているので安心なんですよ」

　何代にもわたる大貴族の家庭教師の仕事を守るため、努力を惜しまない。

　貴族の家庭教師という仕事も、色々と大変みたいだ。

「そんな凄い方々の集まりの中から、さらにコネとか、人脈、推薦状も書いてもらえたということは、家庭教師としての能力に不備はないと認められたということなのです。変なのを紹介したら、推薦状を書いた方が恥をかくので」

　人を見る目がないバカだと、自分が言われてしまうからだ。

「だから推薦状がなかったんだな。あのバカども」

「親も、推薦状は書かなったのである」

　ブランタークさんと導師にも、自称賢者たちは散々ディスられていた。

「で、どうしましょうか？」

「それなんですけどね。実は、簡単な方法で排除できますよ」

「そうなんですか？」

「自称賢者の方々が、自信満々におかしなことを言うケースは昔からありまして、その対処方法も確立されているわけです。バウマイスター伯爵、ちょっとお耳を拝借」

　俺は、ブライヒレーダー辺境伯に耳を近づけた。

「ああっ！　その方法があったな！」

「結果を突きつけてやればいいのですよ」

　俺は、ブライヒレーダー辺境伯から自称賢者たちに対処する方法を教えてもらい、それを実行に移すことにするのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「おおっ！　我らが書類審査を通ったのか！」

「であろうな」

「なにしろ我々は賢者だからな」

「当たり前の結論だ」

「バウマイスター伯爵に常人並みの判断力があってよかった」




　ブライヒレーダー辺境伯から教わったとおり、まずは自称賢者たちに書類審査に通ったことを伝える俺。

　相変わらず根拠不明な自信に満ち溢れていたが、俺は続けて彼らにこれからのことを説明した。

「第二次試験があり、それに合格すると最終面接なんですよ」

「第二次試験？」

「ええ、そんなに難しいものではありません。みんな軽い気持ちで受けています。これに落ちる人はいないですね。確認みたいなものです」

「そうか」

「明日、屋敷にいらしてください。そこで第二次試験を受けてもらいます」

「心得た」

「我らなら余裕であろう」

「なにしろ、我らは賢者だからな」

　すぐにこちらの条件を受け入れてくれてよかった。

　明日、せいぜい慌てふためくがいいさ。

　早く明日が来ないかな。




　翌日、用意されていた筆記試験の紙を見て、自称賢者たちは案の定、慌てふためいていた。

「バウマイスター伯爵？　これは……」

「筆記試験ですよ。なにしろ家庭教師の選考なので、基礎学力は必要でしょう？」

　それもそうだ。

　彼らの言う賢者というのは自称であって、別に勉学が得意ということではないのだ。

　そんなに賢ければ、アカデミーに入っているであろう。

　入れないからこそ、サロンに集まって賢者ゴッコをしているのだから。

「では、科目は文学・文法、数学、自然、歴史、地理、教養の六科目です。それぞれ百点満点ですので。それではスタート」

　自称賢者たちは試験の用紙を前に、塩をかけられたナメクジのように大人しくなった。

　一科目一時間なので、これで六時間は大人しいはずだ。

　俺は、彼らを置いてリビングへと向かう。

「どうだ？　連中は？」

「凄く大人しくなりましたよ。しかし、こんな方法があったとは……」

「大貴族の家庭教師を決める選考で、筆記試験なんて普通はねえよ」

　ブランタークさんは、普通ならそんなものはやらないと断言した。

「どうしてです？」

「なあ、エルヴィン。送られてきた履歴書と推薦状の数を見て驚いただろう？」

「ええ、多かったですね」

「でもな。履歴書を送ってきた連中にあの試験をやらせたら、みんなほぼ百点なんだよ。たまにケアレスミスがあるくらい？」

「そうなんですか？」

「そういう天才・秀才君が全国から集まるのがアカデミーなの」

　ヘルムート王国には、アカデミーが一つしかない。

　そこに入れるのは、身分に関係なく選ばれた天才、秀才のみだ。

　そこを出た人しか家庭教師になれないのであれば、筆記試験なんていらないわけだ。

　どうせ全員合格してしまうので、する意味がないのだ。

「あいつらは自称天才だから、試験用紙を見てビビったはずだ」

「詰め込み教育の弊害とか呟つぶやいていました」

「あいつら、昔からこういう対策を取られると、それを言うんだよな」

「そうなんですか……」

　世界は違えど、同じようなことを言う人はいるんだな。

「俺ら魔法使いだって、地味な基礎鍛たん練れんとか、古いにしえの魔法を調べて試したりとか、地道に努力するだろう？　なのにあいつらは、基本的にそれがない」

　最初からそれができたら、賢者なんて名乗らないと思うけど。

「で、何点取れば合格なのである？」

「アカデミーの人たちならほぼ満点のテストなので、平均九十点以上取れば？」

「無理である！」

　取れたら、親だって推薦状くらい書くだろうしな。

　導師の予想は当たり──本人たち以外の誰もがそう思っていたけど──彼らの筆記試験は平均二十点前後で、見事二次試験にて失格ということになったのであった。




「これが試験かぁ……結構難しいような気がする」

　例の賢者たちが受けた試験用紙を見せてもらったけど、それは俺にも難解なものだった。すでに前世での受験勉強時のような学習習慣はなく、どうしても魔法の鍛錬が最優先で勉強は後回しだったからな。転生者という中身のせいで歴史なども苦手だ。

　俺も合格はできないだろうな。

「はい、ヴェル」

「えっ？　なに？　イーナ」

　俺は、イーナから試験用紙を渡されて困惑してしまった。

「面白そうだから、みんなで何点取れるかって」

「……そういうのはいい……」

　前世でのテレビのバラエティー番組じゃないんだから。

　バウマイスター伯爵が、『おバカ』の称号を得たらみんなだって嫌だろうに。

　それに、あの賢者たちよりも平均点が低かったら、色々と立ち直れないような気がする。

「いいじゃない。軽い遊びよ」

「はあ……」

　エリーゼたちも、エルも参加するそうで、そうなると断れなくなってしまう元日本人の俺。

　書斎の机に座り、試験用紙を前に解き始めるのであった。

　そして回収された試験用紙が採点され、その点数が発表されることとなる……。




「第一位、エリーゼが平均点八十二点ね」

「マジでか！」

　イーナが、遊びで試験を受けた人たちの平均点を発表し始めたのだが、第一位はエリーゼだった。

　というかエリーゼ、アカデミーに入れるんじゃあ……。

「いえ、この点数だと入れませんよ。平均で九十五点は出さないと駄目です。それにこの試験に合格しても、二次試験はさらに難しく、六十点を超えなければ合格できないというレベルなので」

　ううむ。

　アカデミーって、ガチの天才、秀才しか入れないんだな。

　あと、エリーゼの完璧超人ぶりが改めてわかった。

「第二位はテレーゼさんで平均八十点。第三位は私で七十三点。第四位はリサさんで六十九点。第五位はヴェルの六十五点ね」

　この辺はなぁ……、大体想像どおりというか。

　テレーゼは元フィリップ公爵で英才教育を受けていたし、イーナはよく本を読んでおり、リサは年の功？　いや、魔法の研究で本をよく読んでいるからか。

　意外にも、テレーゼはエリーゼに平均点で負けていたな。

　大した点差ではないし、俺よりは遥はるかに高い点数だけど。

「貴族家の当主など、大半がこんなものであろう。色々と教育は受けるが、忘れてしまうというのもあるな。もし必要なら覚え直せばいいのだから、こんなものというわけじゃ」

　それにしては、平均点八十点は凄いけど。

「俺は普通かな？」

「こういうと失礼だと思うが、騎士爵の八男としては大したものだと思う」

　それは、主に中身が原因だろうな。

　多少なりとも学習する習慣があるというのが、こんなにも役に立つとは思わなかった。

「お主、歴史が壊滅的じゃな」

「だって、人は過去を振り返らない生き物だから」

　というか、日本史や世界史ならともかく、リンガイア大陸の歴史なんてどうでもいいわ！

　覚えてなんになるっていうんだ。

「第六位、六十三点のカタリーナ」

「俺と同じく普通だな」

「お───ほっほ。私たちのような貴族は基礎を押さえていればいいのですわ。専門知識を持つ方々を雇って活用する能力こそが必要なのです」

　その意見には概おおむね賛同するが、笑って誤魔化しているようにも見えてしまうのがカタリーナたる所以ゆえんだな。

「第七位はヴィルマで六十二点。自然がもの凄くいい点数ね」

「必要だから」

　狩猟や釣りが得意なヴィルマは、自然の点数が高かった。

　必要なので、自然と覚えたのであろう。

「あとは……第八位はカチヤで三十五点」

「一気に下がったなぁ……」

「別に必要ないからな。冒険者なんてこんなものだろう」

　と、特に気にもしていないカチヤであったが、確かに冒険者にここまでの勉強は必要ないのかもしれない。

　今のカチヤは貴族だけど、勉学が必要なのは本人じゃなくて娘の方だからな。

「第九位はルイーゼで……十二点」

「そうなんだ。でも、勉強なんてしなくても人は生きていけるよ」

　人生をおおよそ本能とノリで生きているルイーゼは、試験の点数が低くてもまったく気にしていなかった。

　別に勉強なんてこれまで必要なかったし、これからも必要だとは思えない。そう言い切れる度胸は羨うらやましいと思うけど。

「アマーリエ義ね姉えさんは受けなかったの？」

「私、忙しかったから……」

「「「「「「「「「「あっ……」」」」」」」」」」

　多分、逃げたんだな……みんなそう思ったが、それは誰も口にしなかった。

　アマーリエ義姉さんのような地方貴族家出身だと、教育レベルはバウマイスター騎士爵家と同じようなものだからだ。

　あと、ハルカも試験を受けていない。

　彼女は、赤ん坊たちの世話をしていたからだ。

　我々のお遊びのフォローというわけだな。

「第十位……言った方がいい？」

「一応？」

　ノリで始めた試験だったけど、イーナがもの凄く結果発表しにくそうだ。

　今の時点で名前を呼ばれていない、最下位のあの人物に配慮してであろう。

「ええいっ！　俺がビリなのはわかっている！　結果を言え！」

　その人物とは当然エルであり、彼は気にせずに発表しろとイーナに詰め寄った。

「そんな試験の成績なんて、俺は気にしないぜ」

「じゃあ言うわね。第十位はエルで、五点……」

「「「「「「「「「「……」」」」」」」」」」

「えっ？　五点？　十五点じゃなくて？」

「うん、五点……」

　どうしてイーナがエルの点数発表を渋ったのか、今よくわかった。

　五点って……ルイーゼの十二点も大概だが、それでも二桁だ。

　五点は、いくら勉強なんてもう関係ないとはいっても、かなり恥ずかしい結果なのだから。

「マジで五点？　採点ミスじゃないのか？」

「何度も確認したのよ。それでも五点なの」

「そうなのか……」

　遊びで始めた試験なのに、エルの点数が悲惨すぎて一気に空気が悪くなった。

　あの賢者たちでさえ平均二十点越えと考えると、エルの点数が悲惨なのは一目瞭然だからだ。

「……五点……」

「エルさん、お茶のおかわりはどうですか？」

「エル、私の分のケーキも食べる？」

「大丈夫だよ。レオンはきっとハルカ似だから。ボクにはわかるんだ」

「そんな慰め！　逆にいらんわ！」




　でも、雨降って地固まるらしい。

　それ以降、エルはたまにイーナから本を借りて読むようになったのだから。

　世の中、勉学のみでは通用しないが、あまりに知識がないとなぁ……ということが実感できたひと時であった。

　なお、筆記試験に落ちた賢者たちは逃げるようにバウルブルクの町からいなくなっていた。

　筆記試験が苦手な賢者ってどうなんだろう？





第二話　ポンカメと恋







「釣れない……これはおかしい」

「先週はよく釣れたのにな……どういうことなんだ？」

「ヴィルマ、旦那。密漁者でも出たんじゃないのか？」

「ミズホならともかく、ヘルムート王国において、ポンカメはそこまで人気がない。密漁する意味がない。別の理由だと思う」




　夕方。

　バウルブルク近郊にある川で、俺、ヴィルマ、カチヤの三名は竿さおを下ろしていた。

　目的は『ポンカメ』で、地球での名称は『スッポン』である。

　この世界でも、精力増強、滋養強壮に効果があるとされており、非常に人気の食材……というわけでもなかった。

　調理方法が進歩しておらず、塩とハーブで煮るのがメインだったので、あまり人気がなかったのだ。

　同じような効果があって、スッポンよりも美お味いしい食材が他にもあるので、そっちに人気が集まって当然というか。

　例の川魚料理の店では、日本のスッポン料理に似たメニューがあって一定のファンがついていたが、あそこはウナギ料理がメインなのであまり目立っていなかった。

　結果的に、ポンカメの料理はマイナーなままであったが、バウマイスター伯爵家にはミズホ料理を作れる料理人がいた。

　彼の作るポンカメ料理は、日本のスッポン料理とほぼ同じで美味しかったので、俺たちはポンカメの豊富な河川によく釣りに行っていたのだ。

　泥抜きが必要なので、釣ったポンカメを飼う池も屋敷の庭に完備している。

　魔法で俺が作ったのだ。

　最近、ちょっと頻繁に食べていたら残りが少なくなったので、夕方のちょっとした時間にバウルブルク近郊の河川に釣りに来たのだが、どういうわけか今日はポンカメの気配すらなかった。

　いつもは簡単に釣れるのに……。

「ポンカメの集会でもあるのかね？」

　集まってなにを議題に話し合うのかは不明だけどな。

　せいぜい『あそこは餌が豊富だ』とかそんなものだろうけど。

「乱獲の場合、徐々にいなくなるから急にいなくなるのはおかしい。密猟者の情報も聞かない。バウマイスター伯爵領においてポンカメを食べる人は少なく、人が来ない河川も多いので減るわけがない……」

　さすがは、釣りや漁の達人であるヴィルマだ。

　冷静に、ポンカメが消えた理由について洞察していた。

「天敵でも出たとか？」

「それにしても、全滅はあり得ない。ポンカメの天敵が少ないというのもある」

　魔物でもない限り、バウマイスター伯爵領に住む動物で、ポンカメの天敵は少ない。

　短期間で消えるというのはまずあり得ないか。

「案外、ヴェル様の推察が正しいかも」

「もしかして集会か？　さすがにそれはないんじゃないの？」

　猫でもあるまいし。

「他の領地はどうなんだろう？」

「その情報も重要」

　バウマイスター伯爵領内だけの現象なのか、それともリンガイア大陸中の現象なのかで、対策も大きく変わるからな。

「ポンカメ、いないと困る。ヴェル様の考えたポンカメ料理、美味しいから」

「俺も困る！」

　せっかくミズホ人の調理人を雇ったんだ。

　ウナギやポンカメ料理を好きな時に食べられるという、前世では考えられなかった贅ぜい沢たくを手放してなるものか！

「ブライヒレーダー辺境伯に聞いてみよう。領内がどうなっているのか」

　今日はもう遅かったので、翌日、俺は『瞬間移動』でブライヒブルクへと向かった。

　そして、ブライヒレーダー辺境伯にポンカメについて聞いてみる。

「そういえば、最近領内で獲とれなくなったと聞きますね。私も困っていたんですよ」

「そうなのですか？」

　ブライヒレーダー辺境伯にもミズホ風ポンカメ料理を教えていたのだが、まさか彼もポンカメがいなくなって困っているとは思わなかった。

「以前、バウマイスター伯爵が教えてくれたではないですか。ポンカメ料理は、滋養強壮、精力増強にとてもいいと。実感があるので、私も愛用しているんです」

　前世で、大人の雑誌の裏表紙とかに、そういうスッポン製品の宣伝がよく載っていた。

　そうだったのか……。

　ブライヒレーダー辺境伯は、俺の影響で奥さんを増やしていて、とても大変らしいからな。

　寄より子こである俺よりも奥さんが少ないというのは、寄より親おやとしてどうなのか？

　そんな風に、他の貴族や家臣から言われるそうだ。

　特に家臣たちの中に、『バウマイスター伯爵などと言っても、元は騎士爵家の八男！　お館やかた様が負けてはならないのです！』などと言ってくる者が多いと、前にブランタークさんが教えてくれた。

　そういう話を聞くと、余計に貴族って異常なまでに体面にこだわっているんだなと思ってしまう。

　疲れて当然だし、精力増強に効果がある食品に手を出すのも当然か。

「ブライヒレーダー辺境伯領でもですか」

「急にポンカメが獲れなくなったと、漁師たちから報告が上がっているそうです。まあ、うちでもポンカメ料理はそこまで人気ではないので、別に大きな問題になっていませんけどね」

　ミズホ流の調理でないと、ポンカメの泥臭さは取れないからな。

　しかしバウマイスター伯爵領のみならず、ブライヒレーダー辺境伯領でもポンカメが獲れなくなったのか。

　つまり、少なくとも南方地域ではポンカメが消えているわけだ。

「この現象が、王国中で起こっているのか、それとも南方だけの話なのか。これは謎ですね」

「そうですね……」

　この現象を解き明かさねば。

　この前の賢者事件で、アカデミーという存在を知った俺は、すぐさま王都へと飛んだ。

　アカデミーには生物の研究をしている学者たちも所属しているので、彼らに話を聞くことにしたのだ。

「ああ、ポンカメがいなくなった件ですね。今はそういう時期なので仕方がありませんね」

「そういう時期？」

「ええ。数十年に一度、その地域のポンカメたちがある場所に集まるのです」

　俺がバウマイスター伯爵だからであろう。

　アカデミーに所属している生物学者は、ポンカメがいなくなった理由をすぐに教えてくれた。

　似てはいるが、やはりスッポンとポンカメは違う生き物のようだ。

　ポンカメは、亀なのでとても長生きする。

　数十年に一度、その地域に住むすべてのポンカメたちはある場所に集まるそうだ。

　だから、まったく獲れなくなっても不思議ではないと、生物学者は説明した。

「なんのためにポンカメは集まるのか。成熟したポンカメは、普段は近くにいる仲間と交尾をして卵を産む。ところが、それだけだと種の多様性が保てないのです」

「なるほど。そこで、定期的にある場所に集まって、遠方の個体と交尾をして卵を産む。そうすれば、近親的な交配を防ぎ、ポンカメの多様性が保てると？」

「おおっ！　バウマイスター伯爵殿は博識でいらっしゃる！」

「ボクもビックリした！」

「たまたま知っていただけだから」

　人間でも、他の生物でも、近親での交配はなるべく避けた方がいいとは言うからな。

　ポンカメは、本能でそれをやっているのであろう。

　でも毎年は疲れるから、数十年に一度だけそれを行う。

　今年がたまたまその年だったというわけだ。

「では、そのうち元の場所に戻ってくるのですね」

「ポンカメが消えたとされる時期から察するに、あと一週間といったところでしょうか」

　さすがは、アカデミーの学者、難関を突破しただけはあるな。

「なるほど。よく理解できました。さすがですね」

「これが仕事ですからね。それに私は嬉うれしいですよ」

「嬉しいですか？」

「ええ、ポンカメが一斉にいなくなった。その原因を専門家である私に聞きに来る。そんな人、バウマイスター伯爵殿くらいですよ」

「他の人は？」

「みんな気にしないか、なにか悪いことの前兆ではないかと、神官たちにお祈りをさせたりする地方貴族もいますね。そういう方々に同調する神官たちもいて、私たち学者がそういう生態なのだと言うと、露骨に嫌な顔をする者も多いのです」

　そりゃあ、なにかよくないことの前兆だということにして、お祈りをさせた方が神官たちも儲もうかるだろうからな。

　そういう神官たちの支持を受けている教会幹部もいるだろうし、あまり公にしてくれるなということなのであろう。

「アカデミーには神官も多いので、そんな神官は極一部ですけどね」

　神官はインテリ層でもあるので、大半は研究などを否定しないらしい。

　地球でも進化論を否定した宗教関係者もいたので、それに比べたらマシなのか？

「いやあ、一週間で戻ってくるのなら安心ですね」

「バウマイスター伯爵殿は、ポンカメを食べるのが好きなのですか？　アレは人気のない食材でしょうに」

「それなんですけどね……」

　俺は、ポンカメは採取してから二週間ほど綺き麗れいな水で泥抜きすれば泥臭くないこと。

　ミズホには、美味しいポンカメ料理があるということ。

　ミズホにおいて、ポンカメ料理は滋養強壮、精力増強に効果があって非常に珍重されていることなどを説明した。

　これも、ポンカメの生態を教えてくれたこの生物学者へのお礼である。

「なるほど。それは研究の価値がありますな」

　生物学者氏は、とても興味深そうに俺の話を聞いていた。

　俺としては、そこまで深く考えて話したわけではなかったのだが、アカデミーの学者を過小評価していたらしい。




　それから暫しばらくして、ヘルムート王国においてミズホ風ポンカメ料理とその効能が広まり、家を維持するため奥さんの数が多い富裕層がこぞって買い求めるようになった。

　そのためポンカメの価格が高騰、一部乱獲で数を減らし、養殖物が出回るようになるのは……人間の性さがなのかもしれない。

　我がバウマイスター伯爵領では、件くだんの生物学者と共同でポンカメの養殖場を立ち上げて安定確保に成功し、ちゃっかりと儲けたのは大分未来の話だけど。
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「バウマイスター伯爵殿ではないか。今日はどのような用件で？」

「上に用事があったんですよ」

「大貴族ともなると、雑事が多くて大変だな」

　アカデミーを出た俺たちは、ついでに魔導ギルドでの用事を済ませ、その足で地下にあるベッケンバウアー氏の研究室を訪ねていた。

　すると彼は、いつもの魔法陣ではなく、なにか魔法薬を調合していた。

「それ、なんの魔法薬なんです？」

　ベッケンバウアー氏が魔法薬の調合なんて……前に、導師から聞いたことがあるな……。

　その魔法薬のせいで、導師たちは一時女性化して……。

　俺、エル、ルイーゼ、ヴィルマの四名は、一斉にベッケンバウアー氏から離れた。

「むむむ……アームストロング導師から話を聞いたな。しかしあの事件は、私がまだ若いがゆえに粗削りな部分もあった頃の話。今では円熟の域にあるので、安心してくれたまえ」

　と言われても、普段の言動のせいでいまいち信用できなかった。

「あの……なんの魔法薬なんです？」

「お肌のシミを消す魔法薬だ」

「いかにも、金持ち向けの魔法薬だな」

「そんな魔法薬も作るんですね」

　エルも俺も、今のベッケンバウアー氏は魔法陣の研究しかしていないと思っていた。

「魔法陣の研究は、とにかく時間と資金と手間がかかる。そのため、どうしても研究予算が尽きてしまうことがあるのだ。魔導ギルドもお役所的な部分もあるから、年度中に予算が尽きても追加予算はまず期待できない。よって、このようなアルバイトも必要なのだ」

　普段の言動はアレな時もあるけど、基本的にベッケンバウアー氏は真面目な研究者なんだよな。

　魔法陣の研究に打ち込み、予算が足りなくなれば、自分でアルバイトをしてでも研究を続けるのだから。

「何気に魔導ギルドは批判しているけど」

　エル、そこはこの人なんだからスルーしてやれ。

「肌のシミを消す魔法薬ですか」

　地球にあったら、よく売れそうではあるな。

　年配の女性たちがこぞって買い求めるはずだ。

「で、効果のほどは？」

「あるに決まっている。だからシミに悩む貴族の奥様たちなどが大金を出すのだ。まあ彼女たちの場合、シミ以外にも色々と欠点が多いのだが、そちらは魔法薬ではどうにもできない話なのでな」

「「「「……」」」」

　ベッケンバウアー氏の相変わらずな毒舌発言に、俺たちは沈黙するしかなかった。

「あとは、この薬を混ぜれば完成だ」

　そう言うと、ベッケンバウアー氏はビーカーに入った毒々しい紫色をした液体に、同じく毒々しい群青色の液体を投入した。

「ヴェル、こんな不気味な色をした液体を肌に塗って大丈夫なのかな？」

「色は関係ないと思う」

　色よりも成分の問題だからな。

　色が不気味だからって、この魔法薬を毒だと判断するのは早計だ。

「ヴェル様、白い煙がモクモク出てきた」

「完成する前に、色々と反応しているんだと……思う」

　まさか、作り慣れた魔法薬の精製でベッケンバウアー氏がしくじるわけがない……はずだ。

「おや？　こんな煙が出る薬だったかな？」

「おい！」

「何度も作ったことがあるんじゃないのか？」

「えっ？　つまり失敗したってこと？」

「答えろ、ジジイ」

　自信満々で製造を始めた魔法薬が失敗の様相を呈してきたベッケンバウアー氏に、俺たちは苦情を述べた。

　さり気なく言い放った、ヴィルマの毒舌が光るな。

「あ───っ！　室長！　そこに置いてあった素材を使ったんですか？」

　さらにここで、部屋に入ってきた部下らしき若い男性魔法使いが、空っぽになった毒々しい群青色をした液体が入っていたビーカーを指差す。

「使ったが、指示どおりに調合したのであろう？　なにを驚く必要があるのかね？」

「その素材！　若い研究員に作らせたんですけど、原料の一つであるポンカメの肝が手に入らず、別の亀の肝で作ったそうで。私はそれを知って伝えに来たのですが……」

　えっ？

　つまり、ベッケンバウアー氏は調合をしくじったということが確定か？

　俺たちは冷や汗を流しながら、お互いに見つめ合った。

「おほんっ！　このように、ワシのような天才でも、時に外部的な要因でミスをするということもあるというわけだ。この失敗は来週の会議で共有して、二度とこんなことがないようにしなければ……」

「「「「それどころじゃないだろうが！」」」」

　組織としては正しいんだろうけど！

　逃げようにも、部屋の入り口の扉が若い男性魔法使いによって塞ふさがれており、次の瞬間、部屋中が白い煙に包まれたが、俺たちはただその時を受け入れるしかなかったのであった。




「ううむ……こう見ると、バウマイスター伯爵が一番マシだな」

「それについては賛同するかな。エルは背も高いし筋肉質だから、キャンディーさん寄りだよね？」

「……婆ばあさん」

「そうなのだ。ワシが女性化してもただの婆さんなので、だからなにというわけだ」

「そんなこと言っている場合じゃないと思うけど……」

　ベッケンバウアー氏が調合していた『肌のシミを消す魔法薬』であったが、部下が材料の調合に失敗して、なぜか俺、エル、ベッケンバウアー氏が女性化してしまった。

　ルイーゼとヴィルマは、元々女性なのでそのままだ。

　これはあれだな。

　肌のシミを消すのに女性ホルモンが増えるから、それが失敗した結果、俺たちが女性化してしまった。

　デジャブな感覚を覚えるのは、導師の話を聞いていたからであろう。

　しかも、同じ人が同じミスをしているのだから。

「ワシではない。材料の調合で手を抜いた部下が悪いのだ。原料であるポンカメの肝がないのであれば、作らずに報告すればよかったものを。同じ亀だから大丈夫であろうという発想がよくない。組織において報告は重要であろうに」

「正しい意見だけど、管理職は責任を取るためにいる」

「……」

　ヴィルマの容赦ない正論に、ベッケンバウアー氏は沈黙してしまった。

「で？　元に戻れるのか？　ヴェルがこの様ざまだと、俺の責任がもの凄すごいことになるんだけどな」

　エルは、俺の護衛役として同行している。

　俺がこんな姿になってしまえば、責任を問われるのは必至だ。

　ローデリヒとか、そういうことにはうるさいからな。

「例のお肌のシミを消す魔法薬。それを肌に塗れば元に戻る」

「戻るんならいいけど……早く作ってくれ」

「しかしだな。材料の調合を頼んだ部下に聞いてみたところ、ポンカメは今、数十年に一度の大集合でまったく獲れないと聞くではないか」

「残りはないのか？」

「それが、ポンカメの肝なんて滅多に使わないし、保存すると劣化して使えなくなるのでな。普段ならポンカメなど簡単に購入できるのだが、ポンカメの肝が手に入るまではそのままだな」

「なんてこったい！」

　エルは、己の運命を嘆きながら天を見上げてしまった。

　それにしても、こんなところでポンカメの不在が祟たたるとはな。

　俺は、やはり悪運に愛されているのだと思う。
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「そうねぇ、こんなものかしら？　コーディネイトが難しいわ」

「うわぁ、なにを着ても似合わないねぇ……」

「逞たくましい」

「てっ！　俺で遊ぶな！」




　女性化してしまったことは仕方がない。

　魔法薬の原料であるポンカメの大集合と交尾が終わり、元の住処すみかに戻ってくるであろう一週間後には元に戻れるのだ。

　一週間くらいだから、静かにその時を待ちたいんだが……なぜかルイーゼとヴィルマは、俺たちをキャンディーさんのお店に連れてきた。

　あと一週間あるので、女性らしい服を購入するためだそうだ。

　そんな必要があるのか？

　キャンディーさんによって強引に服を試着させられているエルを見ると、余計にそう感じてしまう。

　俺は、絶対に今の格好のままでいよう。

「そもそも一週間だけのことなんだから、そのままでいいだろうに！」

「でもぉ、エルヴィンちゃんはお胸が立派だから、せめてブラジャーくらいはするのが礼儀よ」

「嫌だぁ───！」

　エルの場合、胸が大きいというか、胸板が立派なので巨乳に見えなくもないのか？

　俺は……サラシでいいような気がする。

「エルヴィンちゃん、ブラジャーはどんな柄がいいかしら？」

「柄とかそういう問題じゃなくて、そんなもの着けたくない！」

「駄目よ、マナー違反よ」

　エルが、キャンディーさんとルイーゼによって奥の試着室に連れていかれている間に、俺はヴィルマから胸にサラシを巻いてもらった。

　俺は小さめの胸でよかった。

「胸にサラシを巻けば、そうおかしなこともないか……」

「大丈夫」

　ヴィルマがそう言ってくれるのであれば、俺に女性化の影響は少ないのであろう。

　エルは……。

「ルイーゼちゃん、これなんていいわね」

「いいね、花柄！」

「絶対に嫌だぁ───！」

　助けに行くと巻き込まれそうなので、俺はエルを生いけ贄にえに捧ささげた。

　だって、自分の身が一番可愛かわいいから。

「ところで、ベッケンバウアー氏は？」

「家に戻った」

　そういえば、彼の実家は王都でも有名な下着店だったな。

　彼も一週間は女性のままなので、下着の確保に？

　いや、そんなことをしなくても彼も魔法使いなんだ。ローブ姿なのだから、いくらでも誤魔化せるはず……。

「ちょっと想像してゲンナリした」

「俺も……」

　女性化したベッケンバウアー氏（婆さん）が、実家で売っている高級下着を装着した姿を想像しそうになってしまい、俺とヴィルマは慌ててそれを打ち消した。

　食事時でなくてよかったな。

「下着には困らない」

「それはそうだ」

　俺とヴィルマが笑っていたら、噂うわさをしたからであろうか？

　キャンディーさんのお店に、そのベッケンバウアー氏が姿を見せた。

　それも、奥さんに耳を引っ張られながらだ。

「あんたは、バウマイスター伯爵様にとんでもないことをして！　もし元に戻れなかったらどうするつもりだったのよ！」

「それは、ワシが研究をすれば……」

「あんたの研究なんて、どれも中途半端じゃないのよ！」

「研究の道とは、常に道半ばなのだ」

「いつもそうやって曖あい昧まいに誤魔化す！　あんたの魔法薬のせいで、これまで何人が迷惑を被ったと思っているのよ！」

　導師や俺だけでなく、この人は度々やらかして、その度に奥さんに叱しかられているのか……。

「おおっ、バウマイスター伯爵殿ではないか。それほど不都合もないようだな」

「ないわけないじゃないですか……」

　いきなり女性化したんだから。

「あんた！　バウマイスター伯爵様にお詫わびしなさい！」

「まあ、こんなことがあるのも人生というわけだな」

「そんな言い方がありますか！」

　相変わらずというか……。

　この人は、あえて他人の心の導火線に火をつけるよな。

「この度は、うちの主人が多大なるご迷惑をおかけしました。本当に申し訳ありません」

　ベッケンバウアー氏が社会人的にアレな分、奥さんはとてもよく出来た人だった。

　夫婦としてはバランスが取れているのであろう。

「お詫びに、うちのお店の下着を提供いたしますので」

「……」

　いや、この夫婦は根っこの部分で同類なところがあるな。

　サラシを巻けば済む問題なのに、どうして下着を……。

　宣伝？

　にはならないよな……。

「俺には必要ないので、そうですね。エルに提供していただければ」

「わかりました。キャンディーさんのお店にも下着は売っていますけど、専門店ではないので品数には限界がありますからね」

「そうですとも」

　ここで、俺が王族御用達の女性用下着を着ける羽目になるのは嫌なので、多少心苦しいものはあるが、エルを売ることにした。

　すまないな、エル。

　俺は、やっぱり自分の身が一番可愛いんだ。

「では、早速エルヴィンさんをお店にお連れしましょう」

「ワシの実家の下着店は、品数も豊富。エルヴィン殿が喜ぶ下着もあるだろう」

「ええ、そうですね……なあ、ヴィルマ」

「私もそう思う」

　ヴィルマも俺に合わせてくれた。

　さすがは、俺の可愛い奥さんだ。

　実は、俺の高級下着姿なんて見たくなかったのであろうが。

「では、すぐにお連れしますね」

「ワシも奥さんに選んでもらったぞ。見るか？」

「「いいです……」」

　ベッケンバウアー氏の高級下着姿なんて、俺の脳のメモリーに残したくなかった。

　そういうのは、奥さんたちだけでいいんだ。

「えっ？　なに？　ベッケンバウアーさん？」

「うちの実家の下着を提供しようと思ってな。すぐに来てくれ」

「すいませんね、キャンディーさん」

「それもそうね。うちは専門店じゃないから、どうしてもミランダちゃんのところには品数で勝てないから」

　キャンディーさんは、ベッケンバウアー氏の奥さんとも懇意のようだ。

　この人の顔の広さは驚嘆に値するな。

「よかったね、エル。選び放題だよ」

「お前ら全員鬼畜じゃねえか！」

　エルの抗議は無視され、抵抗はキャンディーさんによって封じられ、彼はベッケンバウアー氏の実家が経営している下着店に連行されていった。

　俺とヴィルマは、黙って彼らを見送るのみだ。

「ただサラシを巻けばいいのに不思議」

「だよな」

　それから暫くして、エルが死んだ目をしながら戻ってきた。

　どうやら無理やり──ベッケンバウアー氏たちは、あくまでも好意だと思っているようだが──高級下着を装着させられたようだ。

「着けても着けなくても、見た目は変わらないだろうが！　ヴェルも止めろよ！」

「止めたら、俺も巻き込まれるし……」

「そういうことを言うと、見せるぞ！」

「それは嫌だ！」

　こうしてまたも歴史は繰り返し、俺たちはベッケンバウアー氏が製造した魔法薬のせいで、期間限定ながら女性化してしまったのであった。




「ううっ……というわけなんだ、フリードリヒ」

「あうあ？」

「『お母さん、悲しまないで』って」

「誰がお母さんだ！　俺はお父さんだ！」

「うわぁ───ん！」

「あなた、フリードリヒの傍そばで叫ぶのはよくないですよ」

「しまった……」

　女性化してしまった悲しみをフリードリヒたちに語っていたら、カチヤが俺をお母さんなんて言うものだから……。

　つい反応して怒ったら赤ん坊たちが泣き出してしまい、エリーゼから注意されてしまった。

「元に戻るんならいいんじゃないの？　原料が交尾を終えて戻ってくるまでの辛抱ってことで」

　ルイーゼの言うとおりなんだが……女性が『交尾』って言わない方がいいと思う。

「ルイーゼさん、下品ですわよ」

　ほら見ろ。

　カタリーナにも注意されたじゃないか。

「ここはそう……ポンカメの数十年に一度の愛の逢おう瀬せとでも言った方が、貴族らしくていいですわ」

「どう繕っても交尾」

　そしていつもどおり、カタリーナの発言の梯子はしごを外してくるヴィルマ。

　このやりとりは、ある意味、様式美とも言える。

「というか、一週間限定で女性化しただけなのに、どうして俺は女性用の下着なんて着けなきゃいけないんだよ！」

「エル、冒険者の装備の時はいいけど、普段着で下着を着けないのは駄目よ。マナー？　エチケットの問題だから」

「そうだよ、イーナちゃんの言うとおりだよ。そんな厳いかつい男みたいな女性が、町中で胸というか膨らんだ胸板を晒さらすのはどうかと思うよ」

「別に直じかに見せてないじゃん。そもそも俺は痴女じゃねえ！」

　エルの奴、女性っぽい格好をするのがよっぽど嫌なんだな。

　俺も嫌だけど。

「大体ルイーゼ、ヴェルはどうなんだよ？」

「ほら、ヴェルはローブ姿だから」

　サラシも巻いているし、ローブで覆えばシャツの下の胸も目立たないからな。

　普段着姿や、バウマイスター伯爵家家臣に相応ふさわしい服装をしている時のエルよりも問題は少ない。

「ヴェルはいいよなぁ……って！　俺もサラシでいいだろうが！」

　やはり気がつかれてしまったか。

　実は、エルが女性化してしまった件を利用して悪ふざけをしている節がある人たちが……事実を知ったほぼ全員だと思う。

　俺は被害を回避するため、すぐに胸にサラシを巻いたのだ。

　エルは、逃げ遅れたというのが正しい。

「エルさん、私がサラシを巻いてあげますから」

「やっぱり、俺の天使はハルカさんだけだ」

　エルは、ハルカからサラシを巻いてもらうために退室した。

　まあ、女性用の下着を着ける必要性もないのだから当然だな。

「あっ、でもヴェル」

「どうかしたのか？　イーナ」

「明日、導師と狩猟に行くのよね？　バウマイスター伯爵領の産品を王都で取り扱うことで便宜を図ってくれた……ええと、モーゲーソン伯爵様と」

　そういえばそうだった。

　イーナは記憶力がいいな。

　彼は王都の流通関係で大きな権限を持ち、あきらかに文系っぽい人なのになぜか導師と知り合いという……過去に色々とあって……その内容は以前導師から聞いたけど……。

「ねえ、モーゲーソン伯爵様って、女性化した導師に惚ほれたという人だよね？」

「……いやいやいや、彼はもう目が覚めたって導師から聞いたから」

　当代のモーゲーソン伯爵が美少年だった頃、女性化した導師に惚れて大変だったそうだが、今ではとても有能な美中年の伯爵様になっているそうだ。

　彼は王都の景気をよくするため、バウマイスター伯爵領の産品の流通に手を貸してくれていた。

　導師のツテ──あんなことがなければ、あの二人が知り合う機会もなかっただろうけど──なので、接待も兼ねて狩猟を行うことになったのだ。

　バウルブルク近郊の狩猟場はとにかく獲物が多いので、貴族たちにとても人気だった。

　接待の場としてもよく使われていたのだ。

「歴史は繰り返す？」

「ヴィルマ、それはないない」

　モーゲーソン伯爵が、女性化した俺に惚れる？

　彼は今では綺麗な奥さんたちと絵に描いたようなリア充貴族生活を送っているのだ。

　女性化した俺には興味など持たないはず。

　歴史は繰り返さない。

「だといいけど……」

　ヴィルマの懸念が気になったが、翌日、無事に狩猟が行われることになった。

　こういうおつき合いも、フリードリヒたちのためというわけだ。

　俺は『瞬間移動』で、導師とモーゲーソン伯爵をバウルブルク近郊の狩猟場へと運んだ。

　予定より、一人人数が多い。

　服装からして家臣や護衛ではなく、一族の人か？

　モーゲーソン伯爵も美中年だけど、この少年もえらく美少年だ。

　というか、彼の屋敷に迎えに行った時にその家族たちとも挨拶をしたけど、例外なく全員が美男美女であった。

　執事もメイドたちもそうで、モーゲーソン伯爵邸の中だけまるで物語の舞台みたいな感じなのだ。

「フランクリン殿、バウマイスター伯爵に跡取りのクレメンツ殿を紹介するのである！」

「そのために今日は連れてきましたからね。バウマイスター伯爵殿、この子が私の跡取りのクレメンツです。フリードリヒ殿の代もそのあとも、是非懇意にしていただければ」

　モーゲーソン伯爵は、とても温和で謙虚でいい人だった。

　過去に、女性化した導師に惚れた人とは思えないほどだ。

「クレメンツ、バウマイスター伯爵殿にご挨拶を」

「バウマイスター伯爵様、モーゲーソン伯爵家公子のクレメンツと申します。よろしくお願いします」

　ただ挨拶をしているだけなのに、美少年は絵になって羨うらやましい限りだ。

　代々美男美女の家系って、それだけで人生が半分成功したようなものだろう。

　と、普通の容姿に生まれた俺などは思ってしまうのだ。

「（やはり、サラシが効いたな）」

　この身は女性化しているのだが、背丈が変わったわけでもないし、ローブで隠せるのでモーゲーソン伯爵たちに女性化したことはバレていないようだ。

　エルも、今日は狩猟なので鎧よろいを装備している。

　まずバレないはず……と思っていたら……。

「あの……こちらの方は？」

「えっ、家臣のエルヴィンですけど……」

　クレメンツ殿は、なぜかエルに興味津々なようだ。

「そうですか。エルヴィンさんというのですか。とても逞しいお名前ですね」

「俺の名前が逞しい？」

「……」

　おかしい。

　極力女性化したことを隠しているのに、どういうわけかクレメンツ殿は顔を赤くさせながらエルを見続けていた。

　彼の顔を見るとますます赤くなっており、とても胸が高まっているようにも見える。

　これは、もしかしたら……。

「僕にはわかりますよ。エルヴィンさんが女性だということが。女性の身でありながら、バウマイスター伯爵様の護衛に抜ばっ擢てきされるほどの実力を持つなんて素晴らしいです。僕は、そんなエルヴィンさんに憧れてしまいます」

　と言いながら、さらに顔を赤く染めるクレメンツ殿。

　この状況に至り、導師もモーゲーソン伯爵も気がついたようだ。

　そう、再び歴史は繰り返すのだと……。

「（そんなぁ───！　ヴェルも同じなのにぃ───！）」

「（いや、知らんし！）」

　同じく女性化した俺は無視されてしまったが、この状況ではそれがありがたく、俺は心の中で安あん堵どする。

　そして、エルに対し心から同情してしまうのであった。
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「僕は、理想の女性と出会った」




　僕の生まれたモーゲーソン伯爵家は、世間の人たちからこう言われている。

　一族は言うまでもなく、果ては使用人に至るまで例外なく美男美女しかいない、まるで物語の世界のような貴族家だと。

　でも、僕はそれを嬉しいと思ったことがなかった。

　世間から見れば僕の一族は美男美女ばかりらしいが、僕から見れば普通、無個性な人たちの集まりでしかない。

　そして、そんな僕にも婚約者が決まったけど、やはり普通の無個性な人だった。

　世間ではとても美しいとされるご令嬢なのだけど、僕からすればどう見ても普通の人でしかない。

　結婚は家を保つため。

　モーゲーソン伯爵家の跡取りである僕はそれを受け入れるしかなく、どこかそんな自分の人生を諦めていたその時、僕は運命の人に出会った。

　エルヴィンさんという、とても包容力のある個性的な女性だ。

　これまで生きてきて、出会った瞬間、その身に電流が走ったかのような衝撃を受けた人はいなかった。

　これほどの人、人生で二度と出会えないかもしれない。

　このチャンスを逃してなるものか。

　僕は、この人を必ず妻に迎え入れようと決心した。

　残念ながら、彼女の身分では正室にはなれないけど、側室として必ず幸せにしてみせる。

　だから、エルヴィンさんが僕のプロポーズを必ず受け入れてくれると信じているのだ。
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「……歴史は繰り返す……なのである」

「……改めて、私とクレメンツは親子なのだと自覚しました……」

「エルヴィンって男の名前なのに、息子さんはなにも思わないのでしょうか？」

「エリーゼさん……だからこそ、『恋は盲目』なのではないかと……」

「経験者が言うと実感があるのである！」

「導師殿、それは言わないでくださいよ」




　接待の狩猟のはずが、それが終わって戻ってきたバウマイスター伯爵邸内は、重苦しい空気に包まれていた。

「エルヴィンさんのご趣味は？」

「剣の稽古……」

「実に実践的な趣味ですね。そういう飾らないところもいいな」

「……」

　ただ一人、モーゲーソン伯爵の嫡男クレメンツ殿を除いて……。

　なんのことはない。

　ただ彼が、女性化したエルに惚れただけのことだ。

　かつて女性化した導師に惚れたモーゲーソン伯爵だが、今度はその息子が、女性化したエルに惚れた。

　家族の宿命というか、周囲にあれだけ美女がいるのに、わざわざ女性化したエルを好きになるなんて……。

　そういえば、導師の以前の仲間が言っていたな。

　モーゲーソン伯爵家において、美男美女なのは普通。

　ゆえに、背が高くよく鍛えられて逞しいエルを、これまでに見たことがない女性だと知覚し、運命の女性だとクレメンツ殿は思ってしまった。

　よくあること？

「ああ、よかった」

　俺じゃなくて。

「なに安心しているんだよ！　ヴェルは！」

「それは、安心したくもなる」

　だって、俺がクレメンツ殿に追われなくて済んだのだから。

　当然だろう。

「エルヴィンさんは、声も逞しくて素敵ですね」

　そして、エルのどんなところも魅力的だと言って褒めてしまうクレメンツ殿。

　導師とモーゲーソン伯爵が、『宿命だ……』といった表情を浮かべていた。

「あのですね、クレメンツ様」

「なんでしょうか？　エルヴィンさん」

「俺は結婚しているんですよ。子供もいますし……」

　ハルカというよく出来た綺麗な正室がいて、あと二人ともじきに結婚式を挙げる予定だものな。

　ここで男に惚れられても、まったく嬉しくないのには同意できる。

「エルヴィンさんは既婚者なのですか？」

「だから諦めた方がいいって」

　エルも思うところがあるのであろうが、相手は伯爵家の跡取りだ。

　ここは波風立てず、自分は既婚者なのでと、クレメンツ殿のプロポーズを上う手まくかわそうとした。

　こういうところは、エルもバウマイスター伯爵家の家臣として成長したなと思う。

「大丈夫です。誠意を持って旦那さんと話し合いますから」

「俺には子供もいるから……」

「僕が責任を持って養いますし、将来も心配するようなことはさせません。でも、エルヴィンさんとの子供も欲しいですね」

「（……駄目だ！　なにを言っても、まったく聞き耳持たないじゃないか！　ヴェル！　なんとかしてくれ！）」

「（なんとかって言っても……。なにがクレメンツ殿をここまでさせるんだ？　相手はエルなのに）」

「（ヴェルに言われたくないわ！）」

　俺も女性化したんだが、クレメンツ殿に相手にされなかったな。

　というか、俺が女性化している事実にも気がついていなかった。

　それなのに、エルのことは女性だと認識している。

　だから、プロポーズしたんだろうけど……。

「凄い光景ね……。配偶者を説得って……きっと、クレメンツ様が思っている光景とはまったく違うわよね……」

「ですよねぇ……」

　状況を落ち着かせようと、みんなにお茶を持ってきたアマーリエ義ね姉えさんだが、熱心にエルを口説くクレメンツ殿を見て微妙な表情を浮かべていた。

　実はクレメンツ殿以外、全員が同じ気持ちだったけど。

「（導師、なんとかしてくださいよ）」

　モーゲーソン伯爵家とは特産品の商売を通じて交流を深めなければいけないが、エルを嫁に出す……わけはないが、この状況をなんとかしてほしい。

　両家の仲介を導師が行った以上、彼はクレメンツ殿の奇行に対し責任があるのだから。

「某それがしであるか？　こうなるともう無理なのである！」

「あの……モーゲーソン伯爵？」

「過去の自分の経験から想像するに、ある時、すっと夢から覚めたかのような気持ちになるので、それまで待てとしか……」

　実際、この人は導師と結婚していないからな。

　似たような人と結婚したという事実もなく、奥さんは普通に綺麗な人だった。

　こういうのを気の迷いというべきなのか。

　いや、若気の至り、か？

「こういう貴族はたまにおるの」

「そうなんだ」

　テレーゼは元大貴族なので、クレメンツ殿のような貴族を知っているようだ。

「貴族に限らず、人というのは未知の存在に魅ひかれるものじゃ。自分にないものを求める。クレメンツ殿からしたら、エルヴィンのような女性は初めてで、とても衝撃を受けた。それが恋心になったわけじゃな」

　そうだとしても、さすがにこのままではまずいかな？

「ヴェンデリン、確かポンカメが普段住んでいる河川や沼に戻るのに、あと五、六日はかかるのだったな？」

「そんなものらしい」

　この世界のスッポンのおかしな習性……数十年に一度だが、それに合わせたかのようなハプニングなので不幸という他はない。

「その集まる場所がわかれば、ポンカメを獲ってこられるのではないのか？」

「でも、その場所はわからないぞ」

　アカデミーの生物学者ですら、もう何十年も探していると聞いたからな。

　さすがにリンガイア大陸中のポンカメが一箇所に集まるということもなく、集まる場所は数十ヵ所はあるであろうという話だが、当然人が住んでいる場所のすぐ近くということはあり得ない。

　これまで、ポンカメの集結地を見つけた者はいないそうなので、よほど人里離れた奥地に集結しているのだろう。

「面倒だな」

　俺は、待てば問題ないものな。

「俺がもう無理！」

「エルヴィンさん、子供は何人欲しいですか？」

　ううむ。

　まさに恋は盲目というか、まったく周りの状況が見えていない。

　気にしていないようだな。

　クレメンツ殿は、ひたすらエルに話しかけていた。

「導師、手伝ってもらいますよ。バウマイスター伯爵領内のポンカメは、必ず同じ領内のどこかに集まっているはずなのです」

「それを某が探すのであるか？　某は忙しいのである」

「くれぐれも頼みますね！」

　俺だけでは無理なので強引に導師も巻き込み、俺たちは女性化を治す魔法薬の原料であるポンカメの集結地を探すべく、大々的に捜索を始めるのであった。
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「ふ───ん、ポンカメは魔物じゃないのに、魔物の領域の中に集まっていたのか。そりゃあ、漁師たちが集結地を見つけられないわけだ」

「バウマイスター伯爵、早速ポンカメを獲るのである！」

「（導師め、自分が集結地を見つけたからって……）」




　バウマイスター伯爵領内の南東部、魔の森から少し北東に行ったところにある小規模な魔物の領域は、冒険者たちに不人気で彼らもあまり寄りつかない。

　なぜなら、そこは湿地帯であったからだ。

　魔物の数も少なく、これならバウマイスター伯爵領内中のポンカメが集まれるわけだ。

「この中心地にいるはずである！」

「中心ってことは、領域のボスもいますよね？」

　この魔物の領域はほぼ全域が湿地帯なので足場が悪く、そのため歩行する魔物の生息には適していないらしい。

　中に入って探索してみるが、いまだ魔物に遭遇しなかった。

　逆にいえばポンカメの天敵はほぼ存在せず、確かにこの地ならポンカメたちが集結するのに向いている。

「足場が悪いですね。エルヴィンさん、気をつけてください」

「ああ……」

「（なんで、クレメンツ殿がいるのかな？）」

「（恋焦がれた相手ゆえであろう）」

　一歩踏みしめるたびに足を取られる湿地帯において、そんなエルを心配するクレメンツ殿。

　俺、ブランタークさん、導師だけなら飛んで行けたんだが……。

「（エル……待っていればいいのに……）」

「（ヴェルたちについていけば、さすがに冒険者じゃないクレメンツ様はついてこないと思ったんだよ！　結果はこの有様だけどな！）」

　エルに惚れてしまったクレメンツ殿はバウマイスター伯爵邸に居座り、時間があればエルと一緒にいようとした。

　彼の父親であるモーゲーソン伯爵は、『一時的な病みたいなものなので、どうにも止められない。大変申し訳ないが……』と言って、俺にクレメンツ殿を預けて王都に戻ってしまった。

　無理やり王都に連れて帰っても家出でもされると厄介なので、俺も仕方なく彼を預かっていたのだ。

　形式上は、『次代モーゲーソン伯爵として、バウマイスター伯爵家に滞在して色々と学ぶため』ということにしていたけど。

　仕事場にクレメンツ殿がついてくると面倒なので、エルは屋敷で彼の話し相手になるという仕事を担当し、もうストレスで限界のようだ。

「エルヴィンさん、僕の手を取ってください」

「……大丈夫だから……」

「あっ、そういえば、エルさんは優秀な冒険者でしたね……僕、エルさんなんて図々しく愛称で呼んでしまって……駄目ですか？」

　と、頬ほおを赤らめながらエルに聞くクレメンツ殿。

　傍はたから見ていると、少しでも想おもい人びとと親しくなろうと懸命な、純情な美少年の図であったが、そんな彼が惚れているのは、まるで女子プロレスラーのような体格をしたエルであった。

　そこまで美形に生まれて、どうして女性化したエルを……。

　導師が珍しくため息をついていたが、これがモーゲーソン伯爵家の呪いなのであろう。

「エルでいいけど……」

「ありがとうございます！　エルさんはお優しいですね。包容力もありますし」

　包容力？

　体が大きいと、包容力があるってことになるのであろうか？

　現在十五歳だというクレメンツ殿は、モーゲーソン伯爵家の家系だろうか線が細い。

　身長も、エルより十五センチほど低いので、年上で体も大きくて……。

　う───ん、包容力かぁ……。

「（伯爵様、ものは言いようだな）」

「（ですね……）」

　ブランタークさんの皮肉が混じった感想に、俺も相あい槌づちを打ってしまった。

「（大体よ。魔法薬のせいで女性化している件は言ったのか？）」

「（言いましたよ、当然）」

「（で？　どうだった？）」

「（クレメンツ殿は信じてくれませんでした）」

　自分の惚れた女性が、実は魔法薬で女性化した男性であるという事実を、クレメンツ殿は受け入れなかった。

　そんなのは嘘うそだ。いや、バウマイスター伯爵様はエルヴィンさんも奥さんにしようと狙っているから、そういう嘘をついたんだ。エルヴィンさんは魅力的だから。

　という風に言われてしまうと、もう処置なしである。

　こうなれば、一刻も早くエルを男性に戻すしかないのだ。

　あと、俺もだけど。

「（こういうところで、伯爵様の奥さんが多いことが裏目に出たな。いくら伯爵様でもなぁ、エルヴィンはねえよな）」

　あるわけがない。

　というか、俺ってどれだけ女性に関して節操なしだと思われているんだ？

　さすがにエルはない。

　元から男性だから、あるわけないけど。

「（だから、早くポンカメを獲らないと）」

「（二人を置いていけないから、宙に浮いて湿地に足を取られるのを防ぐのがせいぜいだな）」

　エルとクレメンツ殿は、魔法で宙に浮けない。

　湿地帯を苦労して歩いているので、二人に合わせるしかないのだ。

　特にクレメンツ殿になにかあると、モーゲーソン伯爵に悪いからな。

　親子して女性の趣味が特殊である以外は、優秀であり常識的だと、導師もブライヒレーダー辺境伯も言っているくらいいい人たちなのだ。

　つまり、エルを男性に戻して目を覚まさせればいいのだ。

「それにしても、ここまで進んで魔物一匹いないのは不思議である」

「だから、冒険者に人気がないのでは？」

　ここで狩猟をする冒険者なんて、俺たち以外皆無だからなぁ……。

「もっと奥、領域の中心部にいるはずだ、ポンカメたちが」

　魔物の領域に集まるポンカメ。

　バウマイスター伯爵領内に生息しているポンカメ以外ではあり得ないであろう、魔物の領域内に集結してしまう理由。

　それは、領域の中心部に到着した瞬間、あきらかになった。

　中心部には湖に近い大きな沼があり、多くのポンカメたちもそこにいたが、沼の真ん中には巨大なポンカメが鎮座していたのだ。

「これは、ポンカメたちのボスみたいな扱い？」

「ついでに言うと、この領域のボスだろうな」

　というか、この領域。

　ポンカメ以外は、ボスである巨大ポンカメしかいないのか。

「いや、前は少しだけど魔物がいたと聞いたぞ！」

「食われてしまったんじゃないか？　ポンカメたちに」

　俺に返答するかのようにブランタークさんが言う。

　数十年に一度、この地に集まるポンカメたちのために、あの巨大ポンカメが他の魔物を餌として狩ってしまったのか。

「巨大ポンカメ、面倒見がいいな！」

「だから集まるのである！　里帰りである！」

「里帰りとは違うのでは？」

　長生きであるポンカメの中で巨大化した個体が、魔物の領域で魔物化する。

　そんな長老格のポンカメを慕したって、手下たちが集まってくる。

　これが、数十年に一度のポンカメ大移動の真実なのかもしれない。

「とにかく、とっととポンカメを獲って帰るのである！」

「そうですよね」

　一匹でいいんだ。

　その肝を原料に作った魔法薬で、女性化を解けばいいのだから。

　と、思ったら……。

「伯爵様、ヤバくないか？」

「これは……」

　なんと、巨大ポンカメは一匹だけではなかった。

　数十匹……いや、俺たちはこの湖に近い沼に生息するすべての巨大ポンカメを確認したわけではないのだ。

　もしかしたら、数百匹……千を超える全長十～三十メートル近い巨大ポンカメがいるかもしれない。

　バウマイスター伯爵領内から集まってきた普通のポンカメは……多すぎて数えられない。

　次々と水面に浮かび上がってきて、水一割、ポンカメ九割といった具合でひしめき合っていた。

「あの……ブランタークさん？」

「これは過去の経験から言うと、撤退するのが正しいと思うな」

「某もそう思うのである！」

　いや、俺たちなら巨大ポンカメたちの隙すきを突いて、一匹や二匹のポンカメを獲るくらい簡単なことなのだ。

　だがそれをした結果、巨大ポンカメたちを怒らせるのは上策ではないような気がしてきた。

「あと五日待てば、ですよね？」

「そうである！　それぞれの住処に戻ったポンカメを獲れば、なんら問題はないのである！」

「安全策が一番だよな」

　俺たちは、ポンカメの採取を諦めて撤退することを確認し合った。

　ところが、そんな俺たちとは別に勝手に動いている人物がいた。

　誰あろう、クレメンツ殿である……。

「エルさんは、ポンカメが好きなんですね。変わってるなぁ……そこも個性的で素晴らしいんですけど。僕に任せてください」

　そう言うと、クレメンツ殿は事前に用意していた釣り糸に餌をつけた針を垂らしただけの竿さおを投入してしまった。

　エルのために、手て竿ざおでポンカメを釣ろうというのだ。

　大貴族のボンボンなのに、無駄にそういうことをよく知っているというか……。

「あっ、かかりましたよ。こらっ！　釣られて僕とエルさんの愛の食卓に並べ」

　悲しいかな。ポンカメは、呆あっ気けなく針につけた餌に食いつき、クレメンツ殿はかかったポンカメを引き寄せ始める。

　ポンカメは抵抗するが、巨大ポンカメではないので簡単に釣りあげられてしまった。

「釣れましたよ。ポンカメは我がモーゲーソン伯爵家ではあまり食べないので、楽しみではありますよね」

　釣れたポンカメを自慢気にエルに見せるクレメンツ殿。

　そして次の瞬間、仲間を捕らえられてしまった巨大ポンカメたちがざわつき始めた。

　同時に殺気も……その殺気なのだが、多分、沼中の巨大ポンカメから発せられているのだと思う。

　俺も、ブランタークさんも、導師ですら冷や汗が流れ出てくる有様だ。

「ブランタークさん、これってまずくないですか？」

「当たり前だ！　大量の巨大ポンカメばかりか、普通のポンカメたちも怒らせたんだから」

「エルぅ───！」

「俺のせいか？　勝手にポンカメを釣ったのは……！」

「そんなことはどうでもいいのである！　逃げるのである！」

　導師はクレメンツ殿を小脇に抱えると、そのまま『飛ひ翔しょう』で逃げ出した。

　俺とブランタークさんも、二人でエルを抱えて『飛翔』でその場から逃げ出す。

「バウマイスター伯爵様、エルさんにいやらしいことをしては駄目ですよ」

「そんなことするか！　自分がやったことを反省しろ！」

　さすがに頭にきたので、俺はいまだにとぼけたことを言っているクレメンツ殿を怒鳴りつけてしまった。

　この状況なら仕方ないだろう。

「伯爵様、あれ！」

「怖っ！」

　飛んで逃げている俺たちを巨大ポンカメたちは追い続けた。

　その速度は地球のスッポンが意外に早く移動できるのと同じくかなりのもので、もの凄いスピードで追いかけてくる。

　その数も、俺たちの予想を遥はるかに超えていた。

　沼の向こうから次々と巨大ポンカメが姿を見せ、まるで大軍勢のように俺たちを追いかけ続けたのだ。

　その理由は、クレメンツ殿が釣ったポンカメであった。

　数十年に一度、この時ばかりはポンカメたちはたとえ一匹でも仲間を見捨てないのだと、俺たちは身をもって知ることとなった。

「でも、魔物の領域さえ出てしまえば……」

　魔物である巨大ポンカメは、領域から出てこないはず。

　このまま飛んで逃げれば……。

「バウマイスター伯爵、あれを見るのである！」

「はぁ───？」

　導師に指摘されて巨大ポンカメの群れの後方を見ると、普通のポンカメたちもまるでレミングスの群れのように、上空を飛んで逃げる俺たちを追いかけてきた。

「普通のポンカメたちは、魔物の領域の外でも活動できるのである！　一匹一匹は大したことがなくても、あの数である！」

　バウマイスター伯爵領内に住む数十万～数百万のポンカメの群れが、俺たちを追いかけ続ける。

　振り切ることは容易でも、もしポンカメたちが俺たちを探そうとバウマイスター伯爵領内中を高速で移動し続ければ……。

「あんなの、町に入られたら大変である！」

「そうだったぁ───！」

　ポンカメの群れを怒らせてバウルブルクが崩壊。

　そんなことはあってはならない。

　となると……。

「クイレメンツ殿、そのポンカメを返すんだ！」

　こうなったら、クレメンツ殿がエルにいいところを見せようと釣り上げたポンカメを返すしかない。

　彼の手元にあるポンカメが仲間の元に戻れば、ポンカメたちも俺たちを追う理由がなくなるのだから。

「駄目ですよ、これは。エルさんと二人でポンカメ料理を楽しむのに使うんですから」

「「「「なぁ───！」」」」

　色ボケとは本当に恐ろしい。

　普段は理性的で、モーゲーソン伯爵家の跡取りに相応しいと言われているクレメンツ殿が、こんなバカみたいなことを言うんだから。

「ええいっ！　なにを言っても無駄なのである！　貸すのである！」

　導師が強引にクレメンツ殿からポンカメを奪い取り、それをいまだ全速力で追いかけてくるポンカメたちに返した。

　するとポンカメたちは、俺たちなどどうでもいいかのように追撃をやめてしまう。

「ふう、助かったぜ、導師」

「導師様、酷ひどいですよ。僕とエルさんでポンカメ料理を楽しむはずだったのに……」

「「「「……」」」」

　クレメンツ殿のあんまりな言い分に、俺たちはただ呆あきれるしかなかった。

　結局、集結していたポンカメの採取に失敗し、俺とエルはあと五日ほど女性化したままでいることが確定したのだが、特に不都合もないので……。

「あるに決まっているだろうが！　俺はどうなるよ？」

「エルはバウマイスター伯爵家の重臣なんだから、ここは上手くクレメンツ殿をかわす経験を積むのも重要かなって」

「酷え！　見捨てられた！」

「あと五日間、我慢しろよ」

「世の中、どうにもならないこともあるのである！」

「そんなぁ……」

「エルさん、二人でポンカメ料理を食べるプランは消えてしまいましたが、今夜はバウルブルクのレストランでディナーをどうですか？」

「……」

「恥ずかしいのですか？　エルさんは可愛いなぁ」

「「「「……」」」」

　今回の件で得た教訓は、数十年に一度、各地で集結したポンカメに手を出してはならないということ、モーゲーソン伯爵家の男子は若気の至りで暴走する確率が高いので、つき合うのは要注意だということであろう。

　なんにしても、酷い目に遭った。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ちゃんと戻ったようだな。ワシは天才なのでしくじるわけがないのだがね」

「「……黙れ……」」

「ううっ！　すまない……」




　五日後、不運にも遭遇してしまった数十年に一度のポンカメの集結が終わり、元の住処に戻ってきたポンカメは無事捕獲され、その肝を原料にベッケンバウアー氏が、俺とエルを男性に戻す魔法薬の製造に成功した。

　俺とエルは無事男性に戻ったのだが、俺たちは自分の才能を自画自賛していたベッケンバウアー氏に対し静かにキレていた。

　特に怒っているのはエルの方だ。

　俺は女性化したことで特に不都合は──エリーゼたちがちょっと不機嫌だったか──でも、こればかりは仕方がない。

　一方エルは、恋に一直線であるクレメンツ殿にずっと追いかけられ続けてまったく仕事にならず、これから一ヵ月ほど休みはないとローデリヒから告げられていた。

　女性化していた一週間だって休めたわけでもなく、ずっとストーカー気味だったクレメンツ殿の相手で心身共に疲弊しただろうから、ベッケンバウアー氏に対し怒る権利はあると思う。

「男性に戻れば、モーゲーソン伯爵家のかなり特殊な女性嗜し好こうを持った跡取りも諦めるはず。よかったではないか」

　この人、本当にいい性格をしているよな。

　だからあんな魔法薬が作れてしまうのだろうけど。

「結局クレメンツ殿は、エルが女性化した男性だということを認めなかったな」

「でも、今の俺は男性だからな。さすがにクレメンツ殿も諦めるはず……」

　と思ったら……事態は思わぬ方向へと進んでしまう。




「エルさんが、実は男性だった？」

「そうなんですよ。変な魔法薬のせいで、思わぬアクシデントというやつです」

「エルさんが男性……」

　大きなショックを受けたのであろう。

　エルから説明を受けたクレメンツ殿は、ガックリと肩を落としていた。

　ところがである。

「確かにエルさんは男性かもしれない！　でも、僕の気持ちに偽りはないのです！　そうだ！　その魔法薬で僕が女性になれば全然問題ないですね！　魔導ギルドのベッケンバウアー氏ですね！　待っていてください！　エルさん！」

「「はい？」」

　クレメンツ殿はそのまま勢いよくベッケンバウアー氏の元に向かい、女性化する魔法薬を自分に作ってくれと、毎日彼の研究室に押しかけるようになった。

　ところが、そんなものをモーゲーソン伯爵家の跡取りに使えば、さすがのベッケンバウアー氏も破滅である。

　彼は断り続けるのだが、暫くはクレメンツ殿に付き纏まとわれることとなった。

「罰が当たったんだな」

「神様はちゃんと見ているのです」

　と、当たり前のように言うエリーゼ。

　俺が女性化したばかりに、一週間ほど妻として相手にしてあげられなかったので、不満が溜たまりベッケンバウアー氏を恨んでいたものと思われる。

「ヴェル、元に戻れてよかったね」

「ヴェルが女性になってもねぇ……」

　ルイーゼもイーナも、他の妻たちも嬉しそうなので、これでよかった……。

「ヴェル様、あの人、元に戻る？」

「あの人？　ああ、クレメンツ殿かぁ……熱病みたいなものだと思うんだけどね」

「酷い目に遭ったぜ」

　エルが男性に戻ったので、今度は自分が女性化すれば問題ない。

　なにをどう考えるとそういう結論に至るのかわからないが、さすがに長期間その状態は続かなかった。

　暫くしてクレメンツ殿は目が覚めたようで、無事にとても美しい婚約者と結婚したと、後にモーゲーソン伯爵から連絡が届いたのであった。




「でも、また彼の子供が……」

「怖いことを言うなよ！　ヴェル！」

「でもさぁ、そういう家系のような気がするんだ」

　クレメンツ殿の息子が、将来同じようなことをしない保証はない。

　忘れないようにしておこうと、俺とエルは記憶にしっかりと刻んだのであった。





第三話　リサと黒歴史







「リサさん、お手紙が来ていますよ」

「ありがとう、アマーリエさん。実家からですね……」




　とある日、アマーリエ義ね姉えさんが、バウマイスター伯爵邸に届いた手紙をみんなに手渡していた。

　リサにも手紙が来ていて、しかもそれは実家からだという。

　リサには昔の冒険者仲間からの手紙はよく来ていたが、実家からというのは珍しい。

　俺と結婚したことと、子供が生まれたことは手紙で報告したそうだが、リサの実家は遠方なので実はまだ会ったことがなかった。

　両親と弟がいるそうだが、どんな人たちなのであろうか？

　そんな風に思っていると、手紙を読み終わったリサが俺に声をかけてきた。

「旦那様、ラウラを両親に見せたいのですが……」

「そうか。リサのご両親は遠方に住んでいるし、一度そういう機会を設けた方がいいな」

「リサさんの故郷ってどこ？」

「王都と北部国境との中間くらいにある小さな村です。零細準男爵の領地ですね」

　リサは、アマーリエ義姉さんに自分の故郷のことを話した。

　俺は前に聞いていたけど、アマーリエ義姉さんとそんなに境遇は違わないのかな？

　故郷がもの凄すごい田舎という点においては、俺とカチヤに勝てる奴はいないと思うけど。

「まだラウラを外に出したくないので、両親に来てもらった方がいいですね。あと弟も」

「じゃあ、俺が迎えに行った方が早いかな」

　リサの故郷の位置がよくわからないので至近まで『瞬間移動』で飛んでから移動し、ご両親と弟さんを屋敷に連れてくる。

　これでいいはずだ。

「旦那様、わざわざすみません」

「いや、いいんだよ」

　子供たちが生まれたあと、他の奥さんたちの家族や親戚は赤ん坊の顔を見にきていた。

　だからリサが同じことをしても問題ないわけだ。

「それで、正確な位置はどこなんだ？」

「ええと、ここですね」

　リサは、地図で自分の故郷の位置を指差した。

「ここなら、近くの貴族の領地に行ったことがあるから、『瞬間移動』したあとは『飛ひ翔しょう』で辿たどり着けるだろう。それで、現地から『瞬間移動』で戻ればいい」

　次からは『瞬間移動』で直接リサの故郷に行けるようになるから、定期的に里帰りしてもいいと思う。

「そんなわけで、ちょっと行ってくる」

　俺とリサは、以前『瞬間移動』で行ったことがあるリサの故郷に近い貴族領へと立ち寄り、そこから『飛翔』で彼女の故郷へと向かうのであった。




「ここです。かなりの田舎ですよ」

「うちの実家も似たようなものだったからなぁ……」

　到着したリサの故郷であるが、のどかな田舎の農村といった感じであった。

　彼女の案内で実家へと向かうが、そこはどこにでもある農家の佇たたずまいだ。

「コンコン」

「はぁ───い！」

　リサがドアをノックすると、すぐにリサと同じ髪の色をした青年が出てきた。

　なんとなくであるがリサに似ているので、彼が彼女の弟だと思う。

「ええと……間に合っていますので」

「ええっ───！　家族なのに！」

　リサの弟は、どういうわけか自分の家を訪ねてきた人物が、自分の実の姉だと気がつかなかったようだ。

　押し売りかなにかと間違われて、ドアを閉められそうになってしまう。

「えっ？　家族？」

「リサです」

「あっ───！　確かに、リサ姉さんだ！　確か十五年ぶり……あの凄い格好じゃなくなったから気がつかなかった」

「そうなんだ……」

　さすがにリサも、子供の頃からあのエキセントリックな格好をしていたわけではないらしい。

　当たり前か……。

　どうやら久しぶりに昔の格好に戻っていたので、弟さんは実の姉だとわからなかったのが真相というわけだ。

「さすがに、結婚して子供ができた身でああいう格好はしないわ、リドル」

「それもそうか。段々と家を出る前の普通だったリサ姉さんを思い出してきたよ。王都の冒険者予備校に特待生で入って、卒業後、本格的に冒険者として活動する前に里帰りしてきた時……あの格好は衝撃的だったな。母さんは目を回してたね」

「……そんなこともあったわね……」

　そりゃあ一年前に家を出た時には普通の娘だったのに、一年後にあの格好になればな。

「それで、今日は？」

「お父さんとお母さんに、娘のラウラを見てもらおうと思って」

「まさか本当に、バウマイスター伯爵様と結婚して子供が生まれていたなんて……」

　そこを疑うのか、弟さんよ。

　大貴族と結婚して娘が生まれた……なんて嘘うそ、つくわけないだろうに……。

　嘘をつくなら、一般の方と結婚しました、などと曖あい昧まいに言うのが普通だろう。

「ラウラはまだ外に連れ出せないから、バウルブルクに来てもらおうかと思って」

「そういうことね……二人を呼んでくるよ……父さん！　母さん！　リサ姉さんが本当に結婚してたよ！　嘘じゃないって！　バウマイスター伯爵様らしき人もいるんだよ！」

「……」

　弟さんは家の中にいる両親を呼びに行ったが、実は彼ばかりか両親ですらリサの結婚と出産を疑っていた事実が判明した。

　以前のあの格好と行動では当たり前なのか？

「リサ……その……実際にラウラを見てもらえば……」

「……」

　己の播まいた種とはいえ、結婚したと手紙を送っても半信半疑の目で見られていたとは……。

　俺はどうやってリサを慰めたらいいものか、真剣に悩む羽目になっていた。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「娘かぁ……孫は可愛かわいいものだな」

「そうですね、あなた。バウマイスター伯爵様には感謝の言葉しか思い浮かばないですよ」

「そうだな、バウマイスター伯爵様は我が家の救世主だな」

「……（そこまでなのか？）」




　まさか、娘が生まれたことはもちろん、結婚した事実まで疑われていたリサ。

　それでも、リサの両親と弟さんをバウルブルクの屋敷に『瞬間移動』で連れていってラウラを見せると、嬉うれしそうに抱いたりあやしたりしていた。

　そこは、世界は違えど孫を可愛がるお祖じ父いさんとお祖ば母あさんというわけだ。

「いやあ、今日はよく来てくれました。結構なお土産まで頂いて」

「この果実酒、とてもイケルのである！」

　なぜか導師とブランタークさんも連れてくる羽目になったが、これはたまたま予定が重なっただけである。

　なんでも、所用があったそうだ。

　リサの実家は農家ではあるがかなり裕福で、人を使って大規模に経営していた。

　山の斜面で山やま葡ぶ萄どうなどの果物を育てて果実酒を作る事業も展開しており、お土産に持ってきてくれた果実酒を、二人は俺に断るでもなく勝手に飲み干している。

　別にいいけど……。

「リドルにはすでに二人の子供がいるのですが、リサはこのまま一生独身なのかと……バウマイスター伯爵様には感謝の言葉しかありません」

「なにしろ以前のリサは……あの格好と言動だったので……」

　リサはたまに里帰りしていたが、あの格好で家族や弟に会っていたそうだ。

　そこは臨機応変に、故郷を出る前の格好に戻せばよかったのでは？　と思わなくもない。

「昔のリサ姉さんは、僕と父さん以外の男性と話ができなかったから……」

　そういえばそうだった。

　あのエキセントリックな格好をやめたリサだったが、最初は俺以外の男性と話ができなかったのを思い出す。

　俺が魔法勝負でリサを倒したからか？

　お父さんと弟さんは、家族だから大丈夫だったわけだ。

「故郷を出る前のリサ姉さんは、魔法の天才として期待の星だったんですよ。でも、家族以外の男性とは話ができなくて……」

　いくら魔法が得意でも、それは実生活に支障がありそうな話ではあるな。

「僕はリサ姉さんの一歳下なんですが、昔のリサ姉さんは常に僕の後ろにいたのを覚えています」

　弟さんは、昔のリサのことを話し始めた。

「子供の頃って、年齢が近い子供たち同士で遊ぶじゃないですか。当然、僕とリサ姉さんも参加するのですが、リサ姉さんは男の子と話せない。僕が通訳みたいなことをしていました」

　一緒に遊んでいる近所の男の子が、リサに伝える内容を弟さんに言う。

　それを弟さんがリサに伝える。

　次に、リサが弟さんにその男の子に対する返答の内容を伝える。

　最後に、弟さんがその男の子にリサの返答を伝える。

「かなり面倒だよね。なんか似たようなゲームあるけど」

「そうなんですけど、そうしないと、僕以外の人との会話が成立しなかったので……」

　ルイーゼはまるで伝言ゲームみたいだと言い、弟さんもそれに同意した。

「小さい頃はそんな感じで、もっと大きくなると……」

「少しは良くなったの？」

「いえ、逆です」

　弟さんは、イーナにきっぱりと返答した。

「むしろ、僕と父さん以外の男性と同じ場所にいるのも困難になりまして……。その頃リサ姉さんは魔法の才能に目覚めて練習を始めていたのですよ。ちゃんと魔法を使える人って珍しいじゃないですか……」

　リサが魔法の練習をしていると、そこに多くの野次馬が集まってくるようになってしまった。

　それで男性に慣れればよかったのだが、リサの場合は逆だったそうだ。

「昼間に魔法の練習をしていると男性が集まってくる……女性も来ますけど、見物人の半分は男性ですからね。夜に魔法の練習をするようになりました」

　幸いというか、リサの実家は山の斜面で山葡萄など果実酒の原料になる果物を栽培していた。

　それを狙う害獣が出現するので、それを討伐しながら魔法の訓練を続けていたそうだ。

「うちとしては作物の被害が減り、肉や毛皮が得られるからありがたかったのですが、徐々に村人たちから『真夜中の魔女』と呼ばれるようになりました」

「そうなんだ……」

　『ブリザードのリサ』の原点は、『真夜中の魔女』だったわけか。

　夜中こっそりと魔法を連発し、夜明けになると害獣ではあるものの動物の死骸がそこかしこに転がっている……。

　ありがたいけど、ちょっと怖いかもしれないな。

「そんなリサ姉さんですが、十四歳になると王都の冒険者予備校で魔法の勉強をしたいと願うようになりました」

　田舎なので故郷に冒険者予備校などないし、どうせなら一番多く魔法使いが集まる王都で研けん鑽さんしたい。

　リサは、王都の冒険者予備校への入学を目指した。

「魔法使いも、予備校の生徒たちも、半分は男性ですよね？」

「特待生には試験と面接がある。面接官は男性が多い。しかも、試験は王都の予備校で行われる。出張試験とかはない」

　エリーゼとヴィルマの言うとおりだ。

　いったいリサはどうやって、王都にある冒険者予備校まで移動し、特待生試験を受けたのであろうか？

「そこは、『真夜中の魔女』なので……」

　弟さんによると、リサは頭まで深々とローブを被かぶり、真夜中に家を出て王都に向かった。

　道中は人が……というか、男性がいない夜中に移動し、昼間は人がいない場所で野宿する。

　どこか宿に泊まった方が楽だし安全……いや、宿屋の従業員に男性がいるから無理なのか。

　野宿って危ない気もするけど……リサレベルの魔法使いなら、逆に襲った方が危険だものな。

「数日かけて王都に到着し、真夜中のうちに予備校内に侵入。試験の面接官ですが、事前にリサ姉さんのことは手紙で伝えてあったので、その日は女性の面接官のみにしてもらったそうです」

「予備校、臨機応変だな」

「それはそうである！　優秀な魔法使いの卵なのである！」

　エルの発言に対し、導師はそんなことは当たり前だと断言した。

　魔法使いとは、それも上級になれそうな魔法使いとはそのくらい貴重なのだ。

「面接官の人たち、真夜中に予備校内に侵入して、突然試験の時間に姿を見せた姉御に驚いただろうな」

「魔法使いというよりも、間者とかアサシンとか、ミズホだとシノビ？」

「そんなイメージだよな」

　カチヤとイーナの意見に、俺たちは心の中で頷うなずいてしまった。

「でも、せっかく試験に受かっても、それだと学生生活が大変だったはずよね？」

　話が長くなってきたところに、お茶を持ってやってきたアマーリエ義姉さんが、特待生試験に受かったのはいいけど、そのあとが大変だったろうにと言った。

「そこで、以前の格好なのですよ。頭まで深々とローブのフードを被ってはいましたが、そもそもリサ姉さんは男性が近くにいるだけで駄目。物理的な遮断では効果はなく、距離を離すしかなかったのですが、それだと予備校の講義に差し支えます」

　いくら特待生でも、講義の出席率が悪かったら卒業できない。

　魔法使いクラスを男女に分けるのは現実的ではなく、地球みたいにネット回線で講義を受けるわけにもいかず、リサは考えに考えてあのメイクと格好に至ったのだと、弟さんは説明を続けた。

「とはいえ、予備校入学のために家を出た時は、以前の格好のままだったのです」

　そこは『真夜中の魔女』──いかにも厨ちゅう二に病っぽい二つ名だな──の面目躍如。

　リサは、真夜中に家族に見送られて家を出たそうだが……。

「予備校卒業前に一度、実家に戻ってきたのですが、すでにあの格好でした……当然僕たちはドン引きで、村の人たちも……まあ当然ですよね……」

　当時のことを思い出しながら、魂が半分抜けたような表情で語る弟さん。

　そりゃあ、一年ぶりに再会した姉の服装がアレではな……と思う。

「以後は、もうずっとあの格好でして……。そのおかげで、僕と父さん以外の男性とも普通に話せるようになったのは皮肉ですね。母さんは嘆いていましたけど。『あんなんじゃあ、リサは一生嫁に行けない』って」

　以前の格好だと男性に近づくのも困難で、あのエキセントリックな格好と性格だと男性がドン引きでと、どちらにしても結婚なんて無理。

　その当時のリサのお母さんの苦悩がわかるような気がする。

　今は、嬉しそうに孫娘のラウラを抱いているのだが。

「そんなわけでして、僕は今、実際にこの目で確認して感動しました！　リサ姉さんが、妄想の結果ではなくて本当に結婚して子供を産んでいたなんて！　バウマイスター伯爵様とは、なんと慈悲深く、まるで教会に祀まつられている『聖人』のような方なのだと！」

「あのさぁ……嬉しいのはわかるけど、これ以上は……」

　孫のラウラを嬉しそうにあやす両親とは別に、一人大げさに感動している弟さんに対し、エルがあまり大騒ぎしない方が……とあくまでも善意で忠告し始めた。

　今のリサは大人しいけど、限度ってものがあるからあまり怒らせてもなぁ……エルは、弟さんの身を案じて忠告したのだ。

「いえ！　弟としてこんなに嬉しいことはないのです！　もしもリサ姉さんがあのまま三十になり、四十になり、それなのにあの痛々しい格好のままで……いくら魔法使いとはいえ、いい年こいてあの格好は辛つらい！　里帰りの度に、傍そばで見ているこっちも辛い！　僕の嫁さんも『お義姉さんって……』みたいな歯切れの悪い言い方を僕にしますし！　でも、もう大丈夫です。だから僕は、こんなに嬉しいことはないのです。バウマイスター伯爵様の功績は、僕の故郷で長く伝えられるでしょう！　『真夜中の魔女』をまっとうな人間に戻したって！　って！　ああっ！　足が！」

「だから忠告したのに……」

　エルは、弟さんの状態を見てため息をついた。

　確かに今のリサはそう簡単に激高しなくなったが、別に怒らないわけではない。

　沸点は大分下がったが、それでも絶対に怒らないというわけではないのだ。

「むしろ以前よりも、怒っているのがわかりにくくなったからの。ヴェンデリンよ、助けるか？」

「それは怖いから嫌」

「であろうな……お父君、お母君。今夜は泊まっていかれるがいい……弟君は暫しばらく動けないだろうからの……」

「足元が冷たい！　ああっ！　子供の頃、リサ姉さんのベッドにカエルを投げ入れた時以来の冷たさだ！」

　散々リサの黒歴史を暴露してしまったからであろう。

　一見恥ずかしさのあまり俯うつむいているだけのリサであったが、怒りの沸点は超えたようだ。

　弟さんの足は氷漬けにされていた。
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　暫くは動けないであろうから、それを見たテレーゼはリサの両親に今日は泊まっていくようにと言ったわけだ。

「わざわざのお気遣い、ありがとうございます」

「リサもすっかりお母さんらしくなって」

　リサのご両親も、さすがに口が過ぎると思ったのであろう。

　足元が氷漬けになった弟さんをあえて無視し、そのままリビングへと向かう。

　俺たちも弟さんをスルーして、それに続いた。




「きゃっきゃっ」

「わう───」

「あ───う───」

「足元が冷たいけど、こんなに沢山の赤ん坊たちが。可愛いなぁ……喜んでもらえてよかったよ」

　弟さんは足元の氷が溶けるまでの間、フリードリヒたちを楽しませるオブジェとしてその場に立ち続ける羽目になったのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「バウマイスター伯爵様、魔法とは便利なものですな」

「本当、一瞬であれだけの距離を移動できるなんて」

「リサ姉さんも凄い魔法使いですけど、バウマイスター伯爵様はそれ以上ですね」




　翌日、俺はリサの家族を実家まで送り届けたが、彼らはリサが使えない『瞬間移動』の凄さに驚いていた。

　普通なら、徒歩なり、馬車なり、魔導飛行船なりで移動するしかないわけで、それには金も時間もかかる。

　それらが一切かからない魔法の素晴らしを絶賛していた。

「今度は、是非、我が家にどうぞ」

「冷えた果実酒を用意しておきますよ」

　リサの実家の前でそんな話をしてから、さて屋敷に戻ろうかと思ったその時、そこに一人の貴族が訪ねてきた。

　そういえば、リサの実家は準男爵領なので貴族がいてもおかしくはないか。

　年齢はリサとそう変わらなく見えるので、ここの領主か跡取りかもしれない。

「これはこれは……噂うわさに聞くバウマイスター伯爵殿ですか。私は、ブルネン準男爵家の跡取りでロドネイと言います」

　在地貴族だと当主がかなり高齢にならないと引退しないので、彼くらいの年齢で跡取りのままなのは珍しくなかった。

「ロドネイ様、今日はいかがなされましたか？」

「今年の徴税に関する件なんだが、作物の育成状態の確認と、果実酒の出来や相場の確認だ。ある程度、納税額の予測を立てておきたいのでな」

　農作物や、その加工品が主産業である貴族領の場合、税収は作物の出来、相場などで大きく変動することが多い。

　事前にある程度税収の予測を立てないと、あとで色々と困るケースが出てくるのだ。

　その点、このロドネイ殿は在地貴族の跡取りとしては優秀なのだと思う。

　納税する領民たちに対し不必要に威張って、彼らを委縮させたりしていないし、なにより、なるべく早く税収の予測を立てるということは、ある程度予算の割り振りを決めておきたいと思っているからだろう。

　田舎の領主ほど税が入ってきてから考えるものだから……それは以前のバウマイスター騎士爵家のことだけど。

「どこかに出かけていたのかな？」

「ええ、ロドネイ様はご存じと思いますけど、リサがバウマイスター伯爵様に嫁ぎ、娘を産んだので顔を見に行ってきたのです」

「リサ殿が……うん、話は聞いていた……（事実だったのか……嘘なわけないけど、あのリサ殿が……）それはよかったな」

　あのロドネイ殿……その小さく呟つぶやいた内容も全部聞こえているから……。

　というか、彼の冷や汗が凄いのだが、リサとなにかあったのであろうか？

「（あっ！　もしかして！）」

　ロドネイ殿とリサはその昔婚約者だったとか、結婚を勧められていた仲だったとかかもしれない。

　リサは優秀な魔法使いなので、きっとこの準男爵領でも非常に重宝されたはずなのだから。

　となると、俺はロドネイ殿から婚約者を奪ったということになるのか？

「（まずくないか？　お詫わびにラウラを自分の子供の嫁に寄越せと言われるかも……でもラウラはすでに婚約者が決まっている。それは言えないけど……）」

　生まれつき魔力を持っている俺の子供たちは、王国上層部の汚い大人たちの陰謀でもう婚約者や嫁ぎ先が決まっていた。

　ここでロドネイ殿が変に欲を出すと──当然断るしかないが事情は言えず──俺、貧乏クジだなぁ……。

「あの……リサの件で……」

「リサ殿ですか？　いや、私は別に！　過去にそういう話が出たこともあっただけで、私は別にいいんです！」

　ロドネイ殿は私の懸念に気がついたようで、気にするなと全力で言ってきた。

　それはありがたいのだけど、段々と彼の顔色が青ざめ、冷や汗の量も増えているような……。

　むしろリサに関わりたくない……もしや？

「（リドル殿、ロドネイ殿とリサって……）」

「（ああ、婚約の話ですか？　ありましたね）」

　リサの魔法使いとしての実力を考えれば、そんな話があって当然か。

　弟さんによると、予備校を卒業したあと冒険者として大活躍していたリサに、ロドネイ殿の父親──ここの領主──から、お見合いの話がきたそうだ。

「（お館やかた様もロドネイ様も、理性的でお優しいので、まずは顔合わせだけでもいいからと仰おっしゃってくださいまして。僕は何度も手紙でリサ姉さんに忠告はしたんですけど……）」

　──今度の帰省では、領主の跡取り様とお見合いがあるので、その格好はやめて！　マジで！　いいか、フリじゃないからな！　絶対に普通の格好で帰省しろよ！──

　弟さんの努力も空しく、リサはあのままの格好で実家に戻り、そのままロドネイ殿とのお見合いに臨んだそうだ。

「（リサは、普通の格好だと男性と話せないのだから、仕方がないのでは？）」

「（それなら、静かにしていてくれた方がまだ……あの格好で、あのノリのままのリサ姉さんだったので……）」

　出されたお茶を見て『酒が飲みたい』と言って魔法の袋から酒を取り出して飲み始め、ツマミがないと言って出された茶菓子に不満を述べ、やはり魔法の袋から取り出した干し肉を食べ始める。

　それでお見合いが成立するわけがないのは、子供にでもわかる理屈だ。

「（そんなわけでして、ロドネイ様はリサ姉さんが苦手なのです）」

「（そう……）」

　ラウラの世話もあるからなのだが、リサを連れてこなくてよかったな。

　また彼女の黒歴史を発掘してしまった……。

「……バウマイスター伯爵殿、貴殿は勇者だな」

「そうですか？」

　ロドネイ殿のリサ像と、俺の中のリサ像との間に差が大きいからこその会話だと思う。

　というか、そんなことがあったのに、よくリサの家族は追い出されなかったよな。

　それだけ、ロドネイ殿と領主である父親が人格者なんだろうなと思う。

「我が領の特産品は果実酒。時間があれば、またいらしてください」

「それは是非に」

「……リサ殿がいなくても……いや、できればいない方が……そんなことは無理か……是非いらしてください」

「はい……」

　詳しくは聞けないが、ロドネイ殿の心の闇は深いようだ。

　ラウラを見せて家族には安心してもらえたが、リサの名誉回復にはまだ時間がかかるなと実感した俺であった。





第四話　駆け落ち箱と、もしもの二人







「あら、この時間に珍しくお休みなのね」

「たまにはそんなこともありますよ」




　とある日の昼下がり、俺はなにもせずただノンビリとしていた。

　子供たちも生まれ、それが理由で……って、それだけじゃないけど、ローデリヒに領地開発で扱こき使われる身。

　たまにはこんなノンビリした日があっても罰は当たらないはず。

　そんな俺を見かけたアマーリエ義ね姉えさんが、声をかけてきた。

　こんな時間に休んでいるので珍しいと思ったのであろう。

「お茶を淹いれるわね」

「あっ、俺の分もください！」

「わかったわ」

　とそこに、やはり時間が空いたのであろう。

　エルも姿を見せた。

　彼もリビングの椅子に座ると、アマーリエ義姉さんのお茶を所望してから、テーブルの上になにか小さな箱のようなものを置いた。

「エル、その小箱はなんだ？」

「ああ、これね。ほら、バウルブルクの町中で住宅街の工事をしているじゃないか」

「そうだったな」

　なぜ俺がそれを知っているのかといえば、そこを魔法で整地したのが俺だからだ。

「んで、そこにちょっと懐具合が豊かなオッサンが、地下室付きの注文住宅を建てているんだが、地下室を作るために穴を掘ったら、これが出土したわけだ」

「なにか古い貴重な出土品なのか？」

「には見えないかな？」

　エルが持ってきた小さな箱だが、一見すると寄木細工の小箱に見え、木製でモザイク模様が特徴的であった。

　箱根のお土産屋さんで売っている秘密箱みたいだ。

　早速手に取って色々と弄いじってみるが、ざっと見た感じでは小箱の中身は確認できそうになかった。

「（秘密箱ってどう開けたかな？）」

　子供の頃にお土産で貰もらって開けたことがあったはずだが……小箱の面の部分をスライドさせる……動かない。

　方法が正しくないのであろうか？

「土の中から出土した割には綺き麗れいな木目ね。かなり長い時間埋まっていたはずなのに、魔道具なのかしら？」

「俺も最初そう思ったのですが、結局魔道具じゃないって判定が出まして。なんでも魔力が一切感じられないそうです」

　アマーリエ義姉さんの疑問に対し、エルはそう答えた。

「まったく魔力を感じないのであればそうかな」

　魔道具は、エネルギー源である魔力が尽きても、わずかではあるが魔力の反応が残る。

　まったく魔力を感じられない魔道具など、物理的にあり得ないのだ。

　だからこそ警備隊の面々もエルも、この魔力の反応がない小箱を魔道具と認定しなかった。

　エルも、珍しい玩具おもちゃが出土したくらいの感覚なのだと思う。

「中身が気になるわね」

　と言いながら、今度はアマーリエ義姉さんが箱を弄り始める。

　だが、なかなか小箱は開かなかった。

　もしかしたら、俺が秘密箱に似ているから開くだろうと勝手に思っているだけで、実はただのモザイク模様の四角い木の塊かもしれないとか？

「ヴェル君、これ開きそうにないわよ」

「ということは、ただの調度品かなにかか？」

　俺も身を乗り出して、アマーリエ義姉さんが弄り続けている小箱に手を出したその時、小箱の面がスライドして中が露出した。

「「開いた！」」

　そこまではよかったが、俺は見てしまった。

　その小箱の中が、まるでブラックホールのように漆黒の闇で占められていたことを。

　同時に、かなりの量の魔力も探知していた。

「まさかこの小箱は！」

　通常、どんな魔道具でも、内部に込められた魔力を外側から一切感知できないなどあり得ない。

　だからこそ、魔道具に内蔵している魔晶石の魔力が切れていて長年稼働していなくても、わずかに残る残存魔力のおかげで、それが魔道具だとすぐにわかるのだから。

「内部に、完全に魔力を封印してしまえる魔道具……」

　ただの木の小箱に見えて、これはかなり高度な……ヤバイ魔道具だ！

　警備隊にも魔法使いがいるが、彼らは全員初級で、魔道具に詳しいわけでもない。

　この小箱から魔力を感じなかったので、これは魔道具ではないと判断してしまったようだ。

「ヴェル君？」

「これは、かなりヤバイ魔道具の可能性が……っ！」

　しまった！

　小箱に近づきすぎてしまった！

　小箱の中の漆黒の闇から黒い手が伸びて、俺の手を掴つかんできた。

　慌ててはね除のけようとするも、黒い手には実体がなかった。

　おそらく可視化された魔力なのであろう。俺の体ではなく体に内包した魔力を掴んでいる。

　これでははね除けられるはずがなかった。

　俺は強い力で小箱の中に引き込まれようとしていた。

「ヴェル！」

「エル！　俺に手を出すな！」

　俺がこの小箱の中に引き込まれるのは、もう防ぎようがないであろう。

　ならば、エルには大切な役目がある。

　エリーゼたちやローデリヒ、ブランタークさんなどを呼びに行ってもらい、状況を説明してもらわなければ。

　特に、年長者で経験豊富なブランタークさんなら、この小箱のことを知っているかもしれない。

　助けてもらえる可能性が高い。

　だが、エルまで引き込まれてしまったら、状況を説明する人がいなくなってしまうのだ。

「わかったけど、それはアマーリエさんでも……」

「エルヴィンさん、私も駄目なのよ」

　そう、アマーリエ義姉さんも小箱の傍そばにいたので、黒い手に掴まれてしまったのだ。

　アマーリエ義姉さんは魔法使いではないが、この世界で魔力がゼロという人間はいない。

　黒い手からは逃れられなかった。

「ヴェル君、ごめんなさい。私が不用意に小箱を開けてしまったから……」

「このまま小箱を弄り続けていたら、同じ結果でしたよ」

　代わりに俺が小箱を開けてしまったであろう。

　本当にこの小箱、秘密箱と同じ開け方だったのだから。

「ヴェル！」

「俺の予想だが、命に関わるという種類の魔道具ではないと思う。エリーゼたちに状況を……」
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「エルヴィンさん、お願いします」

　俺たちがそう言い終わったところで、もう黒い手に抵抗できなくなってしまった。

　俺とアマーリエ義姉さんは黒い手に掴まれたまま、小箱の中の漆黒に引きずり込まれてしまうのであった。

　多分、エリーゼたちやローデリヒ、ブランタークさん、導師？　ならなんとかしてくれるであろう。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ううん……」

「起きて、お館やかた様」

「あと十分……」

「駄目ですよ、お館様。それに朝食の準備もできていますから」

「はっ！　朝食！」

「ヴェル君……お館様は、朝食ですと言うとすぐに起きるのね」

「アマーリエ義姉さんの作った朝食ですから」

「そう言ってもらえると嬉うれしいわ」




　ここは、ヘルムート王国最南端にあるバウマイスター騎士爵領。

　そのお屋敷──というほど大した家でもないが──の寝室にて、俺は義理の姉であるアマーリエさんに起こされていた。

　若くして突然領主になった俺は、毎日色々と忙しい。

　だからというのも変だが、ちょっと寝起きが悪いのだ。

　そして、そんな俺を起こしに来るのが、アマーリエ義姉さんであった。

　彼女の立場は、俺のというか、バウマイスター騎士爵家における侍女長であった。

　侍女長とはいっても、この屋敷には俺とアマーリエ義姉さんしか住んでいないけど。

　他の侍女たちは、通いで必要な仕事だけしてアルバイト代を貰う、領民のお婆ばあさんたちだったからだ。

　アマーリエ義姉さんが侍女長として彼女たちを統率しているけど、現在のバウマイスター騎士爵家では侍女の仕事なんてそんなにない。

　実は、領民たちに仕事を与え、お金を使えるようにする公共事業のようなものであった。

　俺の世話だけなら、アマーリエ義姉さん一人で事足りるからだ。

「今日も美お味いしそう。いただきます」

　身支度をしてから食堂で朝食をとるが、俺一人だけで食べるのは味気ないので、アマーリエ義姉さんも一緒に朝食をとるのが習慣だ。

　侍女が領主と一緒に食事をとるなんてことは、普通の貴族家ではまずあり得ないらしいけど、バウマイスター騎士爵家は、貴族にランキング制度があったら確実にビリかそれに近いだろうし、どうせこの屋敷の中には俺たちしかいないから問題なかった。

　朝食のメニューは、パン、スープ、山菜と野菜のサラダ、ホロホロ鳥の卵のスクランブルエッグと猪いのしし肉のベーコン、お茶、カットフルーツであった。

「ホロホロ鳥の卵は味が濃厚で美味しいわね。実家だと滅多に食べられなかったわ。買うと高価だし、なかなか獲とれないから。ヴェル君は凄すごいのね」

「魔法が使えるからですね」

　貴族家の当主である俺が、どうして侍女長扱いの義姉さんと二人で朝食をとっているのか？

　それには大きな理由があった。

　俺はバウマイスター騎士爵家という辺境に領地がある田舎貴族家の八男で、父の跡を継いだからだ。

　どうして八男が、上の兄たちを差し置いて当主になれたのか？

　それはバウマイスター騎士爵領内に疫病が蔓まん延えんし、多くの死者が出たからだ。

　特にバウマイスター騎士爵家一族には犠牲者が多く、俺とアマーリエ義姉さんしか生き残れなかった。

　本来の跡継ぎであるクルト兄さんとアマーリエ義姉さんの結婚式で、すべての領民たちが集まっていたことも被害を大きくした。

　嫁入りするアマーリエ義姉さんのバウマイスター騎士爵領入りに同行した、マインバッハ家の家臣が罹り患かんしていて、それが式の参加者たちに一気に広まってしまったのだ。

　当時の俺は、魔法に目覚めたばかり。

　当然、治癒魔法など使えず──使えなくはないが、疫病には効果がなかった──前世の知識を利用して看病したりしたが、多くの犠牲者が出るのを止められなかった。

　運よく罹患しなかった老神官が薬草を煎じて薬を作ったが、症状の緩和しかできず、それでも大したものであったが、結局百名を超える人たちが亡くなってしまった。

　特に罹患者に近く初期に疫病の症状が出た家族に犠牲者が多く、夫が式が終わってすぐ発病して倒れてしまったアマーリエ義姉さんは、新婚生活どころではなくなってしまった。

　俺と一緒につきっ切りで家族の看病にあたったが、夫になるはずだったクルト兄さんの死を防ぐことはできなかった。

　それどころか、結婚式後は領地を出る予定だったエーリッヒ兄さんたちも亡くなってしまい、これには俺も堪こたえた。

　そして以前のように味み噌そっかすなまま実家のことに関わらずに済むわけがなくなり、気持ちの整理もつかないまま俺はバウマイスター騎士爵家の次期当主にされてしまったというわけだ。

　実は、六男ヴァルター、七男カールは生き残っていたのだが、彼らは名主の娘である父の愛人レイラが産んだ子であった。

　跡取り候補にもなれず、ヴァルターは従士長の家に婿入りすることになり、カールは名主の家を継ぐことになった。

　そして、わずか六歳の俺がバウマイスター卿になったというわけだ。

　幸いというか、俺は結婚式の前に師匠から魔法を学んでいたので、子供の身でありながら『飛ひ翔しょう』を用いて寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯に現状を報告。

　彼は天を仰ぎながら、『ヴェンデリン君……いや、バウマイスター卿。私があなたを後見しましょう』と言ってくれたので助かった。

　以後の俺は、バウマイスター騎士爵家の当主として領地の統治と開発に従事している。

　それにしても、前世の記憶があって助かった。

　いくら頭がいい子供でも、六歳で領主をやるだなんてまず不可能だからだ。

　じゃあ、一いち宮みや信しん吾ごが領主に相応ふさわしいかといえば、それはまた別の話だけど。

『ヴェンデリン様が成人するまで、私が統治のお手伝いをさせていただきます』

　クラウスに文官としての才能があって助かった。

　彼を家宰にして領地の統治を任せつつ、俺は魔法で動物を狩り、土地を開墾し、畑と田んぼを広げ、用水路を掘り、懸命に働いた。

　俺にとって魔法の訓練になるし、領民たちも広い田畑を持て、仕事がないからと子供たちを外に出さなくて済むようになった。

　そのため、一いっ旦たん外に出した子供たちも帰ってきたし、他にもブライヒレーダー辺境伯が移住者たちを山越えで送ってくれるようにもなった。

『一ヵ月以上歩いてリーグ大山脈を超える必要があるが、バウマイスター騎士爵領に移住すれば、開墾済みの広大な田畑が与えられる』

　噂うわさが噂を呼んで人が集まり、疫病による人口減少は短期間で回復し、逆にベビーラッシュと移民の増加で人口は増え続けている。

　俺はさらに領地の開発を進め、今では父が亡くなる前の十倍以上の広さの土地を領地化している。

　実は、南方辺境はすべてバウマイスター騎士爵領なのだが、これまでは開発できていなかったのだ。

　子供である俺が家督を継いだ途端、領地の発展が爆発的に進んでしまう。

　皮肉な話ではある。




「ごちそうさまでした」

「お粗末さま。ヴェル君、今日の予定は……って聞くまでもないわね」

「沢山いる動物を狩って人間の領域を広げ、そこを整地したり、道を作ったり、田畑と用水路を広げる仕事ですよ」

　ただ、今日は午前中で切り上げる予定だ。

　クラウスが報告書を持参するのでそれを確認し、そのあとはお休みだ。

　領主になって八年。

　十四歳になった俺は、ほとんど休日を取らず働いてきた。

　さすがにクラウスが心配して半休みたいな感じで、休みを定期的にくれるようになったけど。

　しかしこれは仕方がない。

　未開地の動物たちは、魔物ほどではないが巨大で狂暴で、気を抜くとすぐに人間の住処すみかに侵入してくるからだ。

　従士長であるヴァルター兄さんが、領内の猟師や屈強な若者にも狩猟をさせているが、あまり無理をさせて怪我人が出ると人手が足りなくなる。

　魔法が使える俺が、毎日動物たちを威嚇する必要があるのだ。

　人間の領域に入ってこないように。

　父が領地を広げることに消極的だった訳がこれだ。

「じゃあ、行ってきます、アマーリエ義姉さん」

「行ってらっしゃい、ヴェル君」

　アマーリエ義姉さんに見送られ、俺は『飛翔』で領地の最南端まで飛んでいく。

「いるな……」

　昨日大分狩ったのに、また沢山押し寄せているな。

　俺は、地面の石を多数浮かせてから、まるで弾丸のように動物たちに対し撃ち放った。

　石の弾丸は動物たちを貫通し、視界に生き残りは一匹もいなくなった。

「終わり」

　これを何ヵ所かで繰り返し、動物たちが領内に入ってこないようにする。

　倒した動物たちは魔法の袋に回収し、領内にある建物へと持っていく。

「お館様、今日も大猟ですね」

「頼むぞ」

「お任せください」

　狩った動物たちは、この建物で解体される。

　肉や内臓は食肉として領民たちに配られ、毛皮などは鞣なめされてから、再び俺の魔法の袋に入れられる。

　これは月に一度、俺がブライヒブルクまで売却しに行っていた。

　肉や内臓を領民たちに配るのは、収穫まで食べる物がない移民者への救済策というわけだ。

　クラウスに言わせると俺は随分甘いらしいけど、その代わり移民者たちには最良の状態の田畑を用意しているので、初年度からちゃんと税は取る予定だ。

　クラウスの話では、移民者の中には怠け者や乱暴者、協調性に欠ける者が一定数交じってしまうらしい。

　俺から支給される肉を貪むさぼるばかりで真面目に田畑を耕さない者たちは、容赦なく追放という処置を取っていた。

　ただし、それを行うのはクラウスで、彼は特に新規の移民者たちから恐れられていた。

　俺は優しい領主様という評価だ。

「すまないな、クラウス」

「なにがでございますか？」

「嫌われ役を押しつけてしまって」

　獲物を解体所に置いてきたあと、屋敷に戻った俺はクラウスから提出された報告書を読んでいた。

　父やクルト兄さんは読まなかったそうだが、いくらクラウスが優秀でも、領主が大元を押さえていなければ、将来クラウスが暴走するかもしれない。

　お互いに緊張感を保つのも必要であった。

「そのくらいのこと、私は苦労と思っていませんとも。疫病で多くの犠牲者が出た時、私はバウマイスター騎士爵領もこれで終わりかと、大いに嘆きました。ですが、ヴェンデリン様のおかげで持ち直すどころか、バウマイスター騎士爵領は大いに発展しました。領民たちの顔にも明るさが戻っております。死に損ないとしましては、こんなに幸せな余生が送れるとは思いませんでしたとも」

「クラウス、まだ老ける年でもないだろうに」

「まだ死ぬつもりはありませんが、バウマイスター騎士爵領では優しいお館様が好かれ、厳しい私が嫌われるでちょうどバランスが取れているのですよ。甘いばかりだと、つい先日まで困窮し、ようやくここに辿り着いた者たちですら増長することもある。人間の恐ろしいところですな」

　その辺の経験では、俺はクラウスに勝てない。

　確かに、甘いばかりでは領地も回らないよな。

「ヴェンデリン様はちゃんと報告書を読んでくださいますし、気になる点の指摘や質問もなさってくださいます。報告書を書く方としても、やり甲が斐いがありますね」

　報告書には、漢字が混じっている。

　父とクルト兄さんでは……エーリッヒ兄さんが生きていてくれたらなぁ……。

　だったら、俺が領主になる必要はなかったのか。

「ところで話は変わりますが……」

「……」

　最後にクラウスからちょっと考えさせられる話を振られてしまったが、今すぐ解決する必要はない話だ。

　俺は、一週間ぶりの半休に入った。

「はい。今日のオヤツは、ハチミツのタルトよ」

　バウマイスター騎士爵領は田舎で娯楽がない。

　数少ない空いた時間、整備した庭に椅子とテーブルを置き、そこでアマーリエ義姉さんが用意してくれたお菓子とお茶を楽しみながら話をする。

　または、釣りをするのが俺の休暇の大半であった。

「ヴェル君も、来年には成人ね」

「そういえばそうですね」

　この世界に来て九年。

　とにかく必死にバウマイスター騎士爵領を開発してきたが、もうすぐこのヴェンデリンの体は成人か……。

「成人したら、王城に行って正式に襲爵しなければね」

「そうですね」

　わずか六歳で当主に就任してしまったのと、俺がいなければ領民たちが困るという理由をブライヒレーダー辺境伯が王様に報告してくれたそうで、襲爵の儀は俺が成人してから行うことになっていた。

　そしてそれが終われば、俺は結婚しなければならない。

　十五歳で結婚なんて早い……と思うのは、俺が元々この世界の人間ではないせいだ。

　王国のお偉いさんたちやブライヒレーダー辺境伯に言わせると、むしろ今すぐにでも結婚してほしいらしい。

　なぜなら、今俺が死ぬとバウマイスター騎士爵領が困ったことになってしまうからだ。

　俺に子供がいれば、その子を次の当主にして盛り立てていけばいい。

　だから一日でも早く成人してほしいと、この前珍しくブライヒレーダー辺境伯が無茶なことを言っていた。

　俺の誕生日が変わるわけないことくらい、聡そう明めいなブライヒレーダー辺境伯がわからないわけがないのだから。

　つまり、それくらい焦っているということだ。

「あの小さかったヴェル君が結婚かぁ……私も年を取るわけね」

　結婚式の直後に夫を病で亡くしたアマーリエ義姉さんが、バウマイスター騎士爵領に残っている理由。

　それは、正式に結婚式は挙げているので、彼女がバウマイスター家の人間になったと世間から見なされてしまったこと。

　もう一つは、『縁起の悪い女には再婚先もない』と、実家からもう帰ってくるなと言われてしまったからだ。

　疫病をもたらしたのは、アマーリエ義姉さんに同行してきた家臣だというのに、マインバッハ家は聞く耳を持たなかった。

　現在、アマーリエ義姉さんは二十五歳。

　日本なら未婚でも珍しくないが、この世界だと嫁いき遅れと呼ばれてしまう年齢であった。

「どんなお嫁さんが来るのかしら？　あっ、でも、私はこのお屋敷を出た方がいいかもね。お嫁さんもやりにくいだろうから」

「そんな心配は無用です。アマーリエ義姉さんは、いたいだけここにいればいいんです。それに、無理に顔も知らない貴族の令嬢と結婚する必要あるのかな？」

　いくら多少発展してきたとはいえ、ここはリーグ大山脈を挟んだ辺境最南端だ。

　貴族の令嬢が馴な染じめるかどうか……。

「ヴェル君はバウマイスター騎士爵家の当主なのよ。他の貴族家からお嫁さんを迎えるのは普通のことなの」

「そうですか……」

　俺は貴族だから、貴族の令嬢としか結婚できない。

　少なくとも、正妻にはできない……いや、待てよ！

「じゃあ、アマーリエ義姉さんが俺の奥さんになればいいんだ！」

「わっ、私!?　駄目よ、私は！」

「でも、アマーリエ義姉さんはマインバッハ騎士爵家の娘ですよ」

　条件には十分に合っている。

　なら問題ないはずだ。

「年齢差を考えてよ！　それに私は、ヴェル君のお姉さんのような感じでやってきたから……」

「実の姉なら問題ありますけど、俺とアマーリエ義姉さんは血が繋つながっていないではないですか。なら問題ないです」

「でもね」

「アマーリエ義姉さんは嫌ですか？」

「……嫌じゃないどころか……逆にとても嬉しいけど……」

「じゃあ、そうしましょう。俺の奥さんはアマーリエ義姉さんです。ブライヒレーダー辺境伯も説得しますから」

「……もう、ヴェル君ったら強引なんだから」

「この領地は俺がいなければ回らない。その俺の希望なので」

「でも、ありがとう。このまま一緒に暮らせるわね」

　俺もとても嬉しい。

　アマーリエ義姉さんだって貴族の娘だし、どうせ辺境最南端に領地がある貴族の奥さんを気にかける大貴族なんていないはず。

　このまま俺はバウマイスター騎士爵領で、アマーリエ義姉さんと楽しく暮らしていこうと思う。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　……ピシッ！

「ひっ！　エリーゼの嬢ちゃ……さん？」

「あらまあ、このカップはもう耐用年数を過ぎていたのですね。新しい物に変えませんと……」

「エリーゼ、カップはそう簡単に壊れないのである。ましてや、握力のせいでは…………よくあることである！」

「ねえ、エル。どういうこと？　これは？　さすがに温厚なボクも怒っちゃうよ」

「なに不用意に、変なものを持ち込んでるのよ」

「正座！」

「ひゃい！」

「ハルカさん、エルヴィンさんに正式な正座を教えてさしあげてくださいまし」

「わかりました！」

「夫の不始末は、妻の責任でもあるからの」

「トーシローが、簡単な鑑定で魔道具じゃないって判断するかな？　なあ、姉御」

「不見識極まりないです。警備隊には厳重に注意しないと。ねえ、ローデリヒさん」

「はっ、リサ様の仰おっしゃるとおりです」

「先生！　こんな小さな箱の中に……でも幸せそう」

「あ───ん、私が一緒に入りたかった」

「シンディ、それは内心全員思っているから」




　大変なことになった。

　エルの坊主め！

　さらに、警備隊の連中もか。

　出土した古い品に魔力反応がないからといって、勝手に魔道具じゃないと決めつけやがって。

　古代魔法文明時代の魔道具の中には、まったく魔力が感知できない品もあるというのに……。

　しかもその品を、伯爵様が弄って中身を開けてしまった。

　その結果、二人は今小箱の中でイチャイチャしてやがる。

　どうして小箱の中の様子がわかるのかといえば、俺の知らせでベッケンバウアーがやってきて、そういう魔道具を持参したからだ。

　特殊な装置がついた水晶玉と小箱をコードで繋ぐと、小箱の中の別世界の様子が映し出されるのだ。

　それでさっきから、ベッケンバウアーが無事起動させた水晶玉に映し出されている光景を見て、エリーゼが盛大にブチ切れていた。

　見た目はいつもどおり笑顔のままであったが、手に持ったカップに皹ひびが入り、導師が素で引いているので、よほど激高しているのであろう。

「なるほど。四十二年ぶりに現物を見たが、『駆け落ち箱』の効果はすさまじいものだな。いやあ、いいデータが……おほん！　すぐに二人を箱から出さなければ」

　ベッケンバウアーの奴め。

　すぐに研究者的好奇心を旺盛にしやがって。

　お前がそんなことを言ったら、先日の件も合わせてエリーゼたちに袋ふくろ叩だたきにされても文句は言えないんだぞ。

「ブランターク様、この映像の先生とアマーリエさんってどういうことなのですか？　先生はバウマイスター騎士爵家の跡継ぎになっていませんか？」

「つまりこれは、ある種の仮想世界体験装置とも言えるのさ。詳しくは……」

「魔道具にも詳しいワシの出番かな？」

　アグネスの嬢ちゃんに説明しながらベッケンバウアーの顔を見ると、俺の代わりに彼が説明を続けてくれた。

　こいつの空気の読まなさが、今初めて役に立ったな。

　アグネスの嬢ちゃんたちの怒りをすべて引き受けてくれるのだから。

「この魔道具の名は『駆け落ち箱』。かの有名なイシュルバーグ伯爵の作品だ。この小箱の中は別空間に繋がっていて、小箱を開けた二人がこの別空間で疑似生活を始める。その二人がもっとも良好な関係を築けるよう、世界は閉じ込められた二人にとって一番都合のいいものに改変されるのだ。二人の記憶を材料にな」

　二人にとって一番都合のいい世界だから、伯爵様の家族が疫病で死に絶えていたり、アマーリエがクルトと結婚したはいいが、初夜を迎えることなく未亡人になっていたりするわけだ。

　幼くしてバウマイスター騎士爵家の当主になった伯爵様が──伯爵様ってのも変な言い方だが、面倒だからそのままでいいか──頑張って領地を開発し続け、アマーリエは伯爵様の姉代わりとして甲か斐い甲が斐いしくお世話する。

　二人の関係は徐々に深まっていき、ついには伯爵様がアマーリエにプロポーズするに至った。

　そりゃあ、エリーゼたちがブチ切れない理由はないよな。

「もうヴェルったら。そんなに義姉さんが好きなのかな？　イーナちゃんがたまに読む本でもあるまいし。ボクなら義妹的な感じでイケルか？」

「ルイーゼ、そんなことを言っている場合じゃないでしょうに……ベッケンバウアーさん、ヴェルとアマーリエさんは、小箱の中の世界に違和感を覚えないのですか？」

　すぐに冷静なイーナが、小箱がどんなものかベッケンバウアーに聞いていた。

「それがこの駆け落ち箱の怖いところで、小箱の中の特別な空間に閉じ込められると、その世界に合わせ、二人の記憶の改変が行われるのだ。不自然だと思いもしない」

　つまり、今の伯爵様とアマーリエは、小箱の中の世界が作られたものであることに気がついていないわけだ。

「それで、このあとはどうなるのですか？」

「駆け落ち箱にいられるのは精々一ヵ月ほどだと、この不思議な魔道具について書かれた古い報告書にはあるな。数百年に一度発掘されるかどうかという珍しい品なので、古い資料しか残っていないが、小箱から出た二人は当然深い関係になっているわけだ」

　そりゃあ、二人の都合のいい世界で一ヵ月だものな。

「ブランターク、現実世界では一ヵ月でも、この小箱の中では時間の流れが違うのだ。実質何年も一緒に過ごすことになる。それも極めて親密な関係のままでな。当然、外の世界に出てくれば、二人も小箱の中の世界が現実ではないことに気がつく。だが、小箱の中の数年間で二人はお互いがなくてはならないほど親密になっている。違うか？」

「どうしてそんな魔道具があるの？」

　ヴィルマが、こんな小箱が存在する意義を尋ねてきた。

　俺もそれは知りたいところだ。

「これは、貴族向けの商品だったようだ。イシュルバーグ伯爵が注文を受けて作っていたらしい」

「もしかして、意中の異性と仲良くなるためにですか？」

「いや、もっと切実な理由だな。紫色の奥方」

「誰が紫色の奥方ですか！」

　ベッケンバウアー、お前は相変わらずというか……。

　興味がない人間の名前を覚えないよな。

　この前も、テレーゼ様やアグネスたちを愛人呼ばわりしてビンタを食らったと聞いた。

　カタリーナは、これでも貴族だというのに……。

「古代魔法文明時代末期、社会的な風潮で奥さんを複数娶めとるのはよくないという話になったのだ」

「意味がわかりませんわ。家が途絶えたらどうするのです？」

　貴族は家の存続に拘こだわるからなぁ……。

　だから、もしもに備えて複数奥さんを娶るのが普通なわけだし。

「そういう世情だったからとしか言えないな。とにかく、貴族家としては夫婦が仲良くなり、子供がちゃんと生まれることが重要になったのだ」

「それで、夫婦になる二人を強制的に仲良くさせる魔道具というわけか。理に適かなってはおるし、よくぞこんな魔道具を作れたとも言えるの」

「元フィリップ公爵殿。そんな高度な魔道具が作れたのが、古代魔法文明というわけだ。イシュルバーグ伯爵はその中でもトップレベルの天才だがね」

「あの……テレーゼさんは『元フィリップ公爵』で、どうして現ヴァイゲル準男爵である私が『紫色の奥方』なのですか？」

「で、この魔道具は……」

「無視しないでくださいまし！」

　カタリーナの嬢ちゃん、そいつはずっとそういう奴だから、いちいち相手にしていると面倒でしかないぞ。

　適当にスルーしておけ。

「つまり、一ヵ月後に二人が小箱から出てくると、とても親密になっているわけだ」

「そういうことになるな。ツインテールの奥方よ」

「……」

　お前なぁ……。

　せめて名前で呼んでやれよ。

　カチヤが呆あきれているぞ。

「それ、まずくねえ？」

「ええ、かなり危険ですね」

「そうかな？　カチヤもリサも考えすぎじゃないかしら？　永遠に出てこられないのなら困るけど、一ヵ月なら許容できる範囲ではあるし……」

「イーナ様！　許容はできませんよ！」

　そりゃあローデリヒは、伯爵様を縦横無尽に扱き使ってバウマイスター伯爵領の開発をしているからなぁ……。

　一ヵ月もいなければ、困って当然というか……。

「ローデリヒさん、現実問題として小箱からヴェルを出す方法がないので、仕方がないという現実もありますから」

　確かに、現時点で一ヵ月以内に伯爵様たちを小箱の外に出す方法がないか。

「それで、カチヤとリサはなにに危機感を覚えているんだ？」

「公的なアマーリエさんの身分はバウマイスター伯爵家の侍女長だけど、実質あたいたちと同じく妻扱いじゃないか」

「それはみんな納得していることじゃない」

　アマーリエは、旦那がやらかしたせいで貴族でなくなるところを伯爵様に救われた。

　成人した子供たちが貴族になれるなんていう温情、まずあり得ないわけで、だからその身を伯爵様に差し出している。

　そんなストーリーに貴族たちは自分たちなりの慣習、流儀で納得しているが、伯爵様が大の義姉好きで、アマーリエも義弟好きでまんざらでもないのは、バウマイスター伯爵家における公然の秘密であった。

「そんな二人が小箱の中で何年も一緒に二人きりで仲良くです。一刻も早く二人を出した方がいいと思います」

「リサさん？」

「イーナさん、二人が小箱から出たあとのことを想像してみてください」

「想像……あっ！」

　リサの懸念にイーナは気がついたようだ。

　俺も気がついてしまった。

　つまり、こうなる可能性が高いわけだ。




『ヴェル！　どうしてアマーリエさんとばかり一緒にいて私たちを相手にしてくれないの？』

『と言われても……俺とアマーリエ義姉さんは身も心も深く結ばれているからかな？　ねえ、アマーリエ義姉さん』

『イーナさん、ごめんなさい。ヴェル君は私だけいればいいって言うから……』

『アマーリエ義姉さん』

『はい、お茶のおかわりね。どうぞ』

『俺の好きなお茶の濃さだ。さすがはアマーリエ義姉さん』

『エリーゼたちもみんな寂しいって……ほら、子供も二人目が欲しいと思っていて……こんなことを言うと慎みがないと思われるかもしれないけど、全然寝室にも呼ばれないし……』

『フリードリヒたちは無事に育ってるし、別に問題ないでしょう。俺よりも子供が少ない伯爵も珍しくないし……それに大丈夫、アマーリエ義姉さんが俺の子供を産んでくれるから』

『私はもう高齢だから……』

『まだまだ大丈夫ですよ。母が俺を産んだのは四十過ぎですしね。それに、このところ毎晩だからすぐに子供ができますよ』

『恥ずかしいじゃない、ヴェル君』

『あの……』

『イーナ、俺は奥さんたちと離縁とかはしないから。だから表向きは、俺の奥さんとして振る舞えばいいんだよ。でも、俺が本当に好きなのはアマーリエ義姉さんだけなんだ』

『ヴェル君……』

『イーナ、そういうことだから』




　ああ……俺も伊だ達てに年を取って経験を積んでいるわけじゃないな。

　容易に想像がついてしまう自分が悲しい。

　つまり、この小箱はバウマイスター伯爵家を崩壊させるかも……しれないか。

　とても冷たい夫婦関係へと導く地獄の魔道具だったわけだ。

　なるほど。

　どうして貴族の若夫婦を愛し合わせる魔道具が『駆け落ち箱』と呼ばれるのか、ようやく理解できた。

　もしなにかの間違いで、まったく関係ない二人が小箱の中に閉じ込められてしまった場合、小箱から出てきた二人は愛し合う関係になっており……もし既婚者なら駆け落ちでもしてしまうわな。

　こういうネーミングセンスのひねくれ加減が、イシュルバーグ伯爵たる所以ゆえんか……。

「足が痺しびれてきたなぁ……もう正座はいいんじゃぁ……」

「エルヴィン、もう少し我慢しておけ」

　そもそも、お前がこんなものを持ち込んでしまうから……。

　やらかしたことを考えれば、正座だけで済んで御の字じゃないか。

「（エリーゼたちは今ピリピリしているどころか、完全にぶち切れる寸前だろうから、静かに正座してろ。それが一番安全だ）」

「ブランタークさん、そんな大げさな…………正座してます」

　一ヵ月後、小箱のせいで伯爵様がアマーリエだけ愛するようになる将来を予想できたエリーゼたちは、一斉に小箱に関する情報を持つベッケンバウアーに詰め寄っていた。

　その迫力たるや、人数の多さも相まって導師ですら怯おびえているほどであった。

「ベッケンバウアーさん、私たちは一ヵ月も待てません。至急、小箱からヴェンデリン様とアマーリエさんを出す方法をお願いします」

「時に待つことも必要だと思うぞ。小箱は魔道具としても貴重な研究サンプルだ。このまま作動している様子を観察するのが、将来魔道具を進歩させるのに必要なことだと思う。研究に犠牲はつきもの……ひいっ！」

「ベッケンバウアーさん、私たちは一刻も早く小箱からヴェンデリン様を出してほしいとお願いしているのです。バウマイスター伯爵の妻たち全員の共通した願いですが？」

　エリーゼたちは満面の笑みだが、目が笑っていない。

　ベッケンバウアーのアホが！

　この状況で、小箱の研究なんてできるわけないだろうが！

　早く伯爵様とアマーリエを外に出し、小箱は残骸でも貰っておけ。

　それでも研究資料にはなるんだから。

「で、どうなのかな？　ボクはそれが知りたいな」

「一ヵ月経たたなくても、小箱は強い力で攻撃すれば壊れることは知られている」

「でもそれだと、中にいるヴェルたちが危なくないかしら？」

　さすがというか、イーナはこういう時でも冷静に伯爵様を気遣うんだな。

「小箱の中に別の空間があるわけではない。あくまでも別の空間の入り口と繋がっているだけなのだ。わずかでも小箱の内部と外気が触れてしまうと空間が維持できなくなり、二人は元の世界に戻れるであろう。昔の資料にもそう書かれている」

　エリーゼたちの迫力に負けて、ベッケンバウアーは小箱の情報を話し始めた。

　つまり強引に箱を壊してしまえばいいのか。

「ただ……」

「ただなに？」

　そりゃあ、なにか裏があるんだろうな。

　ただ壊せば済むということなら、この小箱がここまで危険視されるわけがないのだから。

「そう簡単には、小箱は壊れないのだ」

「木製の小箱なので、魔法で燃やせばいいのでは？　もしそうしても、ヴェンデリンさんたちが火に巻かれることはない、という風に受け取りましたが」

「とにかく箱を壊して、内部を露出させ外気と接触させる。どういう方法で壊しても中の人間に影響はないが、なにぶん古代魔法文明時代の遺産だ。ただの木箱ではない。ちっとやそっとでは壊れず、どうせ無駄な足あ掻がきになるだろうから、一ヵ月待てばいいとワシは言っているのだ」

「それでは、アマーリエばかり愛されて不公平ではないか！　もし妾わらわたちがヴェンデリンにいらない女扱いされた場合、お主は責任を取れるのか？」

　テレーゼ様にそこまで言わすとは……なんだかんだ言って伯爵様は凄いな。

　同時に、たまたま発掘されたおかしな小箱に閉じ込められてしまうなんて、その悪運も本物のようだが。

「責任？」

「テレーゼの言うとおりだぜ。あたいたち妻は平等に愛されるべきで、旦那もそれを実践してきたんだから」

「そうですね。このまま一ヵ月待つということは、これは不公平感を生んでしまい、今後によくない影響を及ぼす可能性が高いのですから」

「つまり、どうするのだ？」

　ベッケンバウアー、お前は肝心なところで鈍いな……。

「エリーゼ、この面子ならイケルって」

「小箱は壊してしまうに限ります」

　カチヤの嬢ちゃんも、リサも。

　小箱を壊す気満々のようだな。

　エリーゼに小箱の破壊を提案した。

「そうですね、壊せるものならすぐに壊すのが最優先事項です」

「しかしだな、奥方。小箱はなるべく壊れていない方が……研究素材として、将来の魔導技術発展のため、貴族としては時に我慢することも……」

「（ベッケンバウアーのアンポンタンが！）」

　それは今、一番言っては駄目だろうが！

「一ヵ月も、ヴェンデリン様が閉じ込められる方が不利益ではないですか。このところ魔導技術はろくに進歩していませんが、バウマイスター伯爵領はヴェンデリン様のおかげで急速に発展していますので」

「そうだよね。魔導ギルドがあの小箱を解析したところで、どうせ魔法陣で他人の下着を召喚するのが関の山じゃない」

「ヴェルが働けば、確実にバウマイスター伯爵領は発展するわ。下着を召喚するような魔法陣しか作れない研究者が、研究に使うって言われても……」

「つまり役立たず」

「うぐっ！」

　ほれ見ろ。

　以前の事件を引き合いに、お前がボロカス言われて終わりじゃないか。

　みんな、伯爵様に愛されなくなるかどうかの瀬戸際なんだから、ここは小箱の残骸で我慢しておけ。

「仕方がない……しかし小箱は壊せるといっても、尋常ではない攻撃力がなければ、傷一つつかないことは言っておく。だから一ヵ月待てと」

「容認できませんわ。箱の中で、ヴェンデリンさんとアマーリエさんだけがイチャイチャして羨うらやましい……とにかく！　不公平はよくありません！」

「そういうことは重要じゃぞ。途端に家庭不和の原因になるからな」

「そうなると、家庭内がギクシャクして嫌じゃん」

「そんな貴族家も多いですからね。バウマイスター伯爵家はそれがないところがいいので」

「それで、ベッケンバウアーさんはまだ一ヵ月待てと仰るのですか？」

「……別に構わないが……ワシの魔法くらいでは傷一つつかないのだ。なにしろ、あのイシュルバーグ伯爵の作品なのでな」

　エリーゼの目が笑っていない笑顔にビビったのであろう。

　ベッケンバウアーは、ようやく箱の破壊に同意した。

「高い攻撃力ですか……私は治癒魔法専門なので手がありません。『過治癒』が使えればいいのですが……」

「この小箱は木製だが『樹き』ではない。効果はないな」

　ベッケンバウアー、頼むからもう少しオブラートに包んだ物言いをしてくれ。

「でしたら、ここは伯父様の『魔導機動甲かっ冑ちゅう』でしょうか？」

「某それがしであるか。ようやく出番なのである！」

　これまでかなり深刻な話を続けているのに、我関せずとばかりに出されたオヤツを貪り食い、お茶を飲み干していた導師であったが、どうやら最初から自分に出番があると思っていたようだ。

　すくっと立ち上がり、小箱を持つと屋敷の庭へと出ていった。

「導師？」

「広い場所が必要なのである！　某による渾こん身しんの一撃により、この小箱は真っ二つなのである！」

「真っ二つは避けてほしいんだよなぁ……研究資料的に考えて……」

　ベッケンバウアー、もういい加減に諦めろよ。

　そもそも小箱は、お前の所有物じゃないだろうに……。

「では、バウルブルク近郊にて！　次に某と顔を合わせた時には、小箱は真っ二つである！」

「さすがは伯父様」

「任せるのである！　エリーゼよ！」

　導師はそう言い残すと、小箱を持って庭から『高速飛翔』でバウルブルク近郊へと飛んでいった。

「導師なら大丈夫だよね」

「攻撃力なら、世界一かもしれないものね」

　小箱を破壊すべく、バウルブルク近郊へと飛んでいく導師を見送りながら、ルイーゼとイーナは安あん堵どの表情を浮かべていた。

　でもなぁ……。

　俺のベテランとしての勘では、ちょっと嫌な予感がするんだよなぁ……。

　気のせいならいいのだけど。




「そっ、そんなバカな……なのである……」

「伯父様？」

「もう魔力は空である……小箱には少し傷がついただけである」

「え───っ！　導師でも？」

「小箱に傷と焦げが少しついたくらいね」

「これ、本当に木製なのでしょうか？」




　俺の嫌な予感は当たってしまった。

　おっとり刀で現場に向かうと、そこには魔力切れで『魔導機動甲冑』姿ではなくなった導師が、息を切らせながら草原に寝転がっていたからだ。

　そして肝心の小箱の方は、少し傷がついた程度であった。

　一部焦げている部分もあるので、火柱魔法も使ってみたのであろう。

「導師様でさえこの小さな傷を刻めただけ。恐ろしい魔道具ですわ」

　伯爵様に並ぶ魔力の持ち主である導師が、すべての魔力を使いきるまで攻撃を続けてこれだからな。

　カタリーナの嬢ちゃんが驚くのも無理はないか。

「おおっ！　素晴らしいではないか！　まさに古い資料どおりだ！　この小箱の外部を研究すれば、木材を用いて金属以上に耐久性に優れた魔道具が作れるではないか！　素晴らしい……おほんっ」

　一人だけ空気を読まず、ベッケンバウアーが小箱の頑丈さを確認して小躍りしていたが、すぐにエリーゼたちの視線を感じて静かになった。

「エリーゼさん、どうされますか？」

「小さな傷でもヴェンデリン様救出の第一歩です。この傷を広げていけば、最後には穴が開いて外気と内部が接触するはずです」

「それもそうだね！　ようし！」

「攻撃の精度が必要ね！　私も！」

「あたいは、こういうの得意だから」

「戦せん斧ぷ一撃」

「火魔法よりも、密度の高い『ウィンドカッター』で傷を広げていく方がいいですね」

「なるほど。リサの戦術が正しいようじゃな。妾も頑張るかの」

　その後は、エリーゼ指揮の下、イーナの嬢ちゃんが魔力を込めた槍やりによる一撃で傷を広げ、ルイーゼの嬢ちゃんも珍しく爪のついた手てっ甲こうを用い、ヴィルマは大おお斧おのを小箱の傷に振り下ろし、カチヤは双剣で、テレーゼ、リサ、カタリーナも高威力の『ウィンドカッター』で傷を広げる戦法を連続して行う。

「先生に教わった魔法で必ず助け出しますから！」

「集中して……集中して……」

「私が先生の救出に成功したら……えへへ……」

　アグネス、シンディ、ベッティの嬢ちゃんたちも気合が入ってるな……空振りに終わったが……。

　この小箱にぶつけられた魔力の総量と攻撃力なら、小さな町くらい簡単に壊滅しているはずだが、小箱の傷は少しだけ広がって深くなったくらいだ。

　恐ろしく頑丈な小箱だな。

「まるで、バウマイスター伯爵殿とアマーリエという女性の絆きずなのようであるな……この傷の深さなら、あと一週間も頑張れば」

「「「「「「「「「「「……」」」」」」」」」」」

　箱は壊せるようだが、やはりそのくらいは時間がかかるか。

　というか、ベッケンバウアー。

　お前は、この件が解決するまで口を噤つぐんでいてくれないか？
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「汝なんじ、ヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターは、妻アマーリエを生涯愛することを誓いますか？」

「はい、誓います」

「汝、アマーリエは夫であるヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターを生涯愛することを誓いますか？」

「はい、誓います」

「では、誓いの口づけを」




　俺は十五歳になったその日に、バウマイスター騎士爵家領内の教会で、アマーリエ義姉さんと結婚式を挙げた。

　この日はほぼすべての領民たちが集まり、俺とアマーリエ義姉さんの結婚を祝ってくれた。

　式後のパーティーのために、獲物や食料を大量に集めておいてよかった。

　酒も魔法で大量に醸造してある。こういう時に魔法は役に立つな。

　今、俺の一族や村の女性たちがそれを調理し、領民たちに振る舞っているところだ。

　ご馳ち走そうが出ているというのもあるが、みんな心から俺とアマーリエ義姉さんの結婚を祝ってくれていると思う。

「お館様、アマーリエ様、ご結婚おめでとうございます。全領民を代表して、私がお祝いを述べさせていただきます」

「ありがとう、クラウス」

「ありがとう、クラウスさん」

　実は、俺とアマーリエ義姉さんにはかなり年齢差があるので、現実主義者であるクラウスが反対するかと思ったのだが、彼はアマーリエ義姉さんのお腹を見ながら心から嬉しそうな表情を浮かべていた。

「バウマイスター騎士爵家の跡継ぎがもうすぐ生まれますからね。私は現実主義者なので、この結婚を歓迎しますとも」

　不思議な話だ。

　俺は十五歳になる前、この結婚式を挙げる前にアマーリエ義姉さんとそういう関係になってしまい、いわゆる『できちゃった婚』になってしまったのだが、そういうことにうるさそうなクラウスが、一番俺たちを祝福していた。

　バウマイスター騎士爵家の跡継ぎが生まれるという事実に比べれば、結婚式前に妊娠することくらい大したことでもないと思っているようだ。

　なるほど。

　クラウスは、誰よりも現実的な人間なのだ。

「アマーリエ様には、次々とお子を産んでいただきたいですな。そうでなければ、私はお館様に他の女性をお勧めしなければいけない立場なので……」

「大丈夫さ。次々と生まれるから」

　他の女性と言われてもなぁ……あまり興味ないし。

　俺とアマーリエ義姉さんが、二人で仲良く夫婦生活を送れればそれでいいのだから。

「実際の話、ブライヒレーダー辺境伯様もただお優しいというわけではありませんからね。隙すきを見せるのはよくないのです」

　そう言ったクラウスの視線の先には、二人の少女の姿があった。

　バウマイスター騎士爵領において行われる結婚式に他の貴族が参加するのは地理的な理由により難しく、それでもブライヒレーダー辺境伯は冒険者をしているという陪臣の娘たちを名代として送ってきた。

　イーナとルイーゼという名の少女たちだ。

「そういう意図なの？」

「陪臣の娘で、冒険者でもあるそうなので、バウマイスター騎士爵領で暮らすにはちょうどいいかと。変に気位が高い貴族令嬢では、ここで暮らすのは辛つらいでしょうから」

　だから、冒険者もできる陪臣の娘というわけか。

「陪臣の娘なので、アマーリエ様よりも立場は低い。側室でも大丈夫というブライヒレーダー辺境伯様のお考えなのでしょう」

「う───ん。別にいいかな？」

「では、気がつかないフリをすればよろしいかと。さっきも言ったように、お二人にはお子を沢山産んでいただきたいものです」

「それは大丈夫だよ。ねえ、アマーリエ義姉さん？」

「頑張るわ、私」

　イーナとルイーゼという少女には悪いけど、俺にはアマーリエ義姉さんがいるから、他の女性はいらないんだ。

　披露パーティーを楽しんでブライヒブルクまで帰ってくれると幸いだ。
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「……」

「あの……イーナ……さん。これは伯爵様とアマーリエの本心じゃなくて、この魔道具の機能によってそういう状況と思考になっているだけだからな」

「……わ───い、ボクとイーナちゃんがついに登場だぁ……」

「ルイーゼ、そんな無理して喜ばなくてもいいから」

「小箱の中の世界で、ヴェルに出会えただけボクたちはマシ？」

「あたいたちはどうなるんだ？　この世界だと」




　小箱の破壊には時間がかかる。

　今日は魔力を使いきったので、俺たちは一旦屋敷に戻った。

　まだ小箱は破壊されていないので研究できると、相変わらず空気を読まないベッケンバウアーのバカが、小箱を例の水晶玉に繋いだら、小箱の中では大分時間が進んでいた。

　成人した伯爵様とアマーリエが結婚式を挙げ、バウマイスター騎士爵領の領民たちに心からの祝福を受けている。

　ブライヒレーダー辺境伯の名代としてようやくイーナとルイーゼが現れたが、伯爵様が二人を見初めることはなかった。

　酷ひどい話だが、こういう結末になるのは、あくまでも小箱のせいでしかない。

　そこのところを忘れて二人に暴走されると困るので、俺は懸命に二人を宥なだめていたのだ。

「なるほど。閉じ込められた二人の記憶を参考に、このように別空間で類似世界を作り出してしまう。イシュルバーグ伯爵とは天才なのだな。ワシでも勝てない」

　長い付き合いだが、こいつの研究バカぶりと空気の読まなさは本物だな。

　エリーゼたちが……怖い！

　それに気がつかない……あえて気がつかないフリをしている、ベッケンバウアーの大馬鹿野郎が！

「あのぅ……もう足が痺れて感覚が……なんでもないです……」

　今日も反省する態度を見せるため、エルヴィンは正座を続けていたが、もうそろそろやめてもいいかとエリーゼに尋ねようとして、慌ててそれを引っ込めた。

　小箱を伯爵様の元に持参した戦犯だものな。

　少なくとも俺からは、もう少し我慢してくれとしか言えないな。

「私は小箱の世界に出てくるのでしょうか？」

「出てこないでしょうね。だって、小箱の中の世界ではヴェルが王都に行かないから」

「だよね。ボクとイーナちゃんでもあの様ざまだから」

　あくまでも小箱の中の仮想世界の話だが、伯爵様はアマーリエとできちゃった結婚して、領内で結婚式を挙げてしまった。

　襲爵の儀以外で王都に滞在しないだろうから、エリーゼとの出会いはない可能性が高い。

「みなさん、一日でも早く小箱を破壊しましょうね」

「賛成！」

「ボクも賛成！」

「当然」

「小箱の中の世界なんて、所しょ詮せんは夢みたいなものですわ。早く目覚めさせてあげるのがよろしいでしょう」

「アマーリエ、幸せそうな顔してやがったな。羨ましい……」

「地方の田舎貴族領で、相思相愛の二人が夫婦としてノンビリ暮らす。大貴族ならよく見る夢じゃな」

「ですがやはり夢は夢です。旦那様には現実世界に戻っていただきます」

　みんな、笑顔だったり冷静なままだったりだけど、逆に怖いな。

　このままこんな夢が一ヵ月も続けば、たとえ小箱の外に出られても、伯爵様はアマーリエしか愛さなくなるとか、あり得そうだよな。

　イシュルバーグ伯爵め、とんでもないものを作りやがる。

「というわけですので、今夜は早く寝て魔力を蓄えましょう」

「某、今夜は酒が飲みたいのである！　それと明日以降であるが、某にも予定があるのである！」

「キャンセルです。今夜は伯父様が気に入りそうなハーブティーをお淹れしますね。きっと気に入っていただけるはず。まさか不満でも？」

「……某！　バウマイスター伯爵が小箱から出られるまで、懸命に働くのである！」

「さすがは伯父様。なんと慈悲深いのでしょう」

　導師をして、ここまで怖がらせるとは……。

　今回の件では、よほどキレているんだな、エリーゼは。

「ブランタークさんも、送り迎えをよろしくお願いしますね」

「はい……」

　俺の仕事は、小箱を破壊するため魔力をすべて消費してしまうみんなの送り迎えだ。

　そんな仕事断ればいい？

　あの導師ですら、目が笑っていないエリーゼの笑顔を見て断れなかったんだぞ。

　俺が断れると思うか？

　そんなこと、怖くてできねえよ！

　小箱のせいで伯爵様の嫁たちとの関係のバランスが崩れるって、下手な魔物の襲撃よりも厄介なことが判明した。

　お館様、俺は暫しばらくブライヒブルクに戻れません。

　戻ったら休みなく働く……休みがないのかぁ……。

　ちくしょう！

　早く小箱が壊れてくれないかな？





　　　　＊　　　＊　　　＊






「アマーリエ義姉さん、フリードリヒは？」

「よく寝ているので、メイドたちに任せてきました」

「たまにはいいよね」

「はい」




　田舎の貴族領では、静かに時間が流れる。

　アマーリエ義姉さんと結婚して、跡継ぎであるフリードリヒが生まれて、クラウスと領民たちは『これでバウマイスター騎士爵領も安泰だ！』と大喜びで祝ってくれた。

　今日はお休みで、俺とアマーリエ義姉さんは領内にある草原にピクニックに来ていた。

　フリードリヒはまだ赤ん坊なので、今日はお留守番だ。

　もう少し大きくなったら、ここに連れてこよう。

　アマーリエ義姉さんが作ってくれたお弁当を食べ、俺は彼女に膝枕をしてもらう。

　毎日領地の開発や狩猟で忙しいので、こういうノンビリした時間を過ごすのは悪くない。

　こういうことをするのは貴族らしくないのかもしれないけど、ここは南部辺境にある田舎領地だ。

　俺たちの行動にいちいち目くじらを立てる人はいなかった。

「ヴェル君は、毎日沢山働いているから」

「そうですね。でも、苦ではないですね」

　領地は順調に広がっていて、領民たちで田畑が欲しい人がいれば必ず支給できる。

　このバウマイスター騎士爵領に来れば必ず田畑が貰えると、リーグ大山脈越えで移民してくる人たちも多く、彼らを目当てにした商人や職人たちも定住するようになった。

　上を見ればキリがないけど、別に上を見るつもりはない。

　意味もないし、このまま死ぬまでこういう生活が続いて、そのうち大きくなったフリードリヒが跡を継いでバウマイスター騎士爵領も続いていく。

　それでいいではないか。

「膝枕、気持ちいい。アマーリエ義姉さんの膝は柔らかいですね」

「そうかしら？　ここで暮らしていると足が硬くなっちゃうのよ。よく歩くから」

　ここは田舎領地だから……それ以前にこの世界には車なんてないからな。毎日よく歩き体を使うと筋肉質になり体が硬くなるのだとアマーリエ義姉さんは言うけど、俺はあまりそうは感じないな。

「俺はこの膝の上が気に入っているので」

「そうなんだ。今日は、日が暮れるまで膝枕をしてあげるわ」

「ありがとう」

「いえ、どういたしまして」

　二人だけのノンビリとした時間が流れる。

　きっと、こういうのを幸せと言うのであろう。
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「「「「「「「「「「「……」」」」」」」」」」」

「バウマイスター伯爵殿は、王都の本屋でよく読まれているようなお話が好きなようだな。普段ストレスも多いだろうから、スローライフ思考が仮想現実に……おほん。データを取らなければ……」




「「「「「「「「「「「ああっ!?」」」」」」」」」」」




「みんなどうしたのだ？　これは夢の世界、非現実。バウマイスター伯爵殿とアマーリエの記憶を参考に作られた、仮想の世界でしかないというのに。少し落ち着きたまえ」

　ベッケンバウアー、頼むからもうこれ以上喋しゃべらないでくれるかな？

　というか、いい加減小箱に水晶玉を繋いで、伯爵様とアマーリエが実際に体験している仮想の世界の映像をエリーゼたちに見せるのをやめてほしい。

　今日もエリーゼたちから漏れ出てくるビンビンの殺気が、空気が読めないお前にはわからないのか？

[image: ]

　いや、わかっていても研究が優先なんだろうな。

「先生、もの凄く楽しそう……」

「この世界だと、私たちと先生の出会いはない？」

「それは嫌！　先生、必ず救い出すから！」

　この小箱はかなり厄介だ。

　連日エリーゼの指揮の下、導師も加わって大破壊大会が開催されたにもかかわらず、小箱は少し焦げて傷がついたくらいなのだから。

　一見、ただの木の欠片かけらを組み合わせただけのように見えるが、とてつもなく頑丈な小箱なのだ。

　イシュルバーグ伯爵の作品は、本当にわけがわからん。

「本当、雰囲気が悪くて嫌よね」

「責任者は責任感じてもらわないとね」

　イーナとルイーゼの発言に反応するかのように、全員の視線が一斉にエルヴィンの方に向いた。

　確かに、あの小箱を持参したのはエルヴィンだからなぁ……。

　そのせいであいつは、ここにいるとも言えた。

　伯爵様に土木工事をさせられないローデリヒがご機嫌斜めだからだ。

　なお、ローデリヒはカタリーナ、リサ、テレーゼ様、娘っ子たちに対し、代わりに工事に入れとは言わない。

　そういうところは、あいつも上手というか保身に長たけていた。

　今そんなことを言ったら、えらい目に遭うのは確実だからだ。

「エリーゼ、どうしようか？」

「伯父様の『魔導機動甲冑』による攻撃でできたこの傷。やはりこれを深くして、箱の中と外気を接触させるのが一番早いと思います」

　これに反発する者は一人もなく……正直なところ目が笑ってなくて怖いんだよなぁ……。

　反論なんて、怖くてできないだろう。

　他の奥さんたちも、ベッケンバウアーのバカが研究のためのデータ収集とか称して、箱の中の仮想世界の様子を映し出しているのを見て無表情だ。

　伯爵様とアマーリエが二人だけでイチャイチャしているのだから、みんなの機嫌は最悪である。

　この関係を、箱の外でも展開されたらと思うと……。

「エルヴィン！　ただひたすらに剣を振り下ろせ！」

「えっ？　どうして？」

「（誠意を見せろ！）」

　お前は今、本当に危険なんだぞ。

　もし小箱の中から出てきた伯爵様が、小箱の影響でアマーリエだけ寵ちょう愛あいするようになったら……。

　最悪、バウマイスター伯爵家にいられなくなるんだぞ。

　こうなったら、少しでも小箱の影響が少なくなるよう、一秒でも早く小箱を壊すしかない。

「（オリハルコンの剣なら、小箱を壊せるかもしれない。全力で振り下ろせ！　とにかく箱を壊してしまえ！）」

「（わかりました！）うぉ───！　おりゃぁ───！」

　俺の説明を理解してくれたようだ。

　エルヴィンは、小箱の傷がある面を上にして地面に固定し、その傷目がけて、ただひたすらに剣を振り下ろし始めた。

「ちょっと削れたような気がする」

「エルヴィンさん、頑張ってください！」

「エル、ここが踏ん張りどころよ！」

「いけ！　エル！」

「頑張れ」

「気合を入れて振り下ろすのです！」

「あたいの双剣じゃ無理な芸当だな。パワーを見せろ」

「リサ、どうなのだ？」

「オリハルコン製の剣なので、効果はありますよ。それでもちょっとずつしか削れてないですけど……」

　エリーゼたちが応援するなか、エルヴィンは何度も何度も剣を小箱の傷に向かって全力で振り下ろした。

　少しずつだが、傷が広がって深くなってきたような……。

　オリハルコン製の剣でもこの様なのか。

「こりゃあ、時間がかかるな」

「はあ……はあ……はあ……はあ……もう無理」

「エルさん、少し休憩してくださいね」

「ありがとう、エリーゼ」

「あくまでも少しですけど」

　と言いながら、エリーゼはエルヴィンにお茶を渡した。

「はいっ！」

　今のエルヴィンに甘えは許されない。

　ただひたすら、小箱についた傷を広げるため、剣を振り下ろすしかないのだ。

　別にやめてもいいが、もし俺なら、そんなこと怖くてできないな。

「むむっ……いくよ！　シンディ、ベッティ」

「先生！　可愛かわいい弟子である私たちが助け出しますからね」

「三方から囲んで、小箱を一気に攻撃する！」

　エルヴィンが息を切らせながら休憩している間に、アグネスたちは小箱を三人で囲んで全力で魔法を放った。

「「「『トライアングルウィンドカッター』！」」」

　発生した膨大な風の刃やいばにより小箱には無数の傷がつくが、残念ながらどれも浅く、伯爵様の救出には役に立っていなかった。

　すべての風の刃を同じ傷にぶつけ、傷を深くしていかなければならないのだが、そこまでの技量がアグネスたちにはまだないのだ。

「せっかくの研究資料なのに……なんでもない」

　ベッケンバウアー……お前って、本当に空気が読めないよな。

「みんなで全力でやるしかないわ！」

「魔法のいい鍛たん練れんになろうて」

　この日も一日中、イーナが炎を纏まとわせた槍で小箱を攻撃し、ルイーゼも手甲に魔力を込めて小箱を攻撃する。

　ヴィルマは大斧で小箱を一刀両断しようとし、カチヤは双剣による攻撃で傷を広げようとした。

　カタリーナ、テレーゼ、リサ……みんな全力で魔法を放って小箱の破壊を目もく論ろむが、多少傷が広がって深くなったくらいで一日が終わってしまった。

「某の『魔導機動甲冑』でもこの様なのである」

「一万三千三百五十五かぁ───い！　一万三千三百五十六かぁ───い！　もう駄目だぁ……体中筋肉痛で……もう力が入らない…………頑張ります！」

　エルヴィンは特に頑張っていたが、これはもう、数日でどうこうなるものではないな。

　エリーゼたちが怖くて、筋肉痛になるまで剣を振り下ろしているエルヴィンだが、小箱に穴を開けられる目途はまったく立っていなかった。

「傷だらけだが、小箱が無事でよかった。貴重な研究資料なのでな。素直に一ヵ月待てばいいのに」

　ベッケンバウアー、死にたくなかったら、もう二度とそれを言わないでくれ。

　本当にお前は空気を読まないよな。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「魚は触れるけど、この餌のミミズは苦手なの」

「俺がつけてあげますよ、アマーリエ義姉さん」

「釣れた！」

「アマーリエ義姉さん、よく釣れるよね」

「もう、いい加減に『アマーリエ』って呼び捨てでいいのに」

「これは癖なのかな？　普段はちゃんと『アマーリエ』って呼んでるし」

「しょうがない義弟君ね」




「ヴェル君、見て」

「綺麗に咲きましたね」

「お花はいいわね。昔は余裕がなくて、家庭菜園が最優先だったから」

「そんなこともありましたね。今度、ブライヒブルクで珍しい花の種か苗でも買ってきますよ」




「こんなに高価なお洋服、もっと安いものでいいわよ」

「最近、領地の開発が順調でお金に余裕がありますから、大丈夫ですよ」

「ありがとう、ヴェル君」

「ブライヒブルクって大きな町ですね」

「それは、ヘルムート王国南方の雄にして、多くの貴族たちの寄親ですもの」

「子供たちへのお土産、どうしようかな？」





　　　　＊　　　＊　　　＊






　伯爵様とアマーリエが小箱の中に閉じ込められて一週間。

　二人は、小箱の中で楽しく暮らしていた。

　バウマイスター騎士爵領は順調に発展……魔法があるから当たり前なんだよなぁ……それに仮想の世界のお話だから……アマーリエとの間に何人も子供が生まれた。

　たまにブライヒブルクに所用で出かけるくらいで、あとは毎日楽しく地方領主生活を満喫している。

　休みには家族でピクニック、森での採集、夫婦の時間も大切にして釣りやガーデニングを楽しんでいた。

　まさに絵に描いたような仲のいい夫婦で、二人はとても幸せそうだった。

「なるほど。これは大した魔道具だな。ここまでの性能があるにもかかわらず、古代魔法文明時代の貴族家は断絶してしまうケースが多く、それは優秀な平民を貴族にすることで補っていたという。イシュルバーグ伯爵もそうだったらしい」

「いつの時代も大変なんだな。で、小箱はいつ破壊できるんだ？」

「導師の『魔導機動甲冑』で一週間攻撃し続けて、この小箱はまだ機能している。破壊は無理だな」

「一週間という予想は？」

「研究の世界において、予想とはよく外れるものなのだよ」

「威張って言うことか！」

　伯爵様とアマーリエが仮想世界で楽しく暮らしている様を、研究と称し観察し続けているベッケンバウアーが俺の質問に答えた。

　確かに、すでに小箱の表面は傷だらけ、焦げだらけ、中には深い傷もあるが、特に不都合もなく稼働していた。

　本人たちは幸せそうだが、他人が見たら背中がかゆくなりそうな仲良し夫婦の日常なんて観察して、本当に魔道具研究のためになるのか？

「集めたデータがなんの役に立つのかなど、その時になってみなければわからないものだ。ブランタークは研究者に向いていないな」

「だから冒険者になったんだろうが」

　魔導ギルドの地下に籠こもって研究の日々なんて、俺には性に合わん。

「それはいいんだが、エリーゼたちの機嫌が……」

　ず───っと、伯爵様とアマーリエが仲良くしているところを見せられる……ベッケンバウアーに言わせると見に来なければいいという話なんだが、お前が研究と称して水晶玉に二人の様子を映すから……。

　とにかくアグネスたちを含め奥方たちの機嫌は最悪で、バウマイスター伯爵家の使用人たちは用事がある時以外、誰も彼女らに近寄らなくなっていた。

　まさに、バウマイスター伯爵家の危機というわけだな。

「ベッケンバウアーさん、小箱をお借りしますね」

「どうぞ」

　ここ数日、朝にエリーゼが小箱を借りに来る。そして、バウルブルクの郊外で破壊を目論むというのが日常化していた。

　魔法が派手に炸さく裂れつするため、バウルブルクの住民たちは郊外でなにか大規模な工事をしているのであろうと噂しているそうだ。

　この領地は、伯爵様たちの魔法のおかげで発展したからな。

　そう勘違いされても、別におかしな話ではない。

「うぉ───！　渾身の一撃なのである！」

　今日も、導師による全力攻撃で一日が始まる。

　エリーゼが怖いのでこの一週間、導師は酒も飲まず小箱の破壊に集中していた。

　導師が一週間も酒を飲まないなんて……よほどのことだ。

　ただし、導師の『魔導機動甲冑』をもってしてもこの様である。

「うぉりゃぁ───！」

「いくわよ！」

「今日こそは！」

　続けて、エルヴィン、イーナ、ルイーゼが剣、槍、拳で小箱を攻撃していく。

「今日も硬い」

「ヴィルマさん、日によって柔らかさは変わりませんから」

「だよな。柔らかい日とかあったら、逆に教えてほしいくらいだ」

　ヴィルマは大斧で、カタリーナは集束した『ウィンドカッター』で、カチヤは双剣で小箱の傷を広げていくも、なかなか傷は内部まで到達しなかった。

「こうなれば『インフェルノ』！」

「極限のブリザード『デスコールド』！」

　まずはテレーゼが灼熱で小箱を包み、すぐさまリサが極寒の魔法で小箱を覆う。

　短時間で過剰なまでの温度差に晒さらし、小箱を脆もろくさせようとしているのだが、イシュルバーグ伯爵の作品にはまったく効果がなかった。

「先生！　もう一週間も会えていません！」

「アマーリエさんばかりズルイです！」

「壊れろぉ───！」

　アグネスたちも次々と魔法を放つが、相変わらず小箱はビクともしない。

　当然、焦げや傷自体は増えているが、それが伯爵様たちの解放に届かないことは、この一週間で理解したつもりだ。

「硬い」

「私たちじゃあ、まだ修行不足なのかな？」

「もう魔力が尽きちゃった」

　アグネスたちの攻撃をもって、今日も小箱の破壊作戦は終了した。

　みんな全力で魔法を放つものだから、この一週間で随分と腕を上げていたが、小箱はそれすらあざ笑うかのような頑丈さを誇示していた。

「このまま一ヵ月待つしかないのでしょうか？」

「ワシとて別に、毎日水晶玉に小箱の中の世界を映して観察しているだけではない。ちゃんとこの小箱の開け方を研究している。非常に難しいが」

「開ける方法があるんだ」

「当然。このように小箱の面をスライドさせるのだが、スライドさせる加減と順番の組み合わせが無限に近く、それが書いてある説明書がないのが致命的なのだよ」

「説明書なんてあるのですね」

「元よりこれは、ちゃんとした使用目的がある魔道具なので当然だ。なにかがあった時に備えて、小箱を開ける方法があるに決まっている」

　ところがこの小箱は発掘品であり、だから説明書もなく、伯爵様たちの救出に四苦八苦しているのが現状であった。

「小箱の面をスライドさせる……本当だ！　動くよこれ」

　ルイーゼが実際に小箱の面をスライドさせ、その造りに驚いていた。

　その仕組みのせいで、偶然小箱を開けてしまって伯爵様たちは小箱の中に閉じ込められてしまったんだが……これまで散々魔闘流の技で攻撃していたのに、気がついていなかったのか？

「スライドさせても開かないね」

「どれか一面をスライドさせたくらいで開けば、誰も苦労しないではないか。小箱は六面あるので、二回操作が必要なら三十六通り、三回操作が必要なら二百十六通り、四回なら千二百九十六通りにもなる。多分、最低でも十回は操作しなければ開かないはずなので……」

　六分の一を十回以上突破しなければいけないから、六の十乗かぁ……。

　しかも、自分が正しい面を正しい順番でスライドさせているか確認できないため、すべての組み合わせを順番に試さねばならないのだから、一ヵ月なんてすぐに経ってしまう。

　さらに、十回以上スライドさせるのはわかっているが、正確に何回スライドさせる操作が必要か、まだ正式にわかっていないのだ。

　ベッケンバウアーの『一ヵ月待つしかない』というのは、ある意味正論なのか。

「そうでしたか……」

　小箱の破壊は難しく、ならば操作で小箱を開けられるかといえば、その確率は極端に低い。

　それを理解したエリーゼは、目が笑っていない状態からようやく脱した。

「あと三週間以上も……」

「小箱の中ではどれだけの月日が流れるのか」

「しかも、小箱のせいで二人はずっとラブラブ。ヤバイなんてもんじゃないよ！」

「ヴェル様、アマーリエさんしか見えなくなるかも」

「小箱から出て夢だと気がついても、すでに二人の仲は……ですわね」

「魔導ギルドの研究者なら、観察よりも小箱を開ける方法を模索すべきではないか？　ヴェンデリンから、いかほど支援してもらっているか理解しておるのか？」

「あ───っ！　壊れねえ！　ベッケンバウアーさんよ！」

「さすがはイシュルバーグ伯爵の作った魔道具……私の魔力では……」

「私たちは、先生にお嫁さんにしてもらえないんですか？」

「え───っ！　それはないよぉ───！」

「あ───っ、もう。私が小箱に入れていたら」

　エリーゼたちも、アグネスたちも、もはや打つ手がないといった今の状況に対し、ただ嘆くしかできないでいた。

　そしてそんな中でも、小箱の中で繰り広げられる、アマーリエと伯爵様の生活を何食わぬ顔で見て記録しているベッケンバウアー。

　こいつは真に研究者なんだろうなと思う。

「一ヵ月待てば、二人は出てくるのだから問題ないというのに……ほれ、このように小箱の六つの面をスライドさせるのだが、一回でも間違えたらやり直し。その面を動かしたのが正解か間違いかもわからないのだぞ。この条件でこの小箱を操作のみで開けるなど、まさに奇跡に等しいのだ。ワシは研究者だからこそ、理論的に物事を進める。感情的になっても仕方がないではないか」

「「「「「「「「「「「……」」」」」」」」」」」

　ベッケンバウアーの正論に、エリーゼたちは静かになってしまった。

「わかればいいのだ。この小箱はそう簡単に開かない。現に今、適当に面をスライドさせ続けているが、まずこれは正解ではない……」

　ベッケンバウアーが、エリーゼたちを諭しながら適当に小箱を操作していると、突然小箱が真っ白な煙に包まれてしまう。

　それが晴れると、そこには尻もちをついた伯爵様とアマーリエの姿があった。

「あれ？　俺はアマーリエ義姉さんと……あっ！　夢だったのか？」

「みたいね。どうしてこんなことに？」

　どうやらまたも偶然で、ベッケンバウアーが小箱を開けてしまったようだ。

　普段の研究は色々とアレなのに、こういう時に限って……本当にこいつらしい。

「あなた？」

「長い間夢を見ていたようだけど、これはこの小箱のせいか？」

「ヴェル君、ごめんなさい。私が不用意に小箱を操作してしまったから……」

「アマーリエ義姉さんは悪くないですよ。どうせアマーリエ義姉さんが小箱を触らなくても、俺が弄ったはずですからね。それに悪くない夢でしたしね」

「それもそうかも。でも、結局同じような結果になるのね」

「そう言われるとそうですね」

　確かに、現実も小箱の中の仮想世界も、伯爵様が土地を魔法で大々的に開発したのは同じなのか。

　よく出来た魔道具だな、この小箱は。

「バウマイスター伯爵殿」

「ベッケンバウアーさんですか？　どうかしましたか？」

「小箱の解析でね。今回の事件だが、バウマイスター伯爵殿もたまには世俗を忘れて夢を楽しんだ方がいいと、神様がくれたモラトリアムというわけだな」

「ベッケンバウアーさんは神を信じているのですね」

「少しはな。たまに神に祈りたくなることもあるのさ。いやあ、それにしても偶然とはいえ、この小箱を開けてしまうワシは、イシュルバーグ伯爵には及ばないが天才かもしれないな。エリーゼ殿たちもよかったではないか」

「「「「「「「「「「「……」」」」」」」」」」」

「どうかしたのかな？」

　ああ、今ようやくわかった。

　ベッケンバウアーは、魔法関連の研究以外ではバカなんだ。

　それもとびきりの。

　今回の事件、ベッケンバウアーに責任はまったくない。

　それなのに、これまでの言動のせいでエリーゼたちの怒りを一身に買っていた。

　ふと見ると、エルヴィンはもう姿を消していた。

　今回の事件でエリーゼたちの怒りの矛先に立候補する形となったベッケンバウアーに感謝し、それに巻き込まれないよう、早々に逃げ出していたのだ。

　導師もいないな……。

　導師は、昔からそういう奴だからな。

「最近聞いたが、ミズホでは『雨降って地固まる』なんて言葉もあるそうで。今回の事件によって、エリーゼ殿たちはますますバウマイスター伯爵殿との関係が深まり、アマーリエ殿もバウマイスター伯爵殿とますます仲良くなれた。この小箱、とてもいい品ではないか。ようし、頑張ってこれを作れるようになるぞ。魔法陣の次に頑張ろうと思う」

「仰りたいことは、それで終わりですか？」

「早く集めた資料を解析しないと。以上です」

　今、温暖どころか少し暑いバウルブルクに冷たい風が流れたのを俺は感じた。

　もうこれ以上いると、俺も危険だな。

　とっとと逃げ出すとしよう。




「ブランターク、ワシはこの世に理不尽さを感じるぞ」

「その理不尽さを回避するのも、人生を上う手まくやるコツなのでね」

　翌日、所用で魔導ギルドに行くと、ベッケンバウアーの両頬ほおには多数のモミジがついていたが、俺はあえてそれを見ないフリをしたのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「……」

「どうした？　ヴェル」

「久々に、みんなで魔物狩りをするわけだが……」




　思わぬアクシデントで、イシュルバーグ伯爵が作ったという小箱に一週間ほど閉じ込められてしまったが、小箱の中の世界はそう悪いものではなかった。

　外の世界に出た途端、それが夢だったのだと理解したのだが、アマーリエ義姉さんと『悪くなかった』という感想では一致している。

　二人の仲がますます深まった？

　どうだろう？

　前から、俺とアマーリエ義姉さんの仲はとてもいいからな。

　小箱のことがあってもなくても、そんなに変わらないだろう。

　アマーリエ義姉さんもそう言っていたし。

　事件のあと、そのお詫わびも込めてみんなで魔物狩りに来ているのだが……。

「戦闘はしないエリーゼも魔力が上がったような気が……他のみんなも強くなっていないか？」

「ああ、頑丈な小箱相手に修行したからなぁ……」

　エルの奴はなにを言っているんだ。

　あんな小さな小箱、動くわけでもないのに、修行の相手になんてなるわけないじゃないか。

「母は強しだな。今日はいないけど、アグネスたちも大分俺の教えを吸収したようだ。将来が楽しみだな」

「お前……ある意味、いい感じで抜けてるよな」

「はあ？　俺は別に抜けてはいないぞ。キレ者ってわけでもないけど」

　エルの奴、急になにを言うのかと思えば……。

　そういえば、アマーリエ義姉さんももう一人子供が欲しいって言っていたから、もうそろそろ考えないと。

　なにしろ、俺とアマーリエ義姉さんはとても仲良しなんだから。





第五話　動物園と牧場







「動物園？　なにそれ？」

「知らないのか、エルは。飼育している動物を見せる施設だよ。子供たちの情操教育にいいんだぞ」

「そうなのか……相変わらずどこから入手した情報かよくわからんが……」

「古代魔法文明時代には、大小問わず各地にあったという記述を見たんだ。領民たちにも開放すれば、きっと多くの人たちが押しかけるはずだ」

「バウマイスター伯爵領にいないような動物なら、珍しい物見たさで客は来るかな？　どう思う、エリーゼは」

「貴族個人で動物を飼っている人は一定数いますよ。犬、猫、鳥などが主ですけど、珍しい動物を飼って、同好の志に見せびらかす人もいますけど」

「それって、高価な宝石とか洋服とかを見せびらかすのとなにが違うのかね？」

「まあいいじゃない。フリードリヒたちが物心ついた時に、ヴェルはお父さんとして子供たちに楽しみを与えたいのよ」

「そう！　それっ！　イーナが正解」

　俺は貴族だ。

　それも伯爵なので、子供たちに高価な玩具おもちゃを与えようと思えばいくらでも与えられる。

　だが、ただ高価な玩具を与えるだけで、俺はフリードリヒたちにとっていい父親であると言えるのであろうか？

　金額の過多ではない。

　もっと違うもの、記憶に残る素晴らしいものを子供たちに与えたい。

　そこで思いついたのが、動物園の創設であった。

　大きくなったフリードリヒたちと、休みの日に一緒に出かければ……。

　おおっ！

　その光景を思い浮かべるだけで、俺はとてもいい父親ではないか。

　バウルブルクに動物園を作れば、きっと多くのお客さんが来て経済も回るはず。

　できれば水族館もあればいいのだけど、あれは手間がかかるのでまずは動物園で様子見だな。

「というわけでだ。バウマイスター伯爵家内に動物園の運営ができそうな者はいるかな？」

「それはつまり、実家が動物を飼うのが趣味で、その者も飼育を手伝っていた者、ということでしょうか？」

「そんなイメージだな」

　できれば、動物が好きな人ってのもあるか。

　動物が嫌いな人が無理に飼育しても大変だろうし、そういう人だとちゃんと飼育できないかもしれないからだ。

「実家で動物に慣れ親しんだ者を責任者にして、あとは畜産の経験者もいるといいかも」

　とはいえ、この世界では畜産に携わっている者はとても少ない。

　そう簡単に雇えないだろう。

　となると、実家で動物を沢山飼っていて動物好きな者ということになるのかな。

「フリードリヒ様たちが物心つく前に『動物園』なるものを軌道に乗せるべく、今のうちにというわけですか？」

「ローデリヒの子供たちも、他の家臣の子供たちも喜ぶぞ。子供は動物が好きだからな」

「そういえば、拙者の子たちも犬や猫を見ると撫なでようとしますな」

「そういうのが、子供の情操教育にいいんだよ」

「なるほど。では、早速家臣たちの中から候補者を選定しておきましょう。責任者を決めてしまえば、その者に任せればいいのですから」

　こうしてまた俺の思いつきにより、バウルブルクに動物園が作られることになるのであった。

　そしてこれが、俺とあのとても変わった男とが知り合う切っ掛けになったのだ。




「お館やかた様は、バウルブルクに動物園なるものをお作りになる予定で、その責任者に僕を指名してくださったと。ブルック・ムツ・フォン・ホーフェン、一生の仕事を得た気持ちです！　感謝に耐えません！」

「……やる気があっていいのかな？　うん、頑張ってね」

　早速ローデリヒが、動物園計画の責任者を連れてきた。

　年齢は二十歳前後であろう。

　とりたててイケメンというわけではないが、生まれの良さからくる気品のようなものを感じるが、なぜかボロボロのツナギに似た服を着た若者であった。

　彼は、自分が動物園計画の責任者に抜ばっ擢てきされたことをとても喜んでいるようだ。

　嬉うれしそうな表情で、俺にお礼を言ってきた。

「ブルックの実家であるホーフェン子爵家は、代々動物を飼うのが好きなのです。これまで誰も飼ったことがない動物の飼育方法を確立したりもしています。またブルックは、バウマイスター伯爵家で所有している馬の獣医もしています」

「へえ、そうなんだ」

　貴族にとって馬とはとても大切な乗り物であり、有事の際には命を預ける相棒でもあった。

　バウマイスター伯爵家も多くの馬を所有していて、当然、その飼育と健康管理を行う獣医という職業も存在している。

　獣医というよりも、馬医というべき存在で、他の動物の診察はオマケ程度らしい。

　アルバイトで貴族が飼っている犬や猫を診ているうちに、そっちが専門になってしまう人もたまにいるそうだが。

「ホーフェン子爵家は代々獣医を生業なりわいとしておりまして。動物好きなのは勿もち論ろんですけど、仕事のために色々な動物を飼っているんです」

「なるほど。それは理に適かなってるな」

「最初、先祖はこれまで誰も飼っていなかった動物の飼育に苦労して傷や怪我が絶えなかったとか。過去には熊の飼育に挑戦して、熊に殺されてしまった人もいたそうです」

「（すげえんだな、ヴェル）」

「（確かに……）」

　普通、熊の飼育なんて試みないものな。

　ホーフェン子爵家の業のようなものなのであろうか？

「おかげで今では、我がホーフェン子爵家のみが熊、猪いのしし、狼おおかみなど、普通の人では飼えない動物も飼育できるのです」

「凄すごいんだな」

　動物園とは名付けたが、最初は犬、猫、ウサギがせいぜいで徐々に種類を増やしていけばいいと思っていたんだが、ブルックに任せればかなり本格的な動物園になりそうだ。

「俺も熊とか狼と仲良くできたら楽しいかも」

「あの……エルヴィンさんやお館様は無理ですよ」

「えっ？　どうして？」

「狩猟をなさるからです」

「ああ、狩猟をすると駄目なのか」

「ヴェル、どうしてだ？」

「同類を殺した奴に、動物たちが慣れると思うか？」

　この世界の動物は、地球のそれよりも勘がいいからな。

　過去に仲間を殺した奴には慣れないというわけだ。

「じゃあ、狩猟ができないんだ」

「そうですね。あと、動物の肉も食べられません。わずかな臭いで動物に察知されてしまうのですよ」

　動物と仲良くなるため、肉は一切禁止なのか。

　まるでベジタリアンみたいだな。

　俺は、動物とそこまで仲良くなれなくていいかな。

「バウマイスター伯爵領には、動物の肉以外にも色々と食べ物の種類が多いので、私は助かってますよ」

　魔の森の果物類や、うちは南方から来る魚介類なども豊富だからな。王都よりは肉ナシ生活をしても楽なのであろう。

「凄いんだなぁ。動物と仲良くするのにそこまで節制するなんて」

「ええまあ、生業、家業ですし、動物は好きですからね。ただ、一つだけ大きなデメリットがあるんですよ」

「デメリット？」

　動物と仲良くなると、なにか不都合なことがあるというのか？

「ええ。実は代々ホーフェン子爵家は、どこの貴族の寄より子こにも、どこかの貴族家の寄より親おやにもなったことがありません。馬の医者がどこかの貴族家寄りなのは不都合なので……」

　貴族にとって馬は大切なもの。

　その馬を診る獣医が、どこかの貴族の影響下にあるのは好ましくはないのか。

　中立であることを求められると。

「どこかの大貴族の寄子になると定期的に食事に誘われますが、ご馳ち走そうって大抵肉料理じゃないですか。食べないと場がしらけるってのもありますね。だから、そういうパーティーにも参加したことないです」

　あっ、でも。

　誰からも食事に誘われないってのはいいかもしれない。

　俺の場合、『バウマイスター伯爵は味にうるさいから』と、彼らの考えるご馳走に招待され、まったく口に合わず、かといって不ま味ずいとも言えずと。

　無料飯は、必ずしも素晴らしいわけではなかったからだ。

「馬を診る仕事は急な場合もありますし汚れるので、貴族らしくない格好でいることも多いです。つまり人付き合いが悪くなるんですよね。だから、僕も含めてホーフェン子爵家の人間に、人の友達はいません。動物が友達だから全然寂しくないですけどね」

　動物とはすぐに仲良くなれるスキルを持つが、その影響で人間の友達は一人もいないと言い放つブルック。

　それでいいのかと思わなくもないが、俺もこの世界では十二歳までボッチだったから……ブルックは動物ならすぐ友達になれるのか。

　どういうわけか、あまり羨うらやましくないな。

「動物園の立ち上げ、頑張ってくれ、園長」

「任せてください！　いやあ、沢山の動物と暮らせるなんて楽しみだなぁ」

「「「……」」」

　動物園の件は上う手まくいきそうであったが、俺も、エルも、ローデリヒもブルックに対し、本当にそれでいいのかと内心思いつつ、動物園は作ってほしいのでなにも言わないことにしたのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「（まあ、概おおむね俺のイメージどおりかな）」

「これが動物園か。柵や檻おりに入れた動物を客に見せるんだな。なんかありきたり？」

「動物を飼っているとある貴族のお屋敷に伺った時、お庭がこんな感じでしたね。ここまで規模は大きくないですけど」




　ようやく完成した動物園をみんなで見にいってみる。

　犬、猫、猿、リス、ウサギ、イタチ、穴熊、鹿、ホロホロ鳥、その他、鳥類や小動物など。

　前世のように色々な動物が……というほど種類や数はいないが、ミニ動物園くらいの規模はあった。

「本当に、熊や狼もいるのね」

「猪もいる。ボクには美お味いしそうって、思えちゃうけど」

　人選の勝利というべきであろう。

　檻には入れられていたが、動物園には猛獣と呼んでもいい熊、狼、猪もいた。

　この世界の人たちの大半が、飼おうと思わない種類の動物なので、さすがはブルックというべきなのであろう。

　珍しいので客寄せになるかも……。

　地方に住んでいた人からすると害獣扱いなので、嫌がる人もいるのか？

「ホロホロ鳥、美味しそう……」

「ヴィルマさん、展示品なので食べてはいけませんよ」

「惜しい……」

　ヴィルマは、展示されているホロホロ鳥を見て美う味まそうだと言い、それをカタリーナが窘たしなめていた。

　でも、その気持ちはわからなくもない。

　番犬用の犬、ネズミ獲とり用の猫、荷を運ぶ馬。

　これらを除くと、この世界で動物を飼えるのは余裕のある金持ちだけだからだ。

　ヴィルマも元はさほど裕福ではない貴族の娘なので、ホロホロ鳥はペットではなく食べ物という認識なのだ。

　エリーゼは、動物を飼っている貴族の家に招待されたことがあるそうだ。

　庭に檻などが置いてあるが、来客に見せて自慢するのが目的で、うちのように一般公開を目指しているところは珍しいはず。

　飼育している動物の一般公開という考え方に慣れていないというわけだ。

「ふむふむ、やはり南方にあるバウマイスター伯爵領では、貴族が飼える動物が多いの」

「フィリップ公爵家って、動物を飼っていたっけ？」

　以前訪れた時は、内乱中でそれどころではなかったんだよな。

「アーカート神聖帝国でも、北方に領地がある貴族たちには狼を飼う習慣があるな」

「狼か。凄いな」

「まあ、なんだ。狼の強さにあやかろう、狼を飼っている俺は強い、みたいなしょうもない理由で飼っているだけだぞ。アレは猛獣なので、飼うのには手間と経費がかかる。他の貴族が狼を飼っているのに、自分だけ飼っていないというのは恥ずかしい。そんな消極的な理由で、仕方なしに飼っている貴族も多い」

「昔からの習慣だからやめられないのか」

「そんなところじゃの。しかし、ここはいいの」

「あっ、動物に触れられるコーナーだって」

　カチヤは、子犬、子猫、子ウサギや小動物などに触れられるコーナーを見つけた。

　こういうのって、世界は違っても誰かしら考えるんだな。

「お館様、うちの目玉のコーナーなんですよ。小さな子たちに人気になりますよ」

「いいアイデアだな」

　俺はなにも言っていないので、触れ合いコーナーはブルックが自分で考えたようだ。

　やはり、俺の人選は間違っていなかったことになる。

「実際に触れてみますか？」

「いいな、それ」

　ブルックの勧めで、俺たちは触れ合いコーナーで動物に触ってみることにした。

「こういうのはいいな。フリードリヒたちがもう少し大きくなったら、ここに連れてこよう」

「いいですね、あなた」

「きっと喜ぶと思うわ」

　俺は子犬を、エリーゼは子猫を、イーナは子ウサギを抱いて楽しい時間を過ごしていたが、どういうわけか、何人かは動物たちに避けられてしまっていた。

「おいっ！　みんな俺から逃げて行くぞ。どういうことだ？」

「そうですか？　私は大丈夫です」

　エルが動物たちに触れようとしたら、なぜか逃げられてしまった。

　ハルカはそんなことないのに……。

「はははっ、どうせエルは『美味しそう』とか思ったんじゃないの？　動物は鋭いからね」

「じゃあ、ルイーゼも駄目じゃないか。さっき、猪を見て『美味しそう』とか言っていたじゃないか」

「そんなことはないよ。ボクくらい可か憐れんさと包容力を持った人間を、動物たちが避けるわけないもの。ほら……あれ？」

「なにが『あれ？』だ。やっぱり駄目じゃないか」

「おかしいな？」

　エルと同じく、ルイーゼも動物たちに避けられてしまい、差し出した手をどうしたものかと困惑していた。

「可愛かわいい」

「おかしいよ！　ヴィルマだって、さっきホロホロ鳥を美味しそうって言っていたのに！」

　確かにそう言われると、さっきルイーゼと同じくホロホロ鳥を美味しそうと言っていたのに、動物たちに避けられていないヴィルマは……どうしてなんだろう？

　口では『美味しそう』って言っていたけど、まったく本気ではなかった？

　プロの猟師でもあるヴィルマは、普段と狩猟をする時とで、気持ちの切り替えができるからか？

「つまりルイーゼは、食い意地が張ってるんだな」

「カチヤもそうじゃん」

「あたいも、ヴィルマと同じプロだぜ。仕事をしていない時の穏やかさを動物たちは理解してくれるはずさ」

「断言して恥かかないようにね」

「ルイーゼ、負け惜しみか？　ほれ見てみな……あれ？」

　そういう前フリをしたからではないだろうが、カチヤも動物たちに手を差し出したが、すぐに逃げられてしまった。

「おかしいな？　旦那？」

「一つ聞くけど、カチヤにとって猪とは？」

「あいつらは、農作物を荒らす害獣だな。熊も鹿もそうだ。ウサギとホロホロ鳥はご馳走」

　なるほど。

　カチヤは農業が盛んな、というか命と呼ぶに相応ふさわしい領地の生まれだ。

　動物たちに対し本能でそう思っているから、それを察知した動物たちに避けられているのであろう。

　この世界の動物たち……勘が鋭いな。

「結局、カチヤもボクと同じじゃん。ねえ、きっと同類だと思われるカタリーナ」

「ルイーゼさんはなにを仰おっしゃるかと思えば……。貴族である私の寛容な精神に、純粋な動物たちが気がつかないはずがありませんわ。私はそれほど動物好きというわけでもありませんが、カイエンはとても喜びそうですわね。ここは母親として、試しに動物たちと触れ合って……あれ？　ですわ」

　なんだろう。

　どうしてカタリーナはこういう時、俺たちの期待を裏切らないのか？

　ボッチ体質だから？

　でもそれなら、俺も似たようなもので……。

「カタリーナは、狩猟のしすぎではないのか？　妾わらわは大丈夫だぞ」

　狩猟のしすぎと、動物たちに避けられるのは関係あるのか？

　ここ最近はともかく、以前は嗜たしなむ程度にしか狩猟をしていないテレーゼは難なく子ウサギを抱くことに成功していた。

　というか、地球の動物園の触れ合いコーナーで動物に逃げられる人って見たことない。

　この世界の動物って、かなりアグレッシブなんだなと思う俺であった。

「それでしたら、ここにいる全員が動物に避けられてもおかしくはないではないですか。リサさんは……大丈夫ですわよ」

　多分、俺たちの中で一番動物を狩っているはずのリサであったが、普通に子ヤギに触れていた。

　俺には、動物に避けられるか、避けられないかの基準がよくわからなかった。

「まあ、視察としては十分かな。なあ旦那」

「そうだよね。この動物たちと触れ合うのは子供たちなんだから、ボクは関係ないし」

「そうですわ。私たちはもう大人ではないですか。動物に避けられたところで別に……」

「負け惜しみか？」

「「「ああん？」」」

「なんでもないです！」

　自分も動物たちに避けられたくせに、ルイーゼたちに対し余計な一言を言ってしまったエルは、彼女たちから凄まれて、慌ててそれを訂正する羽目になった。

「これならすぐにオープンできそうだな」

「お館様のお墨付きが頂けるとは、頑張った甲か斐いがありますよ」

「猛獣たちも大人しいし。これがホーフェン子爵家の家伝なのか」

「ええ、私たち一族は人間の友達は一人もいませんけど、動物たちとは仲良しですから」




「「「「「「「「「……」」」」」」」」」




「（なあ、それって誇れることなのか？）」

「（エル、しぃ───！）」

　俺は慌ててエルの口を塞ふさぐ。

　それで悩んでいるのならともかく、ブルック自身は納得しているんだ。

　本人が幸せならそれでいいじゃないか。

　少なくとも、昔の俺よりも圧倒的にマシだと思うことにした。
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「そういえば、お館様より命じられた牧場の拡張と新設ですが、これも順調ですよ」

「へえ、ヴェルも貴族らしいことをするんだね」

「ルイーゼ、俺は一年で五分くらいは貴族らしいことをするんだぜ」

「もっと貴族らしい時間を延ばせよ……」




　動物園については言うことなしだったので、もう一つ頼んでいた牧場の新設と拡張についてもブルックに聞いてみることにした。

　そりゃあ、ブルックに動物園のことだけ頼むなんてことはしないさ。

　彼を責任者に、バウマイスター伯爵領内で牧場を増やすことも計画していたのだ。

　肉は狩猟で得ればいいという考えと、土地という現実問題から、牧場で育てられる家畜は馬が優先されていた。

　農民たちも、馬を用いて田畑を耕すので需要は多い。

　次は、簡単に育てられる鳥かな？

　卵も採れるし、牛やヤギからは乳が採れ、これはかなりの高級品であった。

　実は、フルーツを使ったタルトや焼き菓子の方が、生クリームをたっぷり使ったケーキよりも安かったりする。

　牛やヤギから乳を採る畜産はどうしても広大な土地を必要とするため、食料需要から考えると農業をした方が……という話になってしまうからだ。

「意外と数はいるのかな？」

「残念ながら、乳の生産量はさほどでもないですね。育成中の牛やヤギはまだ未出産のものばかりなので」

　牛やヤギは出産させないと、乳が採れない。

　肉を採るための畜産よりも贅ぜい沢たくとされる理由であった。

「本当は品種改良をしたいんですけどね」

「体を大きくし、乳も沢山採れる牛やヤギを作り出すわけだな」

「おおっ！　おわかりいただけますか」

　前世の記憶があるからな。

　実際のところ、そこまで畜産に詳しいわけではないけど。

「畜産が盛んな他の牧場なり、貴族なりに相談して、体が大きくて乳が沢山採れる牛やヤギを手に入れるか、こういう時は種付けさせると聞くが。種付け料を支払えばいいわけだし」

　馬でも同じことをしているので、これは知っている人も多いはずだ。

　貴族はいい馬を欲するので、自分たちが持ついい馬同士を種付けし合うことも多いと聞く。

「それをしても、さほど効果はないと思いますよ」

「どうしてだ？」

「実はお館様から頂いた予算に余裕があったので、すでにいい牛やヤギを仕入れているからです」

　この世界だと、このくらいの牛とヤギでも上等な部類なのか。

　前世で高級な牛乳を出す牛を見たことがあるけど、それと比べると全然的に体が小さいし、少し痩せているようにも見えた。

　そういえば、牛やヤギに穀物の飼料なんて勿もっ体たいないからやっていないのを思い出した。

　人間が食べるのが先と思われてしまうのが、この世界の常識なのだ。

「となると、突然変異の優良種が出るまで待つしかないのか？」

「他に、手がないわけでもないです。ある種の賭けになりますけどね」

「賭け？」

「実は、家畜から魔物化した牛やヤギがいるんですよ」

「そんなのいたんだ！」

　野生動物しか魔物化しないものだと思っていたが、飼育されている牛やヤギが魔物になる？

　そんなケースがあるんだ。

「牛やヤギは、家畜化されても動物ですからね。管理が下手で逃がすケースも。あとは、牧場の経営にしくじる貴族が無視できない数います」

　ブルックの説明によると、畜産は大変だが、高価で付加価値が高い乳製品が作れるので、これを自領の産業にしようと目もく論ろむ貴族は定期的に現れるそうだ。

「大枚を叩はたいて牛やヤギを購入し、新設した牧場で育てるのですが、素人なので管理がいい加減だったり、採算が取れなくて廃業する貴族や牧場主も多いのです」

　飼育管理がなっていなくて、家畜を死なせるくらいならまだいい方。

　最悪なのは、牛やヤギを逃がしてしまう者たちの存在だとブルックは言う。

「魔物の領域に逃げ込み、大半は魔物に捕食されてしまうのですが、中には生き延びて魔物になり子孫を残すものも出てきます」

「魔物化すると、巨大化してしまう種が大半。それを再び家畜化すれば、体が大きく乳が沢山採れる牛やヤギが手に入るわけだ」

「それ、机上の空論じゃないかしら。魔物が人に慣れるなんて話、まず聞かないけど」

　イーナが即座に反論した。

　ブルックの言う『魔物の家畜化』は危険ではないかというのだ。

「イーナ奥様、確かに魔物の家畜化は無謀とされてきました。実際に、これまで成功させた者は一人もいません。ですが私がいます！」

　人間の友達は一人もいないけど、すでに動物園の動物たちと仲良くなっているブルックならば、ホーフェン子爵家の出ならば、魔物の家畜化も可能かもしれない。

　俺も次第に、できそうな気がしてきた。

「（乳製品が安く手に入るのはいいよな。駄目元で試してみようかな）」

　俺も協力すればいい。

　そうすれば、ブルックが魔物に害されることを防げるであろう。

「試してみればいいんじゃないかな？　俺も手伝うし」

「お館様！　ありがとうございます！」

「ヴェル、本当に大丈夫なの？」

　イーナはまだ、俺たちを疑いの目で見ていた。

「牧場が無事軌道に乗れば、バウルブルクに乳製品が沢山供給され、領民たちはありがたがり、バウマイスター伯爵領の経済も回る。いいことずくめじゃないか」

「成功したらでしょう？」

「試してみなければなにも進まないさ」

「それはそうですね。『事を成すには、まず行う必要がある』という言葉が教会にも伝わっておりますから」

　エリーゼも賛同してくれて……教会って、言うことはいいんだよな。どういうわけか行動が伴わないケースが多いんだけど……。

　とにかく、その魔物化した牛やヤギを捕らえに行くことが決まったのであった。
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「ああ……魔物化した家畜ね……いるらしいですね。我が領内の魔物の領域に入った冒険者たちが言っていましたとも」




　小型の魔導飛行船で、俺たちは小領主混合領域の一つ『ベッケナー男爵領』へと飛んだ。

　ここは以前、大々的に畜産業を行おうとして失敗し、領内の魔物の領域に逃げ込んだ牛やヤギなどが魔物化し繁殖しているらしい。

　応対してくれたベッケナー男爵だが、心なしか疲れたような表情を浮かべていた。

「祖父のせいで大借金を抱えていまして……その返済にあと三代はかかるはずです」

　元気がなくて当然か……。

　自分で起こした事業が失敗したのならともかく、祖父の後始末で借金返済に追われているのだから。

「魔物の領域での狩猟を認めます。アガリの三割を税として納めてください」

「わかりました」

　ベッケナー男爵は、それだけを言うと屋敷に戻ってしまった。

「辛気臭い人だね、ヴェル」

「まあそりゃあ、借金があれば誰でも？」

　中には、完全に開き直る人もいるのだろうけど。

　ルイーゼも、開き直るタイプなのであろうか？

　ベッケナー男爵は見た目が真面目そうなので、そういう境地には至らないのであろう。

「で、問題は、本当に魔物なんて捕らえるのか？」

「普通はしませんよね。無駄なのと、なにより危険なので」

　俺たちよりも冒険者歴が長いカチヤとリサは、魔物を捕らえるということ自体に抵抗があるようだ。

　普通は狩るものだし、魔物は動物よりも巨大で狂暴だ。

　捕らえるという行為には魔物よりも圧倒的に上の実力が必要で、もし魔物を捕らえられたところで『だからなに？　とっととトドメを刺して解体しなければ』という話になるので、無駄という意見は正しかった。

　さすがに、魔物を飼おうとする貴族や金持ちは……過去にいたのであろうか？

　あまりいい結果にならなかったような気がするけど。

「ブルックさん、私は今日あまりお役に立てないと思いますけど……」

「いえ、エリーゼ奥様が一番重要なのですよ」

「そうなのですか？」

「怪我人が多いと踏んででしょうか？」

「カタリーナ、怖いことを言うな」

「ですが、魔物を捕らえるというのはそういうことですわよ」

「たまにアカデミーなどが研究目的で魔物の捕縛依頼を冒険者たちに出しますけど、死人が出ることもあります」

「ほら、リサさんもこう仰っているではないですか」

　毎日子育てではストレスが溜たまるだろうと、エリーゼも今日の狩猟に参加していた。

　基本的に戦闘力がないエリーゼは、魔物を捕らえるなどできない。

　参加しても役に立てないというエリーゼの言葉を否定したブルックだが、なぜかカタリーナが代わりに問い質ただした。

　怪我人が多く出そうなので、治癒魔法使いであるエリーゼが必要なのではないかと言うのだ。

「実際のところ、どうなんですか？」

「エリーゼ奥様の治癒魔法は魔物に必要なのですよ」

「どういうことじゃ？」

　今度は、テレーゼがブルックに質問をした。

「魔物化した牛の体内から、魔石を抜くんです」

「そんなことをして、魔物って死なないの？」

「死にませんよ。過去にアカデミーで実験していますから」

　イーナの疑問にブルックが答えた。

　アカデミーって、そんなことまで実験していたんだ。

「もっとも、普段はあまり役に立たない知識ですけどね」

　まあ、魔物なんて殺してから解体しても、なんら不都合はない。

　むしろその方が安全だし、手間もかからないから当然か。

「魔物化したために巨大化した牛。これをなるべく無傷で捕らえ……駄目な時はエリーゼ奥様の治癒魔法で……。次に私が魔物から魔石を取り出します。さすれば、魔物は巨大な動物に戻るという寸法です。私なら飼い慣らせます」

「そんな単純な話なのか？」

　魔物の魔石を取り出せば、巨大な動物に戻ってしまう。

　魔物は体内に魔石があるから魔物であり、魔物の領域にいるから魔物である。

　生け捕りにして体内の魔石を取り出し、牧場で飼い慣らせば家畜になる。

　そんな簡単に事が進むのか、エルは疑問に感じているようだ。

「実際に試せばいいじゃん」

「ルイーゼの言うとおりだよな」

　というわけで、俺たちとブルックはベッケナー男爵領内にある魔物の領域へと入っていくのであった。
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「ブモォ───！」

「いきなり突進してきた！　ヴェル！」

「任せてくれ」




　ベッケナー男爵領内にある魔物の領域は、森ではなく草原であった。

　近くに牧場の跡と思われる草原とボロい柵もあったので、ここから魔物の領域に牛が逃げ出してしまったのであろう。

　牛が脱走するって、前世でもテレビのニュースでたまにあったような気がするから、そう珍しいことでもないのかもしれない。

　魔物化した牛は、当然、とても大きかった。

　見つけた俺たちを敵視し、普通の牛ではあり得ない速度で突進してくる。

　エルも倒せと言われたらできるのであろうが、これの生け捕りは確かに難しいはずだ。

「ヴェル、どうするんだ？」

「こういう時のために、『エリアスタン』を改良した『スタンショット』がある」

　火と風の混合である雷の魔法を利用し、その標的に電気麻酔をかけて麻ま痺ひさせる魔法だ。

「それ、大丈夫なのか？」

「当然」

　もし失敗しても、魔物が感電死してしまうだけだからな。

　自分の身の安全は保証されるわけだ。

「食らえ！」

　魔法の威力を落とし……すぎると、体が大きいので効果がなくなってしまうからほどほどに……。

　俺が練習していた『スタンショット』を食らった牛の魔物は、その場に崩れ落ちてしまった。

「いくわよ！」

「任せて！」

「縛れぇ───！」

　どうやら、死なせずに麻痺させることに成功したようだ。

　事前に打ち合わせていたとおり、すぐにイーナたちが牛の魔物を縄で縛った。

「でもさぁ……魔物を生かしたまま、魔石なんて採れるのか？　確か、心臓の位置に近いんだろう、魔石は」

「そこは、僕は獣医でもあるので」

　カチヤの疑問に答えるかのように、ブルックは縛られた牛の体を大きなナイフで切っていき、体内にある魔石を取り出すことに成功した。

「ここでエリーゼ様が必要なのですよ」

「ああ、手術の傷を治療するのか。エリーゼ、牛だけど大丈夫？」

「はい。人間でも魔物でも、基本的に治癒魔法の効果は変わりませんから」

　そう言うと、エリーゼが魔石を取り出した牛の傷跡に治癒魔法をかけた。

　するとすぐに傷は塞がってしまう。

　通常なら、魔物に治癒魔法をかけるなんて完全に魔力の無駄遣いである。

「治りました」

「エリーゼ奥様の治癒魔法は素晴らしいですね。これで、魔物は家畜に戻ったわけです」

「結構簡単なんだな」

「エル、それは違うぞ」

　まず、牛の魔物をなるべく無傷で捕らえる必要があるので、これをできる冒険者は非常に貴重だ。

　なにより、生け捕りにしたら素材や魔石が手に入らない。

　実力者ほど嫌がる類たぐいの仕事だな。

　実力がない冒険者だと、牛の突進を食らって大怪我か、最悪死んでしまうであろう。

　魔物化した牛は、飼われている牛の倍近い大きさがあるからだ。

　次に、ブルックの獣医としての腕前だ。

　牛の体の構造を完全に理解していて、心臓や大切な血管を傷つけないように魔石を取り出したのだから。

　そしてエリーゼの治癒魔法と。

　意外とハードルが高い仕事で、普通の冒険者パーティにはできない。

　手間の割に儲もうからないので、それを行える実力があっても、こんな依頼を引き受ける冒険者はまずいないか。

「あとはこれを繰り返すだけです。魔石を取った牛は、魔物の領域の外にある元の牧場に繋つないでおきましょう」

　そこには、ブルックの下で働いている動物園と牧場の職員たちがいる。

　彼らはブルックほどではないが、動物の扱いに慣れているから大丈夫だと彼は言った。

「まだ麻痺しているけど、これ動かすの？」

「私はできる」

「おおっ！　さすがはヴィルマだ！」

　魔石を取り出した元魔物の牛は、ヴィルマが担いで外に運び出した。

　さすがは、俺たちの中で一番の力持ち。

「ヴェル様、お腹が空すいた」

「はい、これを」

「お菓子美味しい」

　ただしあれほどの大きさのものを運ぶと、かなりエネルギーの消耗が激しいようだ。

　甘いお菓子を大量に食べながら作業していた。

　ルイーゼとカチヤは、その素早さを生かして牛をこちらに誘い出し、俺、カタリーナ、テレーゼ、リサが『スタンショット』で麻痺させて、イーナとエルが、念のために牛を縛る。

　その麻痺したままの牛からブルックが魔石を取り出し、エリーゼが手術の傷を治癒魔法で治す。

　それをヴィルマが担いで魔物の領域の外に運び、連れてきた警備隊員たちがリアカーで元牧場に運ぶ。

　ブルックの部下たちが、麻痺が切れた牛を世話して宥なだめ、それを魔導飛行船に運ぶ。

　俺たちが乗ってきた魔導飛行船は馬を沢山運べる仕様なので、少し改良して牛も運べるようになっている。

　牛でいっぱいになったら、魔導飛行船はバウルブルク郊外に建設した牧場へと牛を運んだ。

「つうかヴィルマは、よくこんなデカイ牛を一人で運べるな」

「試す？」

「腰が壊れるわ！　導師じゃあるまいし！」

　推定でトン超えは確実な牛なので、ヴィルマでなければ運べないだろう。

　導師でも、『魔導機動甲かっ冑ちゅう』状態でなければ難しいと思う。

　効率が悪いので、いちいちそんなことをする必要もないけど。

「旦那、ベッケナー男爵に払う税金はどうする？　生け捕りだから素材が採れないじゃないか」

「それなら、魔石を全部あげればよくないか？」

「ちょっと気前良すぎないか？」

　貴族領内にある魔物の領域で冒険者が狩りをすると、納める税金で揉もめるケースが時々ある。

　貴族側は一セントでも多く納めてほしいし、逆に冒険者側は一セントでも少なくしたい。

　領内に冒険者ギルドがあれば、単純に獲物の評価額の何パーセント納めるで済ませればいいので楽なのだが、ベッケナー男爵領には冒険者ギルドがなかった。

　対応を誤ると、揉める原因になってしまうのだ。

　だから俺は、取り出した魔石を全部納めてしまえばいいと思っていた。

　これなら軽く約束の三割を超えてしまうので、向こうも文句をつけにくい。

　俺たちは生きた牛やヤギが欲しいのであって、魔石は他の魔物の領域でいくらでも手に入るからな。

　カチヤは俺と同じく貧乏性の気があるので、税を多めに納めることに抵抗を覚えたのであろう。

　そういうところは、生粋の冒険者だな。

「あとで、牛を寄越せと言われないようにするためだ。領内で大人数を使って作業しているから迷惑料もあるし。俺はバウマイスター伯爵だから、あまりケチケチしたこともできない」

「そうだよな。あたいはどうも、冒険者をしていた頃の癖があって」

「悪いことじゃないさ、経済観念がしっかりしていることは。家を保つのに必要だから」

　貴族にも、収入が多いからといって金遣いが荒く、借金だらけでいつ家が破産するかわからない、なんて人もいるからな。

　それよりは、カチヤの方が圧倒的にマシであろう。

「ベッケナー男爵の暗そうな顔を見るに、祖父の負債で相当大変なようだからの。魔石も竜ほど高品位というわけではない。気前よく納めてしまうのが一番であろう」

「なるほどな。元フィリップ公爵様もそういう判断か」

「持てる者があまりケチケチするのもよくない。あとであらぬ攻撃を受けて損を被るよりも、事前に多めに出費しておくというのも手、というわけじゃ」

　短期的な損得ではなく、長期的に損か得かで見る。

　元フィリップ公爵であるテレーゼだからこそ、そういう発想に至るのであろう。

「それにしても、随分と沢山捕らえたが、まだ必要なのか？」

「当然です。なにしろ、欲しい雌は半分しかいないのですから。それに、雌でも経産牛でなければ乳は出ません。乳製品の安定した供給のためには、もっと数が必要です」

「そんなに沢山、大丈夫か？」

「ええ。なにしろバウマイスター伯爵家直営牧場は広いので」

　土地だけは沢山あるので、その気になれば数千、数万頭でも大丈夫であろう。

　第二、第三と牧場を増やす手もある。

　ちゃんと人手が集まればの話だけど。

「あれ？　じゃあ雄はどうなるの？」

　ルイーゼはブルックに、雄牛の将来を訪ねた。

「体格のいい雄は種牛として残し、あとは暫しばらく肥育して肉になりますね。まだ獲れていないですけど、ヤギも同じです」

　なるほど、種付けに使わない雄は、暫く肥育してからお肉にするのか。

　可哀かわい想そう……と、元日本人的な発想でちょっとだけ思い、すぐに美味しそうと思ってしまった。

「（牛……ステーキ、ローストビーフ、そして、シャブシャブ、すき焼き！　頑張ろう！）これもバウマイスター伯爵領の領民たちに、安定して乳製品を供給するためだ！」

　どうも予想以上に魔物化した牛が多くて、何日かは頑張らないといけないかも。

　俺たちは『瞬間移動』で帰宅できるので、フリードリヒたちの顔を見に戻りつつ、魔物化した牛を捕らえる作業を続けるとしよう。

「でさ、ヤギは？」

「そういえば一匹も見ないな」

「ベッケナー男爵の祖じ父いさんは、ヤギの飼育もしていたって言っていたよな？」

「確かに言っていた」

　おかしいな？

　この魔物の領域では、今のところ牛の魔物しか姿を見せないがどうしてだろうか？

　そんなことを考えていたら、魔物の領域ではお馴な染じみの狼が姿を見せた。

　これも、普通の狼の倍以上の大きさがあるのだが……。

「ヴェル！　見て！」

「ウモォ───！」

「キャイン！　キャイン！」

　ようやく姿を見せた狼であったが、牛の突進をモロに食らってしまい、悲鳴をあげながら逃げてしまった。

　足を引きずっているので、怪我をしてしまったようだ。

「この魔物の領域において、牛の魔物は上位の強さを誇るようですね」

　ブルックの推察が正しいと思う。

　狼からすれば、牛たちは暴走トラックのように危険な存在なのであろう。

　他に獲物がいないわけでもなく、わざわざ牛を狙わないのだと思う。

「そんな牛を家畜化する俺たちも大概だけどな」

「はははっ。エルヴィンさん、魔石を抜けば魔物は大人しくなりますから」

　魔石を抜いたばかりの牛が完全に大人しくなるまで時間はかかるが、それまでの間、静かにさせながら飼育する技術がブルックにはあるというわけだ。

「もっと捕獲しましょう」




　それから数日、俺たちは魔物化した牛を捕らえ、魔石を抜いてからバウルブルク郊外にある牧場に送り出す作業を続けた。

　すると、今度はヤギの魔物も姿を見せる。

　これも普通のヤギの倍以上もあり、雄の角もかなり大きく尖とがっていた。

「ホーンシープに似ているな」

「ああ」

　パルケニア平原に沢山いた、大きな角が特徴である魔物化した羊。

　そのヤギ版といった感じだ。

　この世界には野生動物であるヤギも、家畜化したヤギもいるので、それが魔物の領域に逃げ込んで魔物化したようだ。

「これも牛と同じく、捕らえて魔石を抜くんです」

　野生動物である牛やヤギを家畜化して体を大きくし、乳が沢山出るようにしたり、肉質もよくするとなると、品種改良に膨大な時間がかかってしまう。

　ところが、家畜から魔物化して巨大化した牛やヤギなら、品種改良や肥育にかかる時間を短縮できるわけだ。

　魔物の領域がある、この世界ならではの方法だな。

　あくまでも、それができる人のみ恩恵を受けられるのだが。

「ヴェル、随分と毛が長いヤギもいるのね」

「どれどれ？　あっ！」

　あれは、カシミヤヤギに似ていないか？

　この世界にも、カシミヤヤギのようなヤギがいたのか。

　しかも、なかなかにいい毛質をしているように見える。

　さらに体が大きいから、普通のカシミヤヤギよりも大量に毛が採れそうであった。

「あのヤギも捕らえよう。生え変わる毛か、櫛くしで梳すいて取った毛で子供たちの服を作るんだ」

　カシミヤの産着。

　きっと着心地は最高のはずだ……あれ？　エリーゼたちの反応が薄いな？

「ヴェル、そこはボクたちにもヤギの毛の服をプレゼントすべきだよ」

「そうね。ヴェルはそういうところが駄目なのよ」

「ヴェル様、こういう時は先に私たちにと言うべき」

「そうですわよ」

「そうだ！　そうだ！」

「ヴェンデリン、お主は相変わらずじゃな」

「旦那様、頑張りましょうね」

　どうやらフリードリヒたちばかり優先してたら、奥さんたちの機嫌を損ねてしまったようだ。

　やはり元陰キャは、女性の扱いが苦手なんだな。

「エリーゼ？」

「あのヤギさんの毛は柔らかそうですね。私も欲しいです」

　ならばと、俺はヤギたちを次々と『スタンショット』で麻痺させていった。

　捕らえられたヤギたちからブルックが魔石を取り出し、エリーゼが治療して、魔導飛行船で牧場へと運んでいく。

「もう結構な数の牛とヤギを獲ったよな？」

「今回はこんなところでよろしいでしょう。あまり数が多いと飼うのも大変なので。まだ人手も足りませんしね」

　俺たちは作業をやめ、バウマイスター伯爵領へと戻ることにした。

　その前に、今回採取した魔石を持ってベッケナー男爵の屋敷を訪ねる。

「今回は魔物自体の素材がないので、魔石を全部納めます」

　これなら、正当な納税率三割を超えているから大丈夫なはずだ。

「バウマイスター伯爵殿」

「はい？」

　ベッケナー男爵は、なにか不満でもあるのだろうか？

　ちょっと現金を出した方がいいのか？

「ありがとう！　これで大分借金が減るよ！　これからも遠慮なく牛やヤギの魔物を獲りに来てね！　あっ、なんなら私の娘をバウマイスター伯爵殿に！」

「ええと、それはちょっと……」

　沢山の牛とヤギの魔物の魔石だったので、ベッケナー男爵は借金が大幅に減ると喜んでいた。

　それはいいのだけど、エリーゼたちの前で娘を嫁に貰もらってくれとは言わないでほしい。

　今、背中から寒気のようなものを感じてしまったのだから。
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「見て、これ。このヤギさんの毛は細くてしなやかで肌触りもいいから、南方でも着られる薄いセーターが作れちゃうの。これ、王都でも需要あると思うわ」

「そうなんですか」

「生産量が安定したら売ってね」




　頑張ったおかげで、バウルブルク郊外の牧場は多くの牛とヤギで埋まった。

　ヤギから梳いた毛でキャンディーさんが『カシミヤのセーター』によく似たものを作ってくれたので、エリーゼたちは喜んで試着していた。

「ヤギの魔物は小領主混合領域に住んでいて、しかも魔物化していたでしょう？　暑さに強いから、その毛で作ったお洋服は暑いところでも大丈夫なの」

　魔物化したことで、さらに暑さに強い毛になっていたわけだ。

「ヴェル君、私の分もありがとう」

「アマーリエ義姉さんもよく似合ってますよ」

「お館様、私まで申し訳ないです」

「ハルカは、フリードリヒたちの世話があったからさ」

「なんか、洒落しゃれた感じでいいですね。ミズホにはないお洋服です」

　今回、アマーリエ義姉さんとハルカは、フリードリヒたちを世話するため留守番だった。

　二人の分のサマーセーターも、ちゃんとキャンディーさんに頼んでいたのだ。

「フリードリヒたちもご機嫌ですね」

「高級品だからね」

「ヴェル、赤ん坊はそんなことわからないだろう」

「でも、いい品はわかるさ。肌触りも最高だし」

　キャンディーさんには、カシミヤを用いたベビー服の作製も依頼しており、フリードリヒたちも新しいベビー服に満足そうであった。

「あなた、アグネスさんたちにも……」

「そうだった」

　俺たちが牛やヤギを捕らえている間、アグネスたちがローデリヒの依頼で領内の土木工事をしていた。

　正規の報酬は出しているが、迷惑をかけたお礼に高級カシミヤモドキのセーターをプレゼントしよう。

　私服として休みの日に着ると、大人っぽさを演出できるはずだ。

　キャンディーさんは、デザイナーとしての才能もあるんだよな。

　もっとも彼に言わせると、多才な才能よりも『真実の愛』が欲しいらしいけど。

「先生、ありがとうございます」

「肌ざわりが最高ですね、これ」

「先生、今度のお休みに遊びに行きましょうね。これを着ていくので」

　アグネスたちもカシミヤモドキのセーターを気に入ってくれたようだ。

「私も、いい商品見つけちゃった」

　以後、キャンディーさんはうちから仕入れたカシミヤヤギモドキの毛で服を作り始め、それが次第に評判となっていく。

　それと、ベッケナー男爵も自領に金になる魔物が生息している事実に気がつき、王都からブルックの弟を呼び寄せ、魔物化した牛やヤギを捕らえて家畜に戻し、畜産を再開した。

　そのおかげで、ベッケナー男爵家は祖父の借金を無事に返済し、乳製品、肉、カシミヤヤギモドキの毛などが特産品として知られていくようになるのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「先生、なにをしているんですか？」

「バターを作っているのさ。その前に、バウマイスター伯爵家直営牧場で搾った牛乳から生クリームを取り出す作業をしているけど」

「魔法でグルングルン回ってますね」

「先生、この部屋涼しくないですか？」

「魔法で部屋と容器を冷やしながら生クリームを分離しているからさ。バウマイスター伯爵領は暑いから」




　人間の友達は一人もいないが、動物とはすぐに仲良くなれるブルックの活躍により、早速、再家畜化した牛の乳が納入された。

　そのまま飲んでも美味しく、今もエルが朝の鍛錬を終えたあと冷やした牛乳を一気飲みしている。

　世界は違えど、ビンに入った冷たい牛乳を飲むとき、腰に手を当てる人は一定数いるのだと、今気がついた。

　俺は牛乳を金属製のバットに入れて冷やし、丸一日経たったので様子を見ていた。

　こうすると乳脂肪分が上に浮くので、これを採取すれば生クリームとなる。

　ただしこれは、地球の市販されている牛乳と違ってホモジナイズ処理をされていない牛乳だからできるという事情があった。

　ホモジナイズ処理とは、牛乳を攪かく拌はんしたり、超音波を当てて牛乳の脂肪球を細かくして均一化する処理のことだ。

　前世で仕事で牧場に行った時、そこの社長に教わった。

　ホモジナイズ処理された牛乳は乳脂肪分が分離しにくくなるので、市販の牛乳の大半にはこの処理がなされているのだ。

　逆に、ホモジナイズ処理された牛乳は乳脂肪分が分離しにくいので、生クリームを採取できないともいえる。

　つまり、ホモジナイズ処理された牛乳はそのまま飲むか料理に使おうね、ということだ。

　この世界でそんな処理は……俺はできるから、それで牛乳を処理して冷蔵庫に入れている。

　フリードリヒたちが乳離れをしたあと、その成長に牛乳は役に立つからだ。

「冷たい方が生クリームを分離しやすいんですね」

「ベッティ、猪の脂だって過熱すれば液体になるだろう？　つまり温かいと、牛乳の脂肪分である生クリームは分離しないわけだ」

「先生って、物知りなんですね」

「さすがは先生です」

「生クリームって、こうやって作るんですね。先生はやっぱり凄いです！　あっでも、だから高価で、お兄さんもあまり仕入れないのか……」

　アグネスたちが俺を褒めてくれるが、それは前世の知識のおかげということで。

　ベッティの言うとおり、生クリームは生産量が少なくて高価だからなぁ……。

　子供を育てている魔物の雌から乳を採取して売るなんて冒険者が成立しているくらいだから。

　ただその場合、魔物の種類によって乳の値段が大きく異なる。

　生臭かったり、癖があったり、薄かったりと。

　そういう魔物の乳は高く売れないわけだ。

　確か、水牛に似た魔物の乳がかなり高価だったはずだ。

　水牛なので、牛に近いからであろう。

　もっと畜産が盛んになれば、牛乳や生クリームの価格も下がるのであろうが。

「採取できた生クリームを密閉した容器に入れ、これを思いっきり上下に振り続ける」

　自分でやると手が疲れるので、勿論、魔法で動かしているけど。

　これは手抜きではない。

　生産性の向上というやつだ。

「無塩の方はあとでエリーゼたちがお菓子の材料にするから。塩を入れた方は焼いたパンに塗ると、これは最高に美味しいな」

　フレッシュバターと、炙あぶったパンがまたよく合うのだ。

　俺はジャムよりもバターの方が好きだな。

「新鮮なバターは美味しいですね」

「美味しい」

「お兄さんのお店では出せないけど、美味しいです」

　アグネスたちも、出来立てバターを塗った炙ったパンを美味しそうに食べていた。

「さらに、この生クリームを採った牛乳。これに魔の森で採取されたバナナを入れて……」

　ハチミツも入れてミキサーで攪拌すれば、『バナナシェイク』の完成である。

　魔力で動かすミキサーは、以前、魔の森にある遺跡の地下で見つけた古い魔道具だ。

「うめえ」

　乳脂肪分を取り除いた牛乳なので、鍛錬が終わってすぐのエルが飲めば、疲労回復と筋肉合成にも効果的だ。

「そうだ。このバナナシェイクを警備隊のみんなにも飲ませよう」

　訓練のあとに飲ませれば、みんな筋肉が効率よくつくはずだ。

「美味かった。でも、昨日の今日で、もう牛の乳が採れるんだな」

「経産牛がいたからだな」

　子供を産んだ経験のある雌牛は、餌をちゃんとやれば乳を出すようになる。

　まだ出産を経験していない雌牛は、一緒に捕まえた雄牛の中から優れた個体で種付けして子を産ませ、乳を出せるようにしなければいけない。

「生産量の増加には時間がかかるのさ」

「残りの雄は？」

「肥育して食べる！」

「王都にいた頃、ヴェルがどこかの貴族から牛の肉を貰ってきたけど、そんなに美味しくなかったよな、筋張っていて」

　エルの言うとおりで、この世界では牛をただ飼育しているだけの牧場が多いので、強い魔物の肉の方が美味しかったりするからな。

　飼育しているだけで珍しいから、大して美味しくなくても、高価で購入してしまう貴族や金持ちが多かった。

　つまり、見栄で購入しているわけだ。

　エルは魔物の肉の方が美味しいというニュアンスで意見を述べた。

　雄牛の味に期待していないのであろう。

「しかし、俺が関わる以上は美味しくなければ」

　どちらかというと乳製品の方が本命だけど、肉も美味しいに越したことはないからだ。

　しかし暫くは生産量も少ないので、高級品扱いなのに変わりはないか。

「あとは、こんなものも作った」

　俺は、事前に魔法で作っていた『ヨーグルト』と『チーズ』をエルとアグネスたちに披露した。

　普通に作れば時間がかかるが、これら乳製品といい酒造りといい、魔法とは便利なものだ。

　ヨーグルトの種菌は、すでに作っているところから購入して使用している。

　王都でも売っているが、これが結構な高級品なのだ。

　原料である乳が高いからであろう。

　購入したヨーグルトの種菌と牛乳を混ぜ、あとは四十度ほどの温かさで丸一日放置するだけでヨーグルトの完成だ。

「ハチミツとフルーツを入れて食べると、ほどよい酸味が美味しい」

　ヨーグルトと魔の森産の果物とを一緒に攪拌して、スムージーも作ってみる。

「美容にもいいし、健康にもいい」

　女子からの受けがいいのがスムージーという飲み物であった。

「美味しくて健康にいいのは凄いですね」

「先生って、色々な料理を思いつくのが上手ですね」

「お兄さんは……思いつかないかぁ……。今度教えてあげよう。ローザさんがなんとかするから」

「相変わらず兄貴は信用ないんだな」

「エルヴィンさん、信用がないんじゃないです。お兄さんは独創性がなくて、新しいものになかなか対応できないんです」

「それも褒め言葉じゃないような……」

　アグネスたちは、色々な果物とヨーグルトを用いたスムージーを飲みながら満足そうな表情を浮かべた。

「続けて、簡単に作れるチーズを……」

　牛乳を火にかけ、六十度くらいになったらレモン汁と魔の森で採れる柑かん橘きつ類の果汁を混ぜていく。

　牛乳が分離してきたら布で漉こせば、簡易カッテージチーズの完成だ。

　熟成させるようなチーズとは別物だが、料理にもデザートにも使える。

　今は簡単にハチミツとカットフルーツを混ぜたものを作ってみた。

　簡易チーズケーキみたいで、これはこれで美味しいのだ。

「続けて、カッテージチーズを作った際に出た液体ホエイと、同量の牛乳を混ぜて火にかけ、これに同じく柑橘類の果汁を混ぜる。分離したものを目の細かい布で漉します」

　さすれば、今度はリコッタチーズの完成である。

「これもサラダやデザートに使えるけど、なによりパンケーキに混ぜて焼くと、しっとりモチモチで美味しく仕上がる」

　早速パンケーキを焼いてみる。小麦粉、砂糖、卵、牛乳、リコッタチーズをよく混ぜるのだが、卵は白身を攪拌してメレンゲ状にしておく。

　メレンゲを混ぜて焼けば、ぶ厚くてフワフワなパンケーキが焼けるのだ。

「ヴェルは、本当にそういうの好きだよな」

　ぶ厚くフワフワに焼いたパンケーキを二段重ね、そこに泡立てた生クリーム、チョコレートソース、各種カットフルーツを載せれば、これはもうお店で出してもいいくらいのパンケーキだな。

　地球なら、女子が必ずＳＮＳで写真をあげると思う。

「うわぁ……美味しそう」

「もっと焼くから、エリーゼたちに朝食で出そう」

「私も手伝います」

　最近、兄の影響からか料理を真剣に習い始めたベッティと共に、ホットケーキを焼いて生クリームやカットフルーツで装飾していく。

　他にも、牛乳やホエイを入れて焼いたフワフワなパンに、出来立てのバター。

　各種スムージーに、カッテージチーズやリコッタチーズを用いたサラダやデザートなども出す。

　これらの料理を見ていると、牛を沢山捕まえてきてよかったと改めて思った。

　やはり、安定して乳製品がとれる生活はいいね。




「ヴェル君、朝からご馳走ね。乳や乳製品なんて、昔は買えなかったもの」

「その前に、バウマイスター騎士爵領には売っていなかったんですけどね」

　バウマイスター騎士爵領の場合、どういうわけかヤギもいなかったから、乳を入手しようがなかったのだ。

　馬の乳は仔こ馬うまが優先で、『人間が飲むなんてとんでもない！』だったのだから。

「生産量はまだ少ないけど、きっとブルックがやってくれるさ」

　だって人間の友達はいないけど、動物とはすぐに仲良くなれるのだから。

「もっと他に言い方があると思うわよ……ヴェル」

　イーナは苦言を呈するけど、ブルック本人はそのことを苦にしているようには見えないんだよなぁ……。

　友達がいないという割には顔が広いし、ローデリヒたちとも普通に接しているのだから。

　もしかしたらブルックは、『エアボッチ』なのかもしれない。

　本当のボッチってのは、十二歳になる前の俺みたいな感じで……思い出したら心が痛くなってきたから朝食にしよう。

「とにかく召し上がれ」

　俺は、エリーゼたちに乳製品を使用した朝食を勧めた。

「豪勢なパンケーキですね。それにフワフワで」

「あとで焼き方を教えるよ」

「ありがとうございます」

　無事に牧場に牛とヤギが集まったので、あとはブルックたちに任せて、乳製品と肉の生産量を上げてもらおう。

　という俺による一連の計画は一応の成功を収めたのだが、やはりバウマイスター伯爵領は暑いので、酪農に限っては次第に北部、アーカート神聖帝国に生産量で負けていくことになる。

　この世界の牛はホルスタイン種よりも暑さに強かったが、やはり暑いとどうしても乳量が落ちてしまうからだ。




「ううむ……アルフォンスの奴め。妾の手紙を参考に、ヴェンデリンの真似をし始めたぞ」

「フィリップ公爵領は寒いから、酪農では勝てない！」

　数十年後、フィリップ公爵領はリンガイア大陸一酪農が盛んな地域となったが、まさか俺の真似をしたのだと気がついた人はいなかった。





第六話　畜産と酪農とエアボッチ疑惑







「乳や乳製品もいいのであるが、バウマイスター伯爵。男は黙って肉を食うものである！」

「はあ……」

「元は魔物であり、肥育したからか、美う味まい肉なのである！」




　導師が、フリードリヒたちにプレゼントがあると連絡してきたので、この日は屋敷の庭でバーベキューパーティーを行った。

　ブルックが再家畜化して肥育していた牛やヤギの肉の試食も兼ね、網の上で大量の肉が焼かれており、導師は特に美お味いしそうに食べていた。

「ヴェル、ヤギの肉は癖があるな」

「ううむ……」

　ヤギは苛か酷こくな環境でも育つので、地球でもよく飼われている家畜だが、肉や乳に癖があるのが難点だ。

　この世界のヤギ肉も、少し癖があるな……。

　俺はちょっと苦手だ。

「導師はなにも気にせず食べているけど」

「導師は、ろくに下処理もしていない魔物の肉でも美味そうに食べるから」

　味音痴ってことはないが、そういう野趣溢あふれる料理も好きというわけだ。

　俺もエルも、以前導師が魔物の肉に塩だけ振って焼いたものを美味しそうに食べていたのを思い出した。

　エルもそういう肉を気にすることなく食べているけど、俺は正直苦手だな。

「で、その導師のプレゼントって？」

「きっとフリードリヒたちも喜ぶのである！　乗りたくて奪い合いなのである！」

　エルの質問に答えるかのように、導師は持参したプレゼントを自画自賛していた。

「（こういう時の導師は危険じゃの）」

「（ですよねぇ……）」

「（だよな）」

　テレーゼと、やはり今日来訪していたブランタークさんは、導師の持参した赤ん坊向けのプレゼントを見もしないで危険視していた。

　実際に見てもいないのに失礼……とは、俺もまったく思えなかったわけだが。

「もう少しすれば、フリードリヒたちを散歩に連れ出す時も来よう。某それがしも、自分の子供たちを見ているから知っているのである！　そこで某が、懇意の職人に頼んで作らせた乳母車である！」

　この世界にも乳母車はあった。

　使用目的が同じなら、世界は違えど、人間は同じようなものを作り出すという端的な例であろう。

　ただ貴族が使う乳母車なので、素材、デザイン、装飾は豪華であり、家紋が入っているのは、その乳母車を目にする人たちへ誇示するためであった。

　導師は、フリードリヒたちが使う乳母車をプレゼントとして持ってきてくれたようだ。

　早速『魔法の袋』から取り出して見せてくれた。

「乳母車ですか。フリードリヒたちも喜……ぶ？」

「あの……伯父様？」

　その乳母車がみんなに披露された時、全員が絶句してしまった。

　乳母車は、とても手間をかけて作られているようだ。

　素材を見ると、お金も相当かかっているのがわかる。

　とてもありがたいのだが、そのデザインセンスの悪さ……不気味さに、俺とエリーゼ以外は声を出せずにいた。

「バウマイスター伯爵の子供たちが逞たくましく育つよう、某が自ら職人に言って作らせたのである！」

「導師が考えたのか？」

「慣れぬことであったが、頑張ったのである！」

「頑張りの方向性が違うような気がする……」

　慣れない……いや、慣れていなくても職人たちはプロだ。

　依頼者が言ったデザインを、それなりの形にはしてくれるはずだ。

　つまり導師のデザインセンスが最悪なわけで……それ以上に色々と最悪なわけだが、さすがのブランタークさんも直言はできなかったようだ。

「ヴェル様、なんか怖い」

「（不気味だよなぁ……）」

　導師がプレゼントしてくれた乳母車は、間違いなく男の子用だと思う。

　乳母車全体を動物に見立て、赤ん坊や小さな子供たちを喜ばせようとする意図は感じられるのだが、全力で逆方向に疾走しているかのような造りなのだ。

「頭が三つある」

「格好いいであろう？　イーナ嬢よ」

「格好いい……かしら？」

　乳母車を動物に見立てているので、外側は動物の毛皮を用いてあった。

　大きさからすると、熊の毛皮かなにかかもしれない。

　前方に剥はく製せいにした頭部がついているのだが、子熊、猪いのしし、角のある雄鹿のそれは、まるで地獄の番犬ケルベロスのような造りになっていた。

　後ろにも、熊、猪、鹿の各々の尻尾がついている。

　こういう細かい仕事を見ると、この乳母車は優れた造りなのだと判断できた。

　優れた造りだからといって、それが消費者の嗜し好こうに合っているかどうかはまた別の話なのだけど……。

　この乳母車を見ると、それが実感できてしまうのだ。

「フリードリヒたちも、『格好いい』と思うのである！」

「（そうかな？）」

　ルイーゼが首を傾かしげる。

　日本にも動物に見立てたベビー用品なんて沢山あるし、きっとこの乳母車もそういう狙いで作られたものだと思う。
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　ただ、導師のデザインセンスと嗜好が一般人のそれと大きく違うだけなのだ。

　普通なら、動物のデザインを可愛かわいくデフォルメして子供受けを狙うのだが、生あい憎にくとこの世界にはまだ浸透していない考えだ。

　すべて動物の素材をそのまま用いているので、リアルすぎて導師の狙いは見事に外れていた。

　本人はまったくそれに気がついていないようだけど……。

「（無駄に造りはいいの。導師は金があるからの）」

　『無駄に』というのが、テレーゼの真の評価なのだと思う。

　変に狙わないで、普通に職人のセンスと技術力に任せた乳母車なら、こんなことにはならなかったであろう。

「もう一つ、これも用意したのである！」

　と言って、導師が『魔法の袋』から取り出したのは、赤ん坊用のメリーゴーラウンドであった。

　赤ん坊の頭上に吊つるす玩具おもちゃだ。

　フリードリヒたちが生まれたばかりの頃、いくつも貰もらったので順番に吊るしていたが、導師も新しいメリーゴーラウンドを持ってきてくれたようだ。

「（嫌な予感しかしないな、旦那）」

「……」

　まったくもって、カチヤの懸念を否定できない。

　すでに乳母車でやらかしている導師だ。

　メリーゴーラウンドでやらかさない保証など、限りなくゼロに等しいのだ。

「こういうものである！　以前バウマイスター伯爵から聞いた意見を参考にしたのである！」

　ここは庭なので、導師は持参したメリーゴーラウンドを『念力』で浮かせた。

　フリードリヒたちがいる部屋に合わせたのであろう。かなり大きなメリーゴーラウンドは……またも同じ結果になったが……。

　デフォルメされた可愛い動物などではなく、鳥、昆虫、小動物の剥製が吊るされ、正直に言ってかなり猟奇的な外見に仕上がっている。

　それが俺たちを再び絶句させてしまう。

　まさに『こんなベビー用品があるか！』と叫びたくなるような代物なのだ。

「（ヴェルさぁ……）」

「（そういう意図で言ったんじゃない！）」

　この世界の人間に、デフォルメ化した可愛い動物キャラの概念を伝えるのは難しい。

　なにをどう受け取ったのか知らないが、剥製にした動物をそのままメリーゴーラウンドに吊るさないでほしい。

　普通の赤ん坊なら確実に泣くであろうし、情操教育もへったくれもないからだ。

「（導師様の感性に任せたのが、そもそもの間違いでは？）」

「（そうね、衛生面でも問題ありそう……）」

　赤ん坊がいる部屋に、剥製を置くのはどうかというのもあるな。

　アマーリエ義姉さんは正しい。

　あとリサの言うとおりで、導師の感性を常人のそれと同等に考え、細かく説明しなかった俺の責任もあるのか。

「バウマイスター伯爵、きっとフリードリヒたちも喜ぶのである！　なあ、エリーゼ？」

「はい、そうですね……」

　エリーゼの性格上、『そんなわけねえだろうが！』とは言わなかった。

　だが、導師がプレゼントしてくれた乳母車とメリーゴーラウンドは、むろん倉庫の肥やしとなったのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「牛の肉であるか！　これは美味いのである！」

「そうだな。以前、貴族に食べさせてもらったけど、肉が筋張って美味くなかったからな」




　導師の贈り物のことはさておき、今日はブルックが持ってきてくれた牛の肉を使い、屋敷の庭でバーベキューパーティーを開いていた。

　早速、炭火で焼いた牛肉が提供されるが、導師にもブランタークさんにも好評だった。

「元魔物だからか？」

「それもなくもないですけど、単純に餌の問題です」

「餌？」

　貴族が高級品扱いしている飼育された牛の肉だが、その餌は草だった。

　牛が草を食べるのは当然という意見もあると思うが、今地球では食用の牛は穀物で育てられてもいた。

　でなければ、ああいう柔らかい肉質や、ましてや霜降り肉になんてならない。

　昔は牛の肉といえば、煮込むのが主流だったと聞くくらいなのだから。

　前世で知り合いの精肉店に聞いたのだが、某所の牛肉で、草だけ与えて育てたほぼ赤身の、主に加工品に使う安い肉があり、『食べると本当に草の味がした』と言っていた。

　勿もち論ろん、そのまま焼いて食べるものではないということだ。

　もっとも現在では、グラスフェッドビーフとかバターがヘルシーであると、一部セレブたちの間で重宝されているそうで、それらは高額だったりするとか。

　特にグラスフェッドバターは、かなりいい値段がしたのを思い出す。

　ただ、この世界では餌である牧草からこだわって飼育され、味がよく、オーガニックでセレブご愛用……な肉はないはず。

　草を食べているだけの牛肉なら、魔物の肉に勝てるわけがない。

　金持ちが、半ば見栄で購入しているものなのだ。

「この牛は、穀物を与えているのです」

「それは贅ぜい沢たくだな」

　この世界は食べ物が余っているわけではないので、穀物は餌などにしないのが普通だ。

　確か前世で聞いた話だと、肉を１作るのに、穀物が10必要だということなので、最近急速に農地が広がって生産量が増えているバウマイスター伯爵領でなければ無理な話なのだ。

「ヴェル様、おかわり」

「はい、どうぞ」

「美味しい」

「うぉ───！　負けていられないのである！」

　ヴィルマの食べる勢いに触発され、導師は焼いた牛肉を大量に食べ続けていた。

　このままだと一頭分は……この二人だと普通にあり得るから凄すごい。

「そして、新しい料理も作りました」

　せっかく牛の肉が手に入ったので、俺はローストビーフも作ってみた。

　多少手間はかかるが、丁寧に作れば誰にでも美味しく作れるからだ。

「あなた、まだお肉が赤いですが大丈夫ですか？」

「それが大丈夫なんだな」

　この世界では、肉の生食は危険とされている。

　ミズホ公爵領ですら、生で食べるのは魚だけで、肉は加熱して食べるものだとされている。

　だからエリーゼは、肉の内部が赤いローストビーフを食べても大丈夫なのか心配したのだ。

「これは、低温調理した肉だから」

「低温調理ですか？　初めて聞きます」

　お肉は七十五度で一分間過熱するものとして認識しているが、この世界では、完全に茹ゆでるか煮るか焼いてしまうのが普通だ。

　だから調理方法によっては、お肉が固かったりパサパサで美味しくなかったりする。

　それを解決するのが、低温調理というわけだ。

　まずは、牛の肉を真空パックに……まずいきなりここで躓つまずいた。

　この世界に食材を包むビニール袋なんて存在しなかった。

　低温調理は、肉を真空パックにすることで熱の通りをよくするものだというのに……。

　断念して普通に作るかと思ったその時、俺は思い出した。

　アーカート神聖帝国での内乱時、陸亀王レインボーアサルトという魔物の領域の主を特殊な魔銃で狙撃し倒したことがあったのだが、使用した特別製の魔銃の部品に用いられた、コードを保護するゴムモドキの物質。

　その材料は、北の森に住む巨大ナメクジの粘液を加工したものであった。

　これならイケルかもしれない。

　俺は急ぎミズホ公爵家に連絡を取り、巨大ナメクジの粘液をビニールシート状に加工してもらったのだ。

　なお代金は無料だった。

　肉の低温調理に使うとミズホ公爵に説明したら、『自分たちも試してみる』と言って、アイデア料として沢山貰えたからだ。

　さすがは、食にうるさいミズホ人である。

　こうして手に入れたビニール袋に牛の肉の塊を入れてから、低温で湯煎する。

　日本なら様々な調理器具があるのだが、この世界では低温で長時間加熱できる魔道具がなかった。

　幸い、古代魔法文明時代の発掘品の中に温度計があったので、大きな鍋に湯を張り、そこにビニール袋モドキで密封した肉の塊を入れる。

　肉には塩を振るが、その割合は〇・九パーセントがいいらしい。

　これは、塩分濃度が一パーセントを超えると人間の下は塩辛く感じ、逆に〇・七パーセントだと物足りなく感じてしまうからだそうだ。

　パスタを茹でる時や魚を焼く時にもこの法則は当てはまった。

　俺には腕がないので、魔道具を用いて肉と塩の量を計っていたが、ベッティの兄などは目分量でそれをやってしまう。

　なんだかんだ言われつつも、彼はプロの料理人なのだ。

　あと塩には、肉から余分な水分を抜いて旨うま味みを凝縮させる効果もあった。

　次に加熱だが、火や魔導コンロにかけると湯の温度が上がりすぎてしまうので、俺が温度計でお湯の温度を見ながら魔法で加熱した。

　肉の低温調理に最適なのは、五十五度から六十度くらいで一時間以上とされる。

　これでほぼ食中毒の原因となる菌は死滅するし、お肉が柔らかくジューシーなままで加熱できる利点があった。

　詳しい名前は忘れたが、肉には過熱すると旨味が増すタンパク質と、肉の組織を固くして旨味を外に逃がしてしまうものがあるそうだ。

　旨味を増し、肉の組織を固くしないように加熱できる温度が五十五度から六十度くらいというわけだ。

　その代わりに長時間加熱しなければならないが、その手間の甲か斐いあって柔らかくて美味しいローストビーフが完成した。

　一応ローストビーフなので、低温調理して食べる前に直じか火びで炙あぶると、香ばしさも加わってグッドである。

　牛の肉のみならず、猪やホロホロ鳥の肉も低温調理してあり、これを切り分けてから皿の上に載せて出す。

　塩のみで食べたり、塩と柑かん橘きつ類の果汁を振ったり、醤しょう油ゆ、味み噌そを用いたソースで食べてみるが、肉が柔らかいままで、ジューシーでとても美味しかった。

　これはもう大成功であろう。

「ホロホロ鳥のお肉、パサパサじゃなくて美味しい」

「ホロホロ鳥は、火を通しすぎると肉が固くなるからな」

　特にムネ肉とササミの部分。

　脂身が少ないので、加熱しすぎるとタンパク質が凝固しすぎてしまうのだ。

　低温調理にはそれがないので、ヴィルマは満足そうに低温調理した肉を食べていた。

「うぉ───！　美味いのである！」

　導師と奪い合うように。

「ふうん、魔法でお湯の熱さを一定に保つのか。伯爵様の師匠の師匠としては、魔法のコントロール能力が上がった点は評価できるけど。もっと他の方法でそれを見せてほしかった」

　とは言いつつも、ブランタークさんも低温調理の肉を気に入ったようだ。

　彼は元冒険者なので、狩った獲物の肉を焼いて食べる機会が多かったはず。

　焼きすぎて固くなった肉に辟へき易えきしたことがあるのであろう。

「ヴェル様、おかわり」

「おかわりなのである！」

「もうないですよ」

　大鍋に湯を張って、お湯全体の温度を六十度前後に保ちながら一時間以上も肉を加熱する。

　魔道具を使うのならともかく、俺が魔法だけで調理していたので、かなりの手間がかかっていた。

　また一時間も肉を低温調理するのは面倒なので、余ったホエイに漬けておいた肉を次々と網の上で焼いていった。

　こうするとホエイに含まれる乳酸が肉のタンパク質に作用し、お肉が柔らかくなるのだ。

「本当、ヴェルってば家庭の主婦みたいだね」

「それでも別に俺はいいかなって」

　専業主夫かぁ……それはそれでいいような気もする。

　フリードリヒたちの面倒も見れるし、俺は在地貴族だから領地に引き籠こもってもいいよね。

　実際、普段なにしているのかわからない貴族って多いから。

「いやいやいや、駄目でしょう！　ヴェルには立場があるんんだから！　ルイーゼ、ヴェルを焚たきつけないでよ！」

「え───っ、ボクはそこまで言ってないよぉ」

「どうせ、王宮の貴族たちがそんなことを許さないのである！」

「だよな。うちのお館やかた様も」

「……それ、全然嬉うれしくないですよ」

「これも某と同じく、膨大な魔力を持った者の定めなのである！」

「魔法使いは扱こき使われるんだよ。実入りも多いけどな。今日はバーベキューを楽しもうぜ」

　導師とブランタークさんの言い分には異論もあったが、とにかくブルックが提供した乳製品や牛の肉を用いたバーベキューは大成功を収めたのであった。




「え───っ！　あの量の肉を半日で全部食べてしまったんですか？　乳製品も？」

「ヴィルマと導師がいるから」

「牛よりも食べる人間が実在するなんて……」

　動物に詳しいブルックでも、さすがにあの二人の食事量までは予想できなかったというか、実際に目にしないと理解できないだろうなと思う俺であった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「モォ───」

（この世界の牛も、鳴き声は『モォ───』か……当たり前だけど）

「元は魔物なのに大人しいですな」

「魔石がないからかな？」




　バーベキューの翌日。

　ローデリヒと一緒に牧場の視察に向かうと、ブルックは牛たちを診察していた。

　健康でなければ、いい乳が搾れないからだ。

　こうして遠くから見ていると、ブルックはいかにも獣医といった印象を受けるな。

「お館様、ローデリヒ様。牛たちも大分落ち着き、今では乳量も増えていますよ」

「それはよかった」

　俺が色々と試作料理を作ったので、じきにこれらの料理もバウルブルクの飲食店で出されるようになるかもしれない。

　となると、乳製品の生産量の安定化は必要であろう。

　ブルックには頑張ってほしいものだ。

「これから牧場の規模が大きくなっていけばブルックも指揮する人間が増えて、ますます責任重大になるな」

　元からの仕事である馬の管理と繁殖もやってるから、実はブルックはバウマイスター伯爵家でもかなり上位の地位にある家臣という扱いであった。

　バウマイスター伯爵家の当主である俺が求めた仕事をちゃんとこなしているし、ブルック本人もホーフェン子爵家の子息なので家柄もいい。

　表立って文句を言う人はいなかったのだ。

　ただ、相変わらず人間の友達はいないそうだけど……いや待てよ、人間の友達が一人もいないから嫉妬されないとか？

「あっ、でも」

「お館様、なにか気になることでも？」

「ブルックって未婚なのか？」

　この世界の定めとして、ブルックも子供を作り、バウマイスター伯爵家直営牧場の発展と管理に努めていかなければならない。

　それなのに、人間の友達が一人もいなくて大丈夫なのであろうか？

　まさか『鶴の恩返し』のように動物と結婚するわけにもいかないだろうし、婚姻相手が見つかるのか心配になってしまったのだ。

「僕ですか？　お館様、ご安心を。僕には元々婚約者がいますし、この前ですけど、ベッケナー男爵の家臣のご令嬢と縁ができまして……」

「マジで？」

「事実です」

　思わずローデリヒに視線を向けると、彼は『知っていますけど、それがなにか？』という表情を浮かべていた。

　あの忙しい時間の中で、ちゃっかり二人目の奥さんをゲットしていたブルックに、俺は驚くことしかできなかった。

「（友達がいないのに、なんでブルックはそんなにモテるのだ？）」

　仕事ができるからか？

　そこまでイケメンでもないのに、あの忙しい時間の中で、どうやってその令嬢と？

　俺の頭の中は、クエスチョンマークでいっぱいだった。

「結婚式には、ローデリヒ様にもお館様にも出席していただきたいのです」

「拙者はもう予定は開けておりますのでご安心を。お館様もよろしいですよね？」

「うん……当然参加させてもらうさ！　おめでとう、ブルック」

「ありがとうございます、お館様」

　今、返事をしながら思ったのだが、ブルック本人は友達が一人もいないと言っているけど、ローデリヒとはかなり懇意だし、女性にもモテている。

　実は人間の友達が一人もいないというのは、まるっきり嘘うそなのではないかと、俺は徐々にそう思い始めていた。

「本当に人間の友達は一人もいないのかな？」

「はい。これも我が一族の定めですよね。動物とはすぐに仲良くなるんですよ」

　と、俺の質問に笑顔で答えるブルックなのだが、俺の心の中では次第に、『実はブルックってエアボッチなんじゃねえ？』という疑惑が浮かび上がってきたのであった。




　本当のボッチってものを一番よく知っているのは、この俺なのだから。

　威張って言う話ではないけど。





第七話　西方動乱の始まり







「定時報告も異常なし。艦長、なにもない海ばかりですな」

「そうだな、副長。だが古い記録によれば、西方には魔族の住まう国があるとか……」

「その情報、本当なのでしょうか？」

「わからない。だが、なにもないということはないのではないか？」




　穏やかな大海原を、一隻の巨大魔導飛行船が航行している。

　艦名は『リンガイア』。

　我らが住む大陸の名前を冠した、全長四百メートルにもなる巨大飛行船だ。

　現在この船は、王都から出発して西方海域の調査を行っている。

　リンガイアは大分昔に古代魔法文明時代の地下遺跡から発掘されたが、つい最近まで運用ができなかった。

　それは、動力源となる巨大魔晶石が確保できなかったからだ。

　他にも、この巨大な船体を支える装甲材なども不足していた。

　どうやら修理や整備の途中だったようで、発掘時にはかなりの外部装甲が外されていたのだ。

　このままでは就役は不可能、そう思われていた時に奇跡が起こる。

　王都へと向かう魔導飛行船の航路上に、半ば伝説扱いになっていたアンデッド古代竜が出現。

　それを弱冠十二歳の少年が討伐し、回収された魔石からこの船の動力源となる巨大魔晶石が作られた。

　不足していた装甲材の材料も、アンデッド古代竜の骨から十分な量が取れた。

　なんとも都合のいい話に聞こえるが、私たちはその少年がアンデッド古代竜を討つ現場に居合わせている。

　私と隣にいる副長は、ただ魔導飛行船で逃げ回っていただけだがね。

「あの時の少年が、今ではバウマイスター伯爵様ですか」

「あのアンデッド古代竜退治が、終わりじゃなくて始まりだったようだな」

　あの事件からバウマイスター伯爵様の大躍進が始まったわけだが、なぜか我々もその恩恵を受けているような。

　なぜなら、私コムゾ・フルガがリンガイアの艦長に、長年の相棒であるレオポルド・ベギムが副長に任命されていたからだ。

　魔導飛行船の船員は、元々空軍の軍人も兼ねている。

　あの事件で船を守った功績により、我々がリンガイアの艦長と副長兼西方調査団の団長と副団長に任じられたのだ。

「逃げ回っていただけで、この巨大魔導飛行船の艦長と副長ですからね、我々は」

　破壊されれば、現時点で建造が不可能な魔導飛行船を守った。

　功績といえば功績だが、それもバウマイスター伯爵様やブランターク様がいてのことだからな。

　運の要素が大きいが、一応功績ではある。

　我々がリンガイアの艦長と副長に任じられた時、他の艦長たちはとても羨うらやましがっていた。

　『運がいいだけじゃないか！』と言う奴もいたが、実際にそのとおりで反論のしようもない。

　他の艦長でも、ブランターク様の『魔法障壁』があったから無傷で逃げ回れただろう。

　本当にただ運がよかっただけさ、我々は。

「プラッテ伯爵家の御曹司がうるさかったですね」

「我々に言われてもな。人事担当に言えよって思うよな」

「そうですよね」

　空軍にも、代々空軍軍人を生業なりわいとする貴族家が多い。

　ただ、空軍ってのは実力本位な世界だ。

　ヘボが貴重な魔導飛行船を運用して墜落でもさせると問題なので、平民でも実力があれば出世できる。

　我々がその最たる例だ。

「あの御曹司、我々がバウマイスター伯爵様の推薦でこの役職に就けたと思っているようですよ」

「被害妄想の類たぐいだな、それは」

　アンデッド古代竜を倒したバウマイスター伯爵様たちが港に降りてから、我々は一度も顔を合わせていないというのに。

　現場は平民でも出世できるが、地上の管理職はお貴族様のほぼ独占となっている。

　能力的に現場で船を任せられないお貴族様たちは、そこで席を温めるというわけだ。

　書類を書き損じても、魔導飛行船は墜おちないからだ。

　つまり、我々をこの船の艦長と副長に任じたのは、バカな同朋が信用できない他のお貴族様ということになる。

　見当違いも甚だしかった。

　『お貴族様』という言い方は、空軍で我ら平民出身者たちがよく使う隠語だ。

　空軍に所属している、鼻についたり、役に立たないお客様な貴族のことを差す。

「第一、バウマイスター伯爵様は空軍閥でもないのだから口を出せないだろう」

「領地開発利権の絡みで、口を出せると思っているようですよ」

　確かにそれはあるかもしれない。

　バウマイスター伯爵様の領地は、現在急速な勢いで発展している。

　いくら物資や人を運んでも間に合わない状態だ。

「アンデッド古代竜退治の後も、パルケニア草原地下遺跡での戦果もあるじゃないですか」

「それもあったな」

　運用可能な魔導飛行船がほぼ倍に増えたし、今や地下遺跡は空軍の本拠地になっているからな。

　空軍のポストは倍以上に増えて、魔導飛行船の運行ルートを増やして訓練も順調。

　輸送網の強化によって、王国経済は上向いている。

「空軍のお偉いさんたち、バウマイスター伯爵様に頭が上がらないのと違うか？」

「でしょうね。それに、あの方はあまり空軍のことに口も出さないようで……」

「そうなのか？」

　副長、よく調べてきたな、そんな情報。

「『バウマイスター伯爵領への定期便をできる限り増やして』としか言わないそうです。人事に口なんて出しませんし。『俺は空軍のことなんて知らないから、プロであるそちらに任せる』だそうで」

「空軍の司令官、涙流して喜んだだろうな」

　世の中には、ろくに勉強もしていないくせに知ったかぶりして口を出す身分の高い人がいるからな。

　あれは、本当に対応に困るのだ。

　しかし、バウマイスター伯爵様はお若いのに弁わきまえているというか。

　アホな陳情を垂れ流す貴族連中は、あの人の爪の垢あかでも煎じて飲めばいい。

「なによりも大切なのは、重要な天下り先になるそうで……」

「天下り先？」

「ええ、バウマイスター伯爵領って未開地だったじゃないですか。未発見の遺跡が沢山あって、たまに出るらしいですよ」

　定期的に、中・小型の魔導飛行船が地下遺跡から出土しているのか。

「一定数は王国政府というか空軍の買い取りですけど、認められた隻数は領内で運用可能でしょう？」

　大物貴族なら領内で運用している家も多いし、数名の小貴族が共同出資で運用しているケースも多い。

　この場合、船を動かす人材は元空軍の軍人を用いるケースが多い。

　各貴族家で独自に教育もしているが、船乗りを育てるには時間とお金がかかるからな。

　経験者を雇ってしまった方が安くつくことが多いというわけだ。

　後進の教育をしてくれるという利点もあった。

「バウマイスター伯爵領でも、王国政府から認められた隻数の小型魔導飛行船の運用を始める計画だとか」

　となると、ゼロからの運用スタートか。

　最初は天下りの人材で人を揃そろえるしかないな。

　独自に船を動かす家臣家の創設もあって……余っている子供を送り出したい貴族は多いだろうな。

「空軍のお偉いさんたち、ますますバウマイスター伯爵様に頭が上がらないな」

「でしょうね」

「あれ？　なら、どうしてプラッテ伯爵家の御曹司はご機嫌斜めなんだ？」

「それは、今の空軍司令官がヴァイツ侯爵だからではないかと」

　空軍のトップである司令官職は、いくつかの侯爵家と伯爵家の持ち回りとなっている。

　数年で交代するのだが、たまたまヴァイツ侯爵が司令官の時に美お味いしい話ばかりが舞い込んだ。

　プラッテ伯爵家からすれば、面白くないわけか。

「貴族ってのは本当に面倒だな。私は平民でよかったよ」

「ですよねぇ。心からそう思います」

　空軍で艦長と副長になれる人間は、下手な下級貴族よりも実入りがいいからな。

　勿もち論ろん、総収入では負けるが、貴族じゃないから面倒な付き合いもないし、天下り先にも事欠かない。

　大型魔導飛行船の艦長は、五十になれば肩を叩たたかれる仕事だ。

　それだけ心身ともに激務だから仕方がないのだが、天下り先での小型魔導飛行船の艦長ならもう十年から十五年はやれる。

　船を降りても後進の指導ができるから、天下り先で若い連中に教えながら第二の人生を過ごすのも悪くないというわけだ。

　特殊な技術職だから、給料もいい。

「私も退役したら、バウマイスター伯爵家に厄介になろうかな？」

「それはいいですね。私もそうしたいです」

　副長と随分長く話し込んでしまったが、今はなにもないから問題はない。

　艦長という職は、基本的に二十四時間常に対応可能なようにしていないと駄目だからな。

　ずっと気張っていたら、神経がおかしくなってしまう。

「艦長、前方に大きな島が見えます」

「ついに来たな！」

　私と副長は話をやめて、首に下げた双眼鏡で前方を確認する。

　見張り員の報告どおりに、次第に海岸線が見えてきた。

「大きな島……亜大陸くらいあるかもしれないな」

　昔の文献も案外あてになるものだな。

　記述どおりに、島が見えてきたのだから。

「艦長！　前方から飛行物体が接近！」

「やはり人はいたのか……」

「魔族の国だと文献にはありました」

「少なくとも、我々と同じレベルの技術力が……いや残念ながら負けだな……」

　こちらに向かってくる魔導飛行船だと思われる飛行物体は、全長こそ五十メートルほどしかないが、それでも二隻あり、我々の魔導飛行船とは形状が違う。

　表面はほぼ流線型で構成されていて、まるで卵のようだ。

　速度も、確実にリンガイアの倍以上は出ているだろう。

　それと、表面が見たこともないような金属で覆われていて、とても頑丈そうであった。

「帝国内戦で使われた『魔砲』で攻撃しないと駄目そうだな」

　実際に撃ってしまえば戦争になるので、勿論そんなことはしないが。

　あくまでも念のために、乗組員たちに警戒命令を出すだけだ。

　魔法使いもいて、もしもの時には彼らに魔法を撃たせる予定になっているのだが、あの硬そうな表面装甲には効きそうになかった。

「バウマイスター伯爵様がいれば、貫通するかな？」

「かもしれませんが、まだ戦闘になると決まったわけでは……」

「当たり前だ」

　私がしているのは、あくまでも仮定の話だ。

　まずは、向こうと連絡を取って交渉をするのが先であろう。

「その前に、あのバカが暴走しないようにしませんと」

「そうだな……」

　あのバカとは、勿論、プラッテ伯爵家の御曹司のことである。

　能力はそこまで低くないのだが、如何いかんせん能力以上に自分を高く見せようとするところがあって扱いにくい。

　それでも貴族家の御曹司なので、二十代半ばで副長の地位にあった。

　これだけの巨大船なので、運用上、副長は二名存在している。

　二人が同じ階位だと、万が一私が指揮不能になったとき混乱するので、長年の相棒であるベギムの方をナンバー２格にして艦橋に詰めさせている。

　それも、プラッテ伯爵家の御曹司からすれば気に入らないのであろう。

　不機嫌さを隠しもしないで船内での任務につき、他の乗組員たちを困らせていた。

「先制攻撃でもされると困るからな」

「いくらなんでも、艦長の命令に背いて勝手に攻撃するとは……一応気をつけておきます」

　副長が人を走らせると、さすがに命令違反を起こそうとは思っていなかったようだ。

　ただし、『俺は貴族なのだから、俺に交渉させろ！』と喚わめいていると報告が入ってきた。

「艦長、頭が痛いですね」

「ああ……」

　だから、こういう時に備えて貴族を乗せておくべきだったんだ。

　伯爵でも乗せておけば、その人に交渉を任せられたのに。

　みんな、誰も知らない大地の探索なので尻込みしたのであろう。

　ならば、平民とはいえ職責から見て私にその権利があるのだが、貴族であるプラッテ伯爵家の御曹司からすればそれが気に入らないというわけだ。

　あいつをトップに？

　冗談じゃない。

　あいつは外務閥の貴族ではなく空軍軍人だ。

　交渉権限を与えると、あいつを、艦長にしなければならず、それではリンガイアが遭難、墜落する確率が上がってしまう。

　これは、大きな運用上の欠点だな。

　もし無事に戻れたら、上に報告をあげておこう。

「艦長、御曹司がうるさいのですが……」

「今は忙しい！　放置しておけ！」

　新しく見つかった魔族の国での、彼らとのファーストコンタクト。

　私にはわかる。

　プラッテ伯爵家の御曹司は貴族である自分がトップとなって対応し、その功績で名をあげて出世を果たしたいのだ。

　上長に平民である私と副長がいるが、これは船の統率ではなく外交交渉なのだから、貴族である自分が前に出られると思っているのか。

　一応、私がその権限を与えられているのだがな。

　なぜ無視しようとするのだろうか？

　私に直接言いに来ないのは、それでも階級と職責は私の方が上だとわかっているからであろう。

「私に文句を言われてもな。貴族の艦長もいるのだから、そいつに任せればこういう問題にはならなかったのに」

「世の中は、侭ままなりませんね」

「そうだな」

　このまま愚痴っていても、なにも始まらない。

　まずは、対話のチャンネルを開くべきであろう。

　と思ったら、リンガイアと対たい峙じする魔族の魔導飛行船から声が聞こえてきた。

「こちらは、ゾヌターク共和国軍保安庁一等警備艦『アモル』艦長ロルイヌ・ケイオス二等佐です。貴殿の船は、共和国の領空を侵しています。これ以上の進入は拿だ捕ほと撃墜の対象となりますので、速やかなる退去を願います」

「えらく丁寧な警告ですね」

「文明国なのだろうな」

　しまったな、少し奥に入りすぎたか。

　だが、領空の設定がかなり広いようだな。

　あの魔導飛行船のスピードから見て、領空を広めに設定しないとあっという間に侵入されると思っているのかもしれない。

　実際、我らの魔導飛行船はそこまで速くないが。

「こちらは、ヘルムート王国空軍リンガイア艦長兼西方調査団団長のコムゾ・フルガです。我々は東のリンガイア大陸から来ました。情報の交換と、来たるべき外交交渉に備え、予備交渉を望んでいます」

　こちらも、魔道具である拡声器で返答をする。

　もし魔族の国が見つかった場合の王国政府の方針は、交易などの促進と、相互不可侵条約の締結にあった。

　どういうルートか知らないが、王国政府はなぜか魔族の国の情報を持っているように感じる。

　だからこその、条約交渉なのであろう。

　相変わらず、一部の貴族たちの中には魔族の国への侵攻を提案する好戦的な者もいたが、魔族は全員が魔法使いで、ご覧のとおり魔導技術でもこちらを上回っているようだ。

　戦っても勝てないのは、誰の目から見てもあきらかだ。

　第一、帝国内乱の時でも統治効率が落ちると帝国に侵攻しなかったのに、こんな遠方の亜大陸をどうやって維持するというのだ。

　戦費の問題もあるし、距離が遠すぎて大軍を送るのにとてつもない手間がかかる。

　現在、王国領内で運用している大型魔導飛行船をすべて徴用しても間に合わない。

　もし苦労して大軍を送り出しても、補給が難しいのは子供にでもわかった。

　向こうの食料事情もわからずに、現地調達でもさせる気か。

　戦況が悪くなっても、撤退すらできない。

　貴族ってのは、名前を売りたい目立ちたがり屋ばかりいて困ってしまうな。

　先のことなどろくに考えもしないで、無茶を言うのだから。

「幸いにして、話し合いはできそうだな」

「お貴族様よりも理性的みたいですね」

　などと安あん堵どした瞬間、突然ゾヌターク共和国軍の魔導飛行船から火の手があがった。

　私は、攻撃命令など出していないぞ！

「どういうことだ？」

「艦長、あのバカ御曹司が！」

　火の手は、魔法使いが『ファイヤーボール』を放ったせいらしい。

　一瞬だけゾヌターク共和国軍の魔導飛行船の心配をするが、向こうの装甲が硬そうなのと、こちらの『ファイヤーボール』の威力が低すぎて、まったくダメージを与えていなかった。

「よかったですね」

「よくない！　ラーセンはなにをやっているんだ！」

　ラーセンとは、リンガイアに詰めている魔法使いたちを束ねている人物の名だ。

　自身も中級の魔法使いである。

　長年空軍に所属しているくせに、あのバカ御曹司の命令など受け入れおって。

「いえ、ラーセンではないでしょう」

「臨時雇いの魔法使いか！」

　未知の領域への探索なので、空軍は自前の魔法使いを出し渋った。

　高額の報酬で冒険者である魔法使いを雇ったのだが、こいつがバカ御曹司の命令に従って『ファイヤーボール』を放ったらしい。

「冒険者なのが仇あだになったか！」

　空軍の者ならば、いくらバカ御曹司が攻撃命令を下してもまずは私に伺いを立てる。

　ところが、普段組織にいない冒険者ほど貴族に対して卑屈だったりする。

　命令系統に疑問を持たないで、攻撃してしまったのであろう。

「とにかく、あのバカを抑えろ！　向こうにも事情を説明して……」

　最後まで命令を言い終わる前に、船体が大きく揺れた。

「攻撃……じゃないな……」

「接舷されました！」

「防戦準備！」

　結局、なし崩し的に戦闘になってしまった。

　願わくば、このまま両国が戦争にならないことを祈るのみである。

　これでも、私は愛国者なのだから。
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「一週間ほど前、突然定時連絡が途絶え、西方探索をしていたリンガイアは消息不明である」

「遭難ですか？」

「あの船の安定性は、従来の大型魔導飛行船などよりも上なのである。それに、艦長と副長も腕がいいのである」

「今思い出しました。俺が、アンデッド古代竜を退治した時に乗っていた魔導飛行船の船長と副長ですよ」




　今日も土木工事を終えて屋敷に戻ると、やたらと赤ん坊たちの泣き声が激しい。

　何事かと思って部屋に入ると、そこには、赤ん坊をあやしているつもりでも泣かせているようにしか見えない導師の姿があった。

　暫しばらくは講演行脚で忙しかった導師も、ようやく定期的に赤ん坊を見に来られるくらいは暇になったようだ。

「導師は、赤ん坊受けしないよな」

「まあ、それは今さらとして。だが、フリードリヒは例外である！」

　導師の姪めいであるエリーゼの血を引くフリードリヒは、導師を見ても泣かなかった。

　まだ生まれて間もないのに、素晴らしい胆力である。

「えらいぞ、フリードリヒ」

「ただ鈍いだけと違うか？」

「違う、フリードリヒは胆力があるんだ。この子は大物になるぞ」

　失礼なことを言うエルに、俺は主君として釘くぎを刺しておく。

　フリードリヒは、優れたバウマイスター伯爵になれるはず。

　そして、俺を早く引退させてくれるのだ。

「親バカも極まれりである！」

「導師まで酷ひどいですよ」

　生まれたばかりのフリードリヒは、化け物みたいな導師を見ても泣かないいい子で、俺はその父親だと言うのに……。

「そちらこそ、某を化け物扱いとは酷いのである」

「（ギクッ！　どうして俺が内心導師を化け物扱いした事実が？）ええと、西方探索をしていたリンガイアが行方不明でしたね」

　導師に深く追及されると困るので、俺は慌てて話を元に戻す。

「あの巨大魔導飛行船、そんなことをしていたんだな」

　エルと同じく、俺もリンガイアの活動なんて知らなかった。

　稼働に必要な魔石や素材は売ったが、別に就航式に招かれたわけでもないからだ。

「最後の定時連絡で、魔族の国を見つけたとあるのである」

「となると、そこでなにかトラブルがあったと？」

「かもしれぬのである」

「う───ん。なにをしたんだ？　おい、アーネスト」

　俺は、部屋に籠こもって論文の執筆に勤いそしむアーネストを呼び出し、魔族の国についての情報を聞いてみることにする。

　なにかヒントがあるかもしれない。

「巨大魔導飛行船が行方不明であるか？　大方、アホな貴族が先制攻撃などをかまして、拘留でもされているのではないかと、我が輩は推論するのであるな」

「そんなバカな」

　調査団は、空軍の軍人ばかりで指揮系統も整っている。

　そんなバカな真似などするはずがない。

「それで、一つ問題になっていることがあるのである」

「問題に？」

「左様。リンガイアにはプラッテ伯爵家の御曹司が乗っていたのである」

「軍人なら、別に問題ないのでは？」

　リンガイアは軍船で、未知の遥はるか西方を探索するのだ。

　遭難もあり得るし、もしそうなっても次男が跡を継げばいいのだから。

「ただの遭難ならそうであろうが、魔族の国との偶発的な戦闘で戦死ということになれば、報復を叫ぶのが貴族という生き物である」

　報復ねえ……。

　気持ちはわかるけど、地図もなく距離も離れている魔族の国にどうやって攻め込むというのだ。

　そんなことをするくらいなら、まだ帝国でも侵略した方がマシである。

　第一、勝ち目がないだろう。

「プラッテ伯爵家は、帝国内乱の時も出兵派であったのである」

「今度は、魔族の国に出兵ですか？」

「ブラフという可能性もあるのである」

　それも視野に入れて、もしくは逆に向こうが攻めてくる可能性もあるので、それに準じた戦備を整える。特に空軍を。

　予算とポスト増を勝ち取って、プラッテ伯爵家の空軍内での影響力を強くするというわけだ。

「政治ですね……」

「リンガイアの方は、もう暫く待つしかあるまい。追加で捜索隊を送り込もうにも、状況がわからねばである」

　ここは、地球ではないのだ。

　偵察衛星は勿論、偵察機さえないのだ。

　もう一度魔導飛行船を送って確認しなければいけないので、時間がかかるというわけだ。

「通常の大型魔導飛行船を、追加の捜索に回す余裕はないのである」

　帝国内乱が原因である北部航路の混乱はいまだ完全に回復せず、バウマイスター伯爵領開発による船便の増加で、すでに予備の船まで動員している。

　追加で、捜索に出せる大型魔導飛行船など存在しないのだ。

　元々リンガイアが選ばれた理由も、航続距離や性能もあるのだろうけど、就役したばかりで員いん数ずう外がいだったという理由が大きいのだから。

　性能試験もしなければいけなかったから、一石二鳥だったのだ。

「別の船を出しても、また戻ってこない可能性もあるのである」

「ですよねぇ……」

　リンガイアだけでも大損害なのに、他の大型魔導飛行船まで行方不明になれば王国は大きな損害を受けてしまう。

　拙速で追加の捜索隊を出そうにも、偉い人たちで長い協議が必要となるはずである。

「ただ、一人だけ声が大きいのがいるのである」

「誰です？　それは」

「プラッテ伯爵である」

　大切な跡取りが、リンガイアに副長として着任して戻らない。

　大体、こういうことになったのは平民風情を艦長にするからだ。

　その人事を行ったヴァイツ侯爵の責任は重く、速やかに辞任をして責任を取るべきである。

　おおよそ、非主流派が言いそうな発言ではある。

　そのくらいしか、自分の存在感をアピールする方法がないとも言えたが。

「遭難か、拿捕かはわかりませんけど、こうなってしまうと、まずは艦長に責任ありですか」

「ではあるが、『平民風情』はまずいのである」

　王国政府が優れた船乗りを集めるために平民への門戸を開いているのに、我が子可愛かわいさで、空軍閥の重鎮がその制度を批判しているのだ。

　当然、対策会議は揉もめに揉めているらしい。

「不毛で、生産性のない会議ですね……」

　そんな会議があるのも、国家や大きな組織の宿命なんだけど。

「現状では、どうにもならないのも事実なのである。暫くは様子を見るしかないのである」

　そんな話を導師から聞いたのだが、それ以降も俺の生活に変化はなかった。
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　魔法による土木工事は続き、たまにほぼ男だけのパーティで魔の森に狩りに出かけている。

　唯一の例外は、俺の一番弟子扱いになっているアグネスであった。

　彼女は成人しているので、いつも所属しているパーティの他に、俺たちが臨時で組むパーティにも参加するようになった。

　やはり、魔法使いが多いと狩りの効率が増すな。

「先生、今日も大収穫でしたね」

「アグネスも大分魔法が安定してきたな。落ち着いて狩りができるようになったし」

　真面目なアグネスは、最初は慣れない魔の森での狩りに緊張しっ放しであったが、今では大分魔物狩りに慣れたようだ。

　この調子ならば、すぐに冒険者として独り立ちが可能であろう。

「先生のおかげです」

「来年になればベッティが、再来年にはシンディが成人するから、強力なパーティが組めるぞ」

「そうですね。私が頑張って、二人を引っ張っていかないと」

　三人の中で年長者であるアグネスは、リーダーとして責任感に燃えていた。

「でも、たまには先生とご一緒しても構わないですよね？」

「当たり前じゃないか。俺は、アグネスたちの先生なんだから」

「ありがとうございます、先生」

　弟子でもあるし、妹のような存在でもある。

　頼られて、悪い気がしない俺であった。

　特にこの三人は、俺が一番目をかけて指導をした愛まな弟で子しなのだから。

「ブランタークさん、導師、もう戻りますか？」

「そうだな。俺は、娘の面倒を見ないといけないし」

「はあ……」

　どういう心境の変化があったのか？

　ブランタークさんは少しでも時間が空くと、自分の娘の面倒を見るようになっていた。

　さながら、この世界の『イクメン』か。

　昔は結婚すら嫌がっていたのに、驚くような変化である。

「バウマイスター伯爵には子供が多いのだから、早く帰ってやるのである。エルヴィンもである」

「導師、たまにもの凄すごく真面目なことを言いますね……」

　こう見えて導師にも子供が多いので、父親の先輩としてこういう真面目なことを口にすることもあるのだ。

　導師からの慣れない助言に、エルはもの凄く失礼な返答をしていたが。

「某とて、休日には子供たちを遊びに連れていったりなどしているのである」

「そうなんですか……」

　家族サービスをする導師、想像すらできない光景である。

　竜狩りにでも連れていくのであろうか？

　彼の子供たちのことはわからないが、導師にとっては娯楽みたいなものだからな。

「とにかく戻るか……」

　冒険者ギルドで素材と採集物の精算を済ませてから『瞬間移動』で屋敷に戻ると、そこには意外な来客があった。

「うむ。プラッテ伯爵であるか」

「導師殿か。今日は同じ『伯爵』として、バウマイスター伯爵に用がある」

「同じ伯爵であるか」

「そうだ」

　導師は、その来客を知っていた。

　プラッテ伯爵、先日のリンガイア行方不明事件で跡取り息子の消息がわからなくなっている貴族である。

「バウマイスター伯爵、陛下に追加で船を送るよう、共に上奏しようではないか」

「はあ……」

　挨拶もそこそこに、俺の説得を始めるプラッテ伯爵。

　だが、彼の目的や意見を聞いているうちに、俺の心にどんよりとしたものが溜たまってくる。

　プラッテ伯爵はもの凄くバカだったり無能ということはなかったが、自分の考えがいかに正しく、俺がそれに協力するのが当たり前だという物言いをするので、とても腹が立つのだ。

　ある意味、貴族らしいといえばそれまでだが。

　この時点で俺は、すでに彼の跡取り息子への同情は消え去っていた。

「そもそも、リンガイアの試験航海を兼ねた西方探索は、西方にあるとされる魔族の国の情報収集や予備交渉も兼任する可能性が高かった。それなのに、ヴァイツ侯爵は艦長兼調査団の団長職を平民になど渡しおって。もし本当に魔族の国があったとしたら、交渉はどうするつもりなのだ？　素直に我が息子に任せればよかったものを彼奴きゃつら……若造で経験不足、その上、貴族といえど空軍の指揮序列を乱すことは許されないなどと抜かしおった！　これは次の空軍司令官となる私に対する嫌がらせなのだ！　それにだ！　実力本位で選んだ平民艦長が貴重な国家財産であるリンガイアを行方不明にさせておるではないか！　ヴァイツ侯爵の任命責任も追及しなければいけない！」

　プラッテ伯爵の言っていることに間違いはなかった。

　ただ、それを空軍となんの関係もない俺に言われても困る。

　俺は空軍閥じゃないのだから。

　というか、おっさん、なにしに来たんだ？

「交渉ですから、外務閥の貴族を乗せるのが優先でしょうね」

「あのクソ共！　みんな怖おじ気けづいて断りおった！　あいつらは、帝国とたまに交渉するくらいしか仕事がない怠け者で腰抜けな連中だから無理なのだ！　ならば私の息子に任せればよかったものを！　ヴァイツ侯爵の奴め！」

　正論だが、吠ほえるプラッテ伯爵はウザかった。

　交渉を行わないといけない可能性がある以上は、本来その権限がある貴族を乗せておかないと駄目なのはわかる。

　だが実際には、外務閥の貴族たちはみんな、リンガイアに乗るのを拒否してしまったらしい。

　未知の領域へ向けての探索であり、遭難の可能性もなくはなかったので全員断ってしまったそうだ。

　元々、外務卿以下の外務閥貴族たちは、普段からあまり仕事がないのでやる気がある者が少ない。

　挙句に先日の帝国内乱でも、初期から終盤に至るまでの役立たずぶりだ。

　内乱後、彼らへ非難が集中し、それを糧に頑張ってくれたらよかったのだが、逆に委縮してしまって余計に仕事をしなくなったと、ブライヒレーダー辺境伯からは聞いていた。

　そういえば、帝国との講和交渉でも王太子以上に目立たなかったよな。

「プラッテ伯爵、大型魔導飛行船に余裕はないのでは？」

　隻数は増えたが帝国内乱に巻き込まれて二隻が抑留された。

　ニュルンベルク公爵に動力源である魔晶石を鹵ろ獲かくされ、これはペーターが返還したが、おかげで輸送量を確保するために稼働率を上げざるを得なかった。

　これ以上、大型魔導飛行船を西方に向かわせるのは難しいはずだ。

「二重遭難の可能性もあります。陛下が許可を出さないのでは？」

「バウマイスター伯爵が上奏をすれば大丈夫だ。貴殿は、陛下のお気に入りではないか」

　プラッテ伯爵は、自分の跡取り息子が心配なのであろう。

　加えて、頭に血が上っている。

　平民の艦長と副長のせいで歴史あるプラッテ伯爵家の跡取りが行方不明になり、あろうことかその人事を発布したのがライバルであるヴァイツ侯爵であった。

　自分の子供を謀殺しようとしている、とか思っているのかもしれない。

　被害妄想の類だと思うが、それは息子が心配な父親には通用しないのであろう。

「私には空軍のことはわかりませんが、船の量が足りませんし、大型魔導飛行船でも遥か西方まで行くとなると難しいでしょう」

　だからこそ、就役したばかりで輸送量にカウントされていないリンガイアが探索に赴いたのだ。

　それに、航続距離の関係もある。

　リンガイアなら、一度魔晶石に魔力を満タンにすれば大分遠方まで行ける。

　ところが通常の大型魔導飛行船では、魔力補充の回数が増えると聞いた。

　しかも、ただ魔力だけ補充すればいいというものでもないらしい。

　当然、整備なども必要とするため、通常の大型魔導飛行船は探索に用いられなかったのだ。

　船を飛ばしながら定期的に整備を行い、さらに魔力補充のために大量の魔法使いを確保しないといけない。

　魔力補充の回数が減らせるからリンガイアが選ばれたのに、それを空軍閥であるプラッテ伯爵が気がつかないはずはなかった。

「リンガイアは、バウマイスター伯爵が就役に貢献した船。多少の愛着もあるであろう？」

「はあ……」

「我が息子は、そのリンガイアを立派に維持、運用していたのです！　ここは、バウマイスター伯爵自らが助けるくらいの度量を見せるべきです！」

「……」

　手を変え、品を変え、俺に捜索の上奏をさせようと迫るプラッテ伯爵。

　俺はこのうるさい貴族を相手にし、またも精神を摩耗させてしまうのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「己の子が可愛いのは、人間も魔族も同じなのであるな」




　食い下がるプラッテ伯爵に対し、暫く考えさせてほしいとお引き取りを願った後、俺は中型・小型魔導飛行船が二十隻以上も並んでいる簡易ドッグ内で船を見分しているアーネストに声をかける。

　この簡易ドッグは、来たるバウマイスター伯爵家空軍創設に備えて、俺が材料を準備したものだ。

　中・小型船用とはいえ、魔導飛行船を雨風から守るものなので、造りは簡素ながらも頑丈なものだ。

　ちなみに材料は、石材と木材に加え、俺が製造に成功した極限鋼の鋼材であった。

「我が輩には子供がいないので、よくわからないのであるな」

「なら、言うなよ。ところで、なにをスケッチしているんだ？」

「バウマイスター伯爵領各地から発掘された魔導飛行船であるが、これは年代ごとに造りや装飾が微妙に違うのであるな。これを系統立てて論文を書くためであるな」

「どれも同じにしか見えないけど……」

　エルには、魔導飛行船ごとの差がよくわからないようだ。

　俺もまったく同じとは思わないが、大した違いはないように見える。

「素人はこれだから困るのであるな。イシュルバーグ伯爵初期の作品に対して、あまりにも不見識なのであるな」

「イシュルバーグ伯爵ねぇ……」

　俺の中のイシュルバーグ伯爵像は、天才だけどロクデナシという印象しかない。

　それはエルも同じで、なにしろ俺たちは彼のせいで死にかけたのだから。

「大陸中央部、王都近くの遺跡で見つかり、王国が運用している大型魔導飛行船。これは、イシュルバーグ伯爵が晩年に設計したものであるな。あの大きさとあの造りが、性能、量産性、コスト、整備効率に一番優れているのであるな」

「古代魔法文明時代の中心国家が用いていたから、中央で出土しやすかったと？」

「正解なのであるな、バウマイスター伯爵。そして、あの大型魔導飛行船が普及すると……」

「地方に、中・小型の古いタイプが回されるわけだ」

「そんなところであるな」

　都心で使われた古い電車やバスが、地方に回されるようなものか。

「なんだ。古いタイプなのか……」

「そうガッカリするものでもないのであるな、エルヴィン。これでも、普通に使う分にはなんの問題もないのであるな」

　多少性能が落ちるからといって、それで問題があるわけでもないとアーネストが説明する。

「これだけの隻数、普通の貴族家では運用不可能だからな」

　二十隻にも及ぶ魔導飛行船の使用許可が王家から出たのは、バウマイスター伯爵領の広さと、いまだ多くの領地が開発途中であったからだ。

　実は、この三倍以上も出土していたのだが、残りはすべて王家が強制的に買い取った。

　額は相場どおりであったが、相場から一セントも超えないのは、さすがはルックナー財務卿とでもいうべきであろうか。

　王家は、買い取った小・中型の魔導飛行船を売却する貴族家を選定している。

　これで儲もうける気はないが、船を売ってもらえる貴族家というのは王家に貢献していると思われている貴族であり、こういう事情を聞くと王国は帝国よりも中央の力が強いというわけだ。

「バウマイスター伯爵家に続き、他の貴族家も王国から中・小型魔導飛行船を購入して運用開始であるな。それはすなわち、人員の不足を招くのであるな」

「だよなぁ……」

　育成に時間がかかる船乗りが不足するというわけだ。

　戻ってこられるかわからない西方捜索になど出す余裕もなく、魔法使いだって不足するはずだ。

「リンガイアは高価かもしれないけど、現実的に捜索に船と人を出せないよな」

　陛下や閣僚、空軍の上層部は『リンガイアの行方不明事件については残念であるが、現実的に捜索に向かわせる船と人員が……』ということで、現在話し合い中らしい。

　こういう状態を、日本では『決められない政治』とか言うのであろうが、ここで無理に大型魔導飛行船でベテラン船員たち、魔法使いたちを向かわせて戻ってこないと損失を広げてしまう。

　捜索に消極的になるわけだが、プラッテ伯爵からすればそれが許せないというわけだ。

「アーネスト、リンガイアを魔族の国は撃沈したのかな？　領空・海侵犯とかで」

「バウマイスター伯爵、魔族の国はそこまで野蛮ではないのであるな。大方、なにかの行き違いで拿捕でもされたのが正解で妥当であるな」

「それを確認しに行く術すべもないからな。俺は空軍の人間でもないし」

　領地の開発もあるし、奥さんたちや子供たちを置いても行けない。

　プラッテ伯爵はウザ可哀かわい想そうだが、俺に打つ手はなかった。

「そういえば、アーネストさんはどうやって魔族の国からこの大陸に来たんだ？」

「当然、船で来たのであるな」

「船？」

「そう、船なのであるな」

　魔族の国から密出国するために、小さな木造の船に乗って出てきたそうだ。

「よく遭難しなかったな……」

「これがあるからであるな」

　アーネストは、自分の魔法の袋から船外機に似た魔道具を取り出す。

「動力はこれであるな」

　どう計算しても、モーターボートくらいの船しか動かせない船外機だ。

　これで前人未到の大海原を一人で横断とは、学者バカも極まれりであろう。

　俺には死んでも真似できない行動だ。

「研究が、我が輩を呼んでいたのであるな！」

　ただし、この学者バカぶりのせいで帝国内乱が酷くなったという現実もある。

　アインシュタインは天才だったが、原爆の製造に関わった。

　研究成果のために他人などいくら死んでも構わないとまでは思わないだろうが、想像ができない点において、アーネストも同罪なのかもしれない。

　天才というのは、元々唯我独尊な人が多いからな。

　俺は、今のところは役に立つので置いているが……。

「その魔道具を小型魔導飛行船に付けても同じだろうな。というか、元から魔族の国になんて行くつもりもないけど」

　俺は色々と忙しいのだ。

　生まれてきた子供たちのために頑張らないといけないのだし。

「父親になると途端に保守的になるのであるな。だから我が輩は、独身を貫いているのであるな」

「それは、本当なのか？」

　その前に、変わり者すぎて女性が近づかないのではと俺は思ってしまった。

「どうせ、暫くはなにもできないのであるな」




　アーネストの予言は正しかった。

　王国政府は、リンガイア行方不明事件に対してなんら対策を打てないでいた。

　定期的に話し合いをしているが、一向に結論が出ないのだ。

　追加で捜索隊を送るべきだという、プラッテ伯爵以下一部空軍軍人たちに、他の貴族たちの中にも賛同している者がいる。

　ところが半数以上の貴族たちは、リンガイア捜索隊の派遣に反対している。

　バウマイスター伯爵領から出土した魔導飛行船を早く運用したいので、そんな、再び遭難の可能性がある捜索に船と人を使いたくなかったからだ。

　結局のところ、リンガイアは運行と輸送のローテーションに入っていなかったから王国経済への影響がなかった。

　ベテラン船乗りたちは惜しかったが、致命的なダメージではない。

　暫くは船乗りの不足が続くであろうが、それは教育する人数を増やせば数年で解決するのだから。

「大型飛行船一隻を戻ってこられるかわからない捜索に出す。空軍のトップは嫌でしょうね」

　ローデリヒが、俺たちに空軍トップの考えを説明する。

「リンガイアの損失は惜しいですが、追加で捜索に大型魔導飛行船など送る余裕はありませんよ」

「それが戻ってこないと、いよいよ空軍上層部の責任問題になるか……」

　リンガイアのみの損失なら、まだ陛下も目を瞑つむるはず。

　だが、もう一隻送り込んで戻ってこないとなると、陛下もヴァイツ侯爵を処分しなければいけなくなる。

　案外、プラッテ伯爵もそれを狙っているとか？

　彼の息子は一人だけじゃないからな。

　いや、それは疑いすぎなのだろうか？

「リンガイアは、まだ不可抗力の遭難で済ませられる案件ですし」

「惜しいのは事実であるが、正式に戦力にするなり運航を開始していなかったのである」

　講演業務が終わってから、ほぼバウマイスター伯爵領にいる導師が裏の事情を教えてくれた。

「墜落したり遭難した証拠もないですしね」

「あの魔族であるな。信用はできぬが、そう言っていることが間違ってるわけでもないのである」

　導師は、アーネストが苦手であった。

　お互い性格が似ているような気もするが、そうなると近親憎悪のような感情が湧き上がるのかもしれない。

　あとは、口調も似ているか。なんの関係もないけど。

「拿捕されたのであれば、魔族の国からなにか言ってくる可能性もあるのである」

　そうなってから交渉する方がいいという意見も多かった。

　実は、その根拠となる情報を陛下に送っているのは俺で、とはいっても、ただアーネストの発言を記して送っているだけであったが。

「念のために情報は収集していますが、今のところはなにもできません。そこで……」

「そこでなんだ？　ローデリヒ」

「魔導飛行船を独自に運用するとなると、バウマイスター伯爵領各地に魔導飛行船用の港を作りませんと」

「それ、前に作らなかったか？」

　入植当初、結構作った記憶があるんだけどなぁ……。

「数がまったく足りないのです。開発を始めたい無人の土地もありますから、まずはそこに港を作れば、人と物の輸送も楽々です」

「俺が作るのか？」

「はい。それが一番早いので」

「そうか、早いのか……」

「これも生まれてきたお子たちのためですぞ」

「わかったよ」




　というわけで、俺はローデリヒの指示どおりに魔導飛行船専用の港の基礎工事を行う羽目になる。

　着陸用の船台を切り出した岩で作り、それをローデリヒが手配した職人や労働者たちが仕上げていく。

「陸と空の交通と流通を制する者は、その土地を制するですな」

「ああ、ローデリヒの言うことは正しいよ」

「ご理解のあるお館やかた様を持てて、このローデリヒ、嬉うれしい限りでございます」

　人と物の流れを促進する道や港は、土地を流れる血管のようなものである。

　それを強化して経済発展を促すのは、古代よりどの為政者も行っている公共事業であった。

　そのくらいなら、俺にも理解できる。

「我がバウマイスター伯爵領は未開地が多いですが、お館様の魔法が圧倒的ですので不利にはなりません。跡を継ぐお子たちにも魔法使いの素質が現れて万々歳です」

　他よりも圧倒的に早く開発が進むので、ローデリヒはご機嫌のようだ。

「それはいいが、リンガイア関連の事件はどうなるんだろう？」

「拙者からはなんとも……王国でも対応に苦慮しているのでは？」

　俺も、別に王国政府の要職にあるわけでもないのでなにもできない。

　今はとにかく領内の工事を続け、試験的に小型魔導飛行船の運用を始めるので新しい家臣たちを雇った。

　その中の一人はヴァイツ侯爵の弟で、若い頃から優秀な船乗りであったそうだ。

　家を継がないで済む気楽さから、あえて現場を好み船に乗っていたらしい。

　他にも、他の空軍閥貴族の子弟や、現役を退いた元船乗りたちを雇っている。

　彼らに、領内で募集した若者たちを教育させる計画だ。

「お館様、プラッテ伯爵家ゆかりの者がおりませぬな」

　バウマイスター伯爵家諸侯軍魔導飛行船部隊を担当することになるヴァイツ侯爵の弟ヨーハンが、集まった人材の中にプラッテ伯爵家の息がかかった者がいないことに気がつく。

「本当は駄目なんだろうが、うるさいからいらない」

「なんとなくわかります……」




　あれからプラッテ伯爵は、暇さえあれば俺に会いにきた。

　自分の跡取り息子を救うため、俺から陛下に捜索を上奏してほしいという相変わらずの要求だ。

　自分だと駄目だから、陛下のお気に入りである俺の名義を借りたいわけだ。

　交通費が大変だなと思ったら、あのアホ。空軍閥のお偉いさんなのをいいことに、大型魔導飛行船に無料で乗ってバウマイスター伯爵領にやってきやがる。

　資金切れでギブアップしないから面倒なおっさんだ。

『ですから、私にも都合があるのです！』

『息子の命がかかっているのだぞ！　そこをなんとかするのが貴族であろう！』

　プラッテ伯爵は、人道的な観点から俺にも捜索に参加しろと言い始めて余計にうるさくなった。

　その割には、自分の息子ばかり心配して他の人たちへの配慮はゼロである。

『通常の大型魔導飛行船では、あの遠距離は不可能とは言いませんが難しいと聞きましたが？』

『貴殿の魔力量ならば、魔晶石への補充も常に行える。奥方たちもみんな魔法使いだと聞く。魔族の国にも容易に辿たどり着くはずだ』

　そんなわけはない。

　そんなに簡単に到着可能ならば、わざわざ調査団など組まなかったであろうからだ。

『お礼なら出す』

『お礼ですか？』

『私の跡取り息子と貴殿の娘の婚姻を認めよう』

『はあ？』

　俺は最初、プラッテ伯爵が言っていることの意味がわからなかった。

『息子にはすでに妻がいるが、私が責任を持って側室に降格させるから』

『……はあ？』

　俺は、目が点になってしまう。

　苦労して魔族の国に到着し、上う手まく交渉してプラッテ伯爵の息子を救出すると、俺はその間抜けな息子に娘を妻として差し出す権利があるのだそうだ。

　さらに、もしそれが実現すると、俺は元の正妻を出した貴族家からも恨まれるという寸法だ。

　なにが褒美なのか、正直意味がわからない。

『貴殿は陛下に捜索を上奏し、奥方たちも連れてその捜索に出ればいいのだ』

　呆あきれてものが言えない。

　同じ伯爵同士なのに、なぜプラッテ伯爵は俺に対してこうも偉そうなのだろう？

　俺が新興だから後輩扱いなのか？

『とにかくお帰りください』

　その日も、なんとかブチ切れずにプラッテ伯爵を帰すことに成功した。

　だが、次はわからない。




「というやり取りがあったから、プラッテ伯爵に関わる連中はすべて採用しなかったんだが、ヴァイツ侯爵と他の空軍閥の方々に不満があると思うか？　ヨーハン」

「いえ……プラッテ伯爵はなにを考えているのでしょうか？」

「息子が可愛い？」

「でしょうな」

　とりあえず魔導飛行船の運用を任せるヨーハンにプラッテ伯爵のことを聞いてみると、彼も困惑した表情を浮かべた。

「俺はよく知らないのだが、元々プラッテ伯爵とはそういう人なのか？」

「いえ……そこまでおかしな方では……やはり我が子可愛さからでしょうか？」

　とにかくお話にならないので、報復措置としてうちでプラッテ伯爵家ゆかりの者は雇わなかっただけだ。

　元々船乗り自体は不足しているので、他の家に行けばいいわけだからそれで彼らが困ることもないであろう。

「リンガイアの件は、一体どうなることやら……」

「こればかりは、陛下のお考え次第かと……」

　バウマイスター伯爵領の開発は、予定よりも大分前倒しで進んでいる。

　エリーゼたちがまだ産休というか育休を取っているので、冒険者としてはほとんど活動できず、自然と俺の土木工事にかける時間が増えていたからだ。

　リンガイアが消息を絶ってから二ヵ月ほど、今日もアグネスたちに指導をしながら土木工事をしていると、そこに突然王国政府からの使者が現れる。

　使者とは言っても、導師なので特に驚きはなかったのだが……。

「バウマイスター伯爵、大変なのである！」

「大変って、なにがあったのです？」

「西方に、謎の魔導飛行船艦隊が出現したのである！」

「えっ？　報復ですか？」

　俺が咄とっ嗟さに思いついたのがそれだ。

　アーネストの予想では、リンガイアが消息不明になったのは魔族の国で揉めたからではないかという。

　王国や、息子を送り出しているプラッテ伯爵は認めたくないのであろうが、今まで一万年以上も姿を見せなかった魔族の国の船が西方に現れたということは、なにか重大な用件があって交渉にでも来たか、先の事件の報復に来たのではないか？

　そういう風にしか考えられなかった。

　ただし、その交渉には当然硬軟合わせた対応があるはずだ。

「その艦隊は、西方海域に浮かぶ『テラハレス諸島群』に拠点を築きつつあるのである！」

「名前くらいは聞いたことがある島ですね……」

　リンガイア大陸西部から少し離れた海上にあるが、周囲には海竜が生息し、島自体にもあまり平地はない。

　入植には厳しい環境にあり、一応西部を統括するホールミア辺境伯家が領有権を持っていた。

　その昔、領有を主張するために簡単な港を整備したらしい。

「なにか嫌な予感が……」

「バウマイスター伯爵の予想どおりである！　なんの価値もない無人島ではあるが、れっきとしたホールミア辺境伯家の領地。当然、退去を求めたり、奪還すべきであると諸侯軍の動員が始まっているのである！」

　貴族にとって、領地問題とは死活問題以外の何物でもない。

　いくら無価値の無人島でも、それを奪われてなにもできませんでは貴族の沽こ券けんに関わるからだ。

　それに、そのテラハレス諸島群の領有を魔族たちに認めてしまうと、ホールミア辺境伯領の防衛ラインが下がる。

　テラハレス諸島群と大陸の間には有人の島もあるそうで、そこが危険に曝さらされると神経質になっているらしい。

「それで、その艦隊からなにか？」

「まだなにも言ってこないのである！　艦隊の停泊地や、船員や兵士たちが滞在する陣地を建設しているようであるな」

「また面倒な……」

　領地問題の面倒さは、地球でもいくらでもあった。

　それよりも、魔族の国の艦隊がなにを考えているのかが不明で不気味だ。

「王国貴族同士の紛争ならば王国政府も放置なのであるが、相手は外国なのである。結果、空軍も動員の準備を……」

「そんなぁ……」

　導師からの報告に、俺はガックリと肩を落とす。

　バウマイスター伯爵領開発のために魔導飛行船が必要なのに、それらが動員されてしまえば交通と流通が死んでしまう。

　リーグ大山脈にあるトンネルでは、到底すべてを捌さばけるはずがなかった。

「あと、王宮内の一部にバウマイスター伯爵責任論が出ているのである」

「俺にですか？」

　貴族の誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうなどいちいち気にしていると精神が病むので無視していたが、王宮でそういう話が出るとまずいのは確かであった。

「急きゅう先せん鋒ぽうは、プラッテ伯爵なのである」

「あの野郎……」

　つまり、俺がリンガイアに乗っていた跡取り息子を助けなかったせいであろう。

　彼は通常の大型魔導飛行船でも、俺たちが魔力を補充しながら航行すれば魔族の国に安全に到着できると考えていて、それをしない俺に不満があるというわけだ。

「それで、その責任論は大多数ですか？」

「おおよそ、二割ほどであるかな」

「意外と多いですね……」

　全体から考えると少数のグループではあるが、こういう連中は声が大きい。

　熱狂的に俺の批判を始めることで、次第に賛同者が増えてしまう可能性もあった。

「バウマイスター伯爵領の領地開発利権にあぶれているような連中も参加しているので、結束は緩いのであるが……」

　そういう連中の意図は『もし利益供与があれば、いつでもプラッテ伯爵を裏切るよ』なので、崩すのは簡単であった。

「そういう連中に優遇なんてしたくないですね……」

　爵位や領地は得たが、その分、苦労はしているのだ。

　せめて、嫌な奴を無視するくらいの選択肢は欲しいところだ。

「陛下が鼻で笑っているので、吠えているだけで終わりである。それよりも、従軍命令が出たのである」

　通常であれば西部諸侯と王国軍からの応援だけで済ませるのだが、相手は未知の魔族艦隊である。

　万全を期して、俺にも従軍命令が出ていた。

「それって、バウマイスター伯爵家諸侯軍を出せと？」

　数はまだ全然足りないし、訓練などはもっと足りていない。

　できれば、まだ出したくはなかった。

「いや、バウマイスター伯爵たちのみである」

「その心は？」

「島を巡る争いなので、兵員はホールミア辺境伯が準備する分だけで大丈夫なのである。本人がそう言っている以上は、あまり兵員も送れないのである」

　自分の領地に余よ所そ者の兵士たちが大量に入り込む。

　食料供給や治安維持を考えても好ましくないと、ホールミア辺境伯は判断したのであろう。

　いくら費用が援軍を送る側の自己負担だとしてもだ。

「王国軍も、ほぼ空軍のみの派遣である。バウマイスター伯爵は、できる限り魔法使いを揃えてほしいのである」

　俺の周りには魔法使いが多いので、それを派遣してほしいということのようだ。

　人数的にいえば大した数でもなく、ホールミア辺境伯も安心なのであろう。

「陛下からの命令じゃ仕方がないですね」

　というわけで、俺たちも西部に向かうことになる。

　魔族の艦隊はテラハレス諸島群に拠点を築き、その上空に艦隊を遊ゆう弋よくさせている。

　ホールミア辺境伯領には小規模ながら水軍もあって、その船が彼らを監視しているそうだ。

「また戦争になるのでしょうか？」

　西部出立をみんなに報告すると、エリーゼはフリードリヒをあやしながら心配そうな表情を浮かべる。

「どうかな？　リンガイアの件でなんらかのトラブルがあって、交渉を有利に進めるために一時的にテラハレス諸島群を占拠したのかもしれないし……」

　魔族の国の事情はアーネストから聞いている。

　聞いた限りでは、非常に内向きで、大陸に覇を唱えようとしているようには思えない。

　人口も少ないので、大陸全土の制圧など不可能であろう。

　全員が魔法使いとはいえ、人口比が違いすぎるのだ。

「王国からの命令では仕方がないわ」

「そうだね。ボクはヴェルについていくよ」

「私も、大分体の調子も戻った」

「ヴァイゲル家当主としては、出陣も止やむなしですわ」

　イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、カタリーナと、自分たちも俺についていくと宣言する。

　どうやら、産休と赤ん坊の世話で退屈もしていたらしい。

「旦那、あたいも行くからな」

「妾わらわも行くぞ。最近、退屈での」

「私も行きます。もしかすると、久々の全力ブリザードが必要かもしれません」

「リサは、突然怖いことを言うの……」

　というか、俺の奥さんたちは全員ついてくるつもりのようだ。

「ついてくるのはいいけど、フリードリヒたちはどうするんだ？」

　一番の問題は、そこにある。

　まだ赤ん坊なので、母親が傍そばにいて面倒を見てほしいからだ。

　だから俺は、男性だけで行くつもりであった。

「あなた、男の方たちだけでは行かせませんから」

「えっ？　なんで？」

「確かに戦争になるかもしれませんが、西部で色々と戯れがすぎる可能性がありますので」

　俺の問いに、エリーゼは冷静な表情と口調で答える。

　最初に俺を見てから、次にエルにも視線を送る。

「エルがいるから疑われているな……」

「いや、ヴェルも同じくらい疑われているだろうが！」

「今回の場合、ヴェル自体の過失というよりも、西部諸侯で戦時のドサクサに紛れて妙なことを企たくらむ奴が出る可能性があるからよ」

「面倒だなぁ……」

　俺は、イーナの言い分に納得してしまう。

　急に戦時体制にはなったが、まだ戦闘状態になったわけでもない。

　アーネストからの情報によれば、このまま戦わないで終わってしまう可能性の方が高いらしい。

　となると、男たちだけで行くと西部諸侯からの嫁や愛人の押しつけがあるかもしれない。ゆえに、それを防ぐためにエリーゼたちも一緒に来ると言うのだ。

「ヴェルは、西部諸侯と距離を置いているように思われているからな」

「なんでだよ……」

　別に距離など置いていない。

　それは南部や中央よりは優遇していないし、そういえば東部とも最近付き合いが増えたか。

　今のブロワ辺境伯とは知己だし、フィリップやクリストフにも頼まれて取引などを増やしてる。

　帝国内乱で世話になったし戦友でもあるので、俺はその頼みを受けていた。

「ほら、扱いが雑と思われても仕方がないよな」

「それはエルもだろうが……」

　エルも実家とは完全に絶縁状態なので、人のことは言えないと思うのだが。

「俺の影響力なんて微々たるものじゃないか。それで、本当にエリーゼたちはついてくるのか？　一応戦場になる危険性があるんだけど……」

　バウマイスター伯爵家の家臣として、エルもエリーゼたちの同行に難色を示す。

「いいアイデアがあります」

「アイデアってなんだ？　エリーゼ」

「はい。どうせ私たちだけなのですから……」




　翌日、俺たちは就役したばかりの小型魔導飛行船で、西部へと向かっていた。

　搭乗しているのは、俺、エル、ハルカ、エリーゼたちに、その赤ん坊全員、その世話をするメイドたちだ。

　あとは、船員と少数の兵士のみであった。

「子連れで戦場にって、聞いたことがないわ。託児所を兼ねた船ってわけね」

　赤ん坊たちの世話を助けるために、今回はアマーリエ義ね姉えさんも同行している。

　フリードリヒたちのおしめを替えたり、ミルクをあげたりしながら、俺に呆れた表情を向ける。

「なにかあったら、船ごと逃走可能でしょう？」

　西部で激しい戦争が始まったとしても、エリーゼたちと赤ん坊たちを船ごと逃がせばいい。

　この辺が、俺とエリーゼたちとの妥協点であったわけだ。

「ヴェル君も大変ね。また戦争かもしれないし」

「どうなんでしょうかね？」

　それよりも、他のことで苦労しそうな気がするのは気のせいであろうか？

　なんにせよ、託児所と化した魔導飛行船は西部ホールミア辺境伯領へと向かうのであった。
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巻末おまけ メイドたち、ＳＮＳもないのに映ばえる飲食店を巡る







「ヴェルがいつもの発作で色々と料理を試作していたけど、一週間もしないうちにバウルブルクの店で出しているって？　みんな商魂逞たくましいな」

「お館やかた様考案の料理やデザートは、真似すると確実に儲もうかりますからね。敏さとい商売人たちは必ず手を出しますよ」

「アキラも真似するくらいですからね」

「エルヴィン様、お店の数が増えましたね」

「バウルブルクの人口が増えているからな」




　今日、エルヴィン様と一緒にバウルブルクの町を楽しんでいるのは、私と一緒に花嫁修業としてメイドをしていたアンナさん、そして、お子であるレオン様をエリーゼ様たちに任せて休暇を取っているハルカ様。

　最後に、私ことバウマイスター伯爵家におけるメイドの華！　さらにエルヴィン様の愛らしい婚約者でもあり、バウマイスター伯爵家におけるメイドの鑑かがみでもあるレーアが……。

「ふんっ！」

「ドミニク姉さん、痛いですぅ───」

　しかも、また私の心の声を読み、絶妙のタイミングで拳げん骨こつを落としてくるとは……。

　もしや、ドミニク姉さんは『読心』の魔法が使えるのでは？

「そんなわけありません。今日はお休みで浮かれているようですが、私たちはバウマイスター伯爵家の人間。節度ある行動をしなければいけないのです」

　相変わらずのクソ真面目っぷり。

　いつものドミニク姉さんですね！

「ふんっ！」

「痛いですぅ……なにも言っていないのに……」

「レーアの考えることなんてお見通しです」

「まあまあ、今日はお休みで遊びに行くんだからさ」

　実は昨日、アンナさんがエルヴィン様と結婚式を挙げたのです。

　極々内輪の式でしたけど、エルヴィン様の親友であるお館様もエリーゼ様たちも参加して、それはいい結婚式でした。

　私も早く成人して、エルヴィン様と正式に結婚式を挙げたいですね。

　新婚旅行はもう少し落ち着いたらということで、二人は今日から三日間ほどお休みを貰もらってバウルブルクで休暇を楽しむ予定だそうです。

　そうしたらアンナさんが、『初日はみんなで楽しみましょう』と、ハルカ様と私とドミニク姉さんを誘ってくれたのです。

　エルヴィン様の妻ではないドミニク姉さんですが、アンナさんは花嫁修業でお世話になったからと。

　ドミニク姉さん、意外と年下に慕われる……。

「ふんっ！」

「痛いですよ、ドミニク姉さん。なにも言っていないのに……」

「あなたの考えなどお見通しです」

　こんなに強い拳骨。

　昨日、アンナさんの結婚式でなにを食べたか忘れて……。

「サーペントの丸焼き、美お味いしかったですね。大半をヴィルマ様が食べてしまいましたけど」

「忘れていないではないですか」

　忘れたような気がしただけです。

「ドミニクさん、今日は仕事ではないのですから」

「それもそうですね、ハルカ様」

　ドミニク姉さん、もしそれを私が言ったら受け入れてもらえましたか？




「一軒目ですね。ドミニクさん、このお店は屋敷に出入りしている警備隊の人たちがお勧めだって言っていましたよ」

「『ロースト丼』の店ですか……」

「色々な魔物のお肉を低温で調理していて、とても柔らかくて美味しいそうです」

「低温でお肉を加熱ですか……先日、お館様が牛のお肉でやっていた調理方法ですね」

「お館様の調理方法を忠実に再現し、しかもお墨付きまで貰っているとか」

「あいつ、なにしてんだ？」

　お館様って忙しい割に、そういうところに細かく口を出しますよね。

　でも、そのおかげでしょうか？

　お店には、多くのお客さんが詰めかけていました。

「今日は、猪いのししとウサギの肉を用いたロースト丼です。無料でご飯を大盛りにできますよ」

「じゃあ、俺はご飯大盛りで」

「私もご飯大盛りで」

「レーア、大丈夫ですか？」

「私、これでも意外と食べますから」

「そういえばそうでしたね」

　ドミニク姉さんが残した麺料理まで完食しましたからね、私は。

　それに、同じ料金なら大盛りを選ぶ。

　それが人間の性さが……本能ではないですか。

「本日のロースト丼、お待ちどうさまでした。普通盛りが三つに、大盛りが二つです」

「おおっ！　美う味まそうじゃないか」

「お肉が、花びらみたいに飾り付けられているのがいいですね」

「エルヴィン様、中心部に卵がありますね。生卵でもないし、茹ゆで卵でもない」

「これは、領主様から教わった低温でホロホロ鳥の卵を調理する方法を用いました」

「そうなんだ……」

　きっとエルヴィン様はお館様に対し、『なにお店に指導なんてしてんだよ……しかもいつの間に……』とか思っているはずです。

「しかし、このお店の店主は魔法なんて使えるのか？　低温で調理するのは大変だろうに」

　そういえば、アンナさんの結婚式にも出てきましたね。

　低温で調理したという牛のお肉、あれは柔らかくて美味しかったですね。

「専用の魔道具を、王都のベッケンバウアー様という方が開発したそうです。なんでも、その方は領主様に対して大きな借りがあるとかで」

「借りねぇ……」

「魔道具は高価でしたが、それを用いると簡単にお肉や卵を低温調理できるのです」

　ベッケンバウアー様って、確かここのところ何度かお屋敷に来ていた空気読めない人ですよね。

　あの人、魔道具が作れる天才だったのですね。

　人は見かけによらないものです。

「半熟卵を崩して、肉やソースに絡めながらご飯と食べると美味しいですよ」

　早速、店員さんに教わった方法でロースト丼を食べ始めますが、低温調理された猪やウサギのお肉が柔らかでジューシーで、とても美味しいですね。

　ショウユを用いたソースと半熟の黄身が絡まると、肉とご飯の美味しさを何段も引き上げてくれるように感じます。

「エルヴィン様、美味しいですね」

「これは、アキラにも教えてあげた方がいいですね」

「お館様の料理の知識は、どこから出てくるのでしょうか？」

「前世の記憶とか？」

「レーア、さすがにそれはまさかですよ」

「確かにな。昔の本とかからじゃないのかな？」

　でも、私もたまに屋敷の書庫で本を借りて読みますけど、そんな本ありましたかね？

　王都や、ブライヒレーダー辺境伯様のお屋敷にある書庫の蔵書でしょうか？

「ご馳ち走そう様、美味しかったよ」

　エルヴィン様が全員分の代金を支払い、店を出ます。

　それにしても、もの凄すごい行列ですね。

　ロースト丼は美味しかったので、この行列も納得なのですが。

「次はデザートだな」

「それでしたら、お勧めのお店がありますよ」

「レーアは詳しいんだな」

「それは、普段から通って調査していますので」

「……あまり褒められた話ではありませんけど……」

　ドミニク姉さん、今日はエルヴィン様がいるから、そう頻繁に私の頭上に拳骨を落とせないですよね。

　これは好都合です。




「エルヴィン様、ここがお勧めのお店ですよ」

「盛況だけど、女性とカップルばかりだな」

「このお店は、定期的に新しいデザートが出るんです。お館様が、店主さんに度々アドバイスしているそうでして」

「いつの間に……ヴェルらしいといえばらしいけど……」

「試験的に、バウマイスター伯爵家直営牧場で採れた乳製品を用いたデザートも販売しているそうです」

「レーア、詳しいですね」

「このお店は特に、お使いで外出した時にいつも寄って商品をチェックしていますから。ちょうどお屋敷へと帰る途中にあるので」

　デザートの美味しさ、定期的に投入される新作、なにより寄り道しやすい。

　最高のお店ですから。

「堂々とサボって寄り道していたことを暴露しないように」

「（やはり拳骨が落ちてこない……エルヴィン様万歳！）」

　と、一人喜んでいたら……。

「私、たまに同僚の方々やドミニクさんと一緒にこのお店に寄っていますよ」

「そうなんですか？　……え───っ、私も誘ってくださいよ！　まるで私だけが仲間ハズレみたいじゃないですか」

　アンナさんとドミニク姉さん、いつの間にそんな仲良しに！

　ドミニク姉さんの妹ポジ的な私の立場が、非常に危険で危ないじゃないですか！

「お館様から味を見てきてくれと頼まれるからです。だいたい、そんな時までレーアを誘っていたら、あなたは毎日このお店に寄っていると言っても過言ではない状態になってしまうではないですか」

「ううっ……否定できない」

　さて、肝心のデザートを出してくれるお店ですけど、ここは常連になる価値があると思います。

　お店の中は、女性同士のグループや婚約者同士、あとは夫婦でしょうか？

　さすがにメニューの関係で、男性一人というお客さんはいませんね。

「いらっしゃいませ。レーアさん、この前領主様がこのお店にいらっしゃいましたよ」

「お館様がですか？　誰とです？」

「なんでも領内で工事をした帰りだそうで、お一人でした」

「そうですか……」

　この、女性とカップルしかお客さんがいないお店において、男性一人でデザートを注文する……。

「エルヴィン様、お館様は男ですね！」

「ある意味、賞賛に値するよな。俺には無理だ」

　それに、お館様では一人でもお忍びになりませんからね。

　日中、魔法で土木工事を行って、夕方屋敷に戻って夕食を食べる前にちょっと一息ですか。

「お館様、ストレスが溜たまっているんですか？」

「まあ色々とあるんだろうから、そこは見て見ぬフリをした方が親切だと思うな」

「それもそうですね」

　エルヴィン様と私たちは大丈夫ですよね。

　ハルカ様はいい奥様ですし、私もアンナさんもそうなりますから。

「うちのお館様は、なにを頼んだんだ？」

　エルヴィン様は、お店の人にお館様がなにを注文したのか質問しました。

　確かに、ちょっと気になりますよね。

「ええと、新作の高級かき氷と、タピオカマテ焙ほうじ茶ですね」

「高級？　かき氷って、氷を削ってシロップとかジャムをかけたやつだろう？」

「エルヴィン様はお詳しいのですね」

「ヴェルと出会ってから、度々食べているからさ」

　お館様の場合、氷を作るのも削るのも、魔法でできますからね。

　王都ではかき氷はかなり高価なデザートなのですが、エルヴィン様からするとそうでもないようです。

　冒険者として活動している時などに、よく食べているとアンナさんに説明していました。

「氷は、魔道具で水を凍らせるのですが、高級かき氷は魔の森産の果物を凍らせてこれを削り、その上にカットフルーツやハチミツ、ホイップした生クリームなどを載せたものです」

「へえ、豪華だな」

　氷ではなく、凍らせた魔の森産の果物を削ったかき氷ですか。

　お館様は、本当に色々と考えますね。

「最近、バウマイスター伯爵領内の牧場から牛やヤギの乳が入ってくるので、それを甘くして凍らせたものを削り、その上に豪華なトッピングをしたものも人気です。わざわざブライヒブルクなどから食べにいらっしゃるお客様も多いですよ」

「カップルや夫婦が多いのは、観光のついででもあるのか」

　最近ではバウルブルクの発展も著しく、観光で訪れる人たちも多いですからね。

　魔導飛行船でブライヒブルク、バウルブルクの名所を回る、なんてツアーがちょっとお金に余裕がある王都の新婚カップルに人気らしいですし。

「フジバヤシ乾物店では、凍らせたマッチャを細かく削り、その上にシラタマ、レンニュウ、アンコ、キナコなどを載せたミズホ風高級かき氷が大人気だそうです。負けていられませんよ」

　お館様、何気に各店舗の間の競争を煽あおっていますね。

　というかアキラさん、キャンディーさんがいなくなっても絶好調ですね。

「高級かき氷を人数分頼もうか。で、タピオカってなに？」

「初耳ですね。ミズホにはない食品です」

「私も聞いたことがないです」

「エリーゼ様からも聞いたことないですね」

　私も含め、みんな『タピオカ』なる食材を知りませんでした。

　ということは……。

「領主様が考案したと仰おっしゃっていました。これが今、バウルブルクで大流行しているんです」

「うちのお館様は、貴族なんだか商売人なんだかよくわからん時があるな……じゃあ、それも人数分で」

「ありがとうございます」

　暫しばらくして、まずは高級かき氷がきました。

「本当に凍らせた果物が削ってありますね」

　贅ぜい沢たくですね。

　高級かき氷の名に恥じないものだと思います。

「俺は、バナナを凍らせたものに、チョコクリームと生クリームが載ってるやつだ」

「私はライチを凍らせたものに、マンゴー、ドラゴンフルーツ他、カットフルーツが沢山載っているものにしました」

「私は、イチゴを凍らせたものに、各種ベリー類と牛の乳から作ったレンニュウをかけたものです」

「私は、甘くした牛の乳を凍らせたものに、色々なカットフルーツを載せたものです」

　エルヴィン様のも、ハルカ様のも、アンナさんのも、ドミニク姉さんのも美味しそうですね。

「私は、ドミニク姉さんと同じく甘くした牛の乳を凍らせたものをダブルで、あとはカットフルーツ盛り盛りですよ」

　巨大な高級かき氷。

　贅沢で最高ですね。

「レーア、そんなに食べられるのか？」

「はい、大丈夫です」

[image: ]

「そういえば、結構食べるってカタリーナから聞いていたな」

　それに、女の子はデザートは別腹ですから。

「ダブルなんてあるんだな……って！　バケツとかあるのかよ！」

　バケツは、パフェを入れて出すバウルブルクのスイーツの老舗『ギャルソネ』があるので、もうそこまで珍しくはないですね。

「頼む奴、ヴィルマ以外にいるのかな？」

「導師様が時おりいらっしゃって、もの凄い勢いで食べて、飛んで王都にお帰りになります」

　私もたまにニアミスしますけど、導師様はすでに店員さんたちに顔を覚えられているほど常連ですよ。

　もっとも、導師様を一度でも見て忘れる人はそういないと思いますけど。

「あの人、なにやってんだ？」

　導師様の生き様は、他人には推し量れないものがありますからね。

　でもきっと、導師様は『高級かき氷』が食べたかったんですよ。

「タピオカマテ焙じ茶です」

「牛の乳を使ったお茶が『タピオカ』ってことかな？」

　焙じというのは、マテ茶の葉っぱを焙じて味を香ばしくしたのでしょう。

　ハルカ様の故郷ミズホでも、お茶を焙じて飲みますからね。

　前に飲ませてもらいましたけど、私はとても美味しいと感じました。

　マテ茶で同じことをする人がいても不思議ではないです……お館様の考案でしょうけど。

「エルヴィン様、容器の底に黒い玉が沢山入ってますよ。これがタピオカじゃないですか？」

「なにかの卵みたいだな……妙に黒いし……」

　それにしても、いつもこのお店に通っていた私がタピオカなるものを知らなかったとは。

　これは不覚を取ってしまいましたね。

「昨日から出していますけど、もう凄い人気ですよ」

　なら仕方がないですね。

　昨日はアンナさんの結婚式で忙しかったので、このお店に来ていませんでしたから。

「この黒い玉、底にあるけどどうやって食べるんだ？」

「エルさん、このストローじゃないですか？　随分と太いストローですから」

「なるほど」

　ハルカ様は、太いストローの使い方に気がついたようですね。

　バウルブルクでも、飲食店でストローが導入されていました。

　ただ、元となったアーカート神聖帝国のストローは高価なので、これは木を材料にした比較的安価な品です。

　カップルで一つのコップに二本ストローをさして飲むのが今、バウルブルクなどで流行しているとか。

「これは……コンニャク？　違いますね。モチモチしているので」

「少し甘いかな？　砂糖だよな？」

「エルヴィン様、黒糖じゃないですか？」

「ですが、黒糖の役割は甘味と風味づけくらいですね。黒い玉の材料はなんなのでしょうか？」

　みんなで、黒い玉の正体を探りながらタピオカマテ焙じ茶を飲んでいきます。

　マテ茶の味が焙じているので香ばしく、牛の乳の濃厚さとコク、そして黒糖の風味がついた黒い玉もモチモチしていて美味しいです。

　これは人気が出て当然といいますか。

「タピオカの材料は、オイレンベルク領で栽培されている特殊なイモです。これと、最近バウマイスター伯爵領南部で生産量が増えた黒糖を材料に加工したものです。タピオカの名付け親は領主様だと聞いています。名前の由来についてはよくわかりませんが。製造方法を開発したのは領主様なので」

　お館様は、食べ物に関しては本当にマメですね。

　これまで見たこともない食品を開発してしまうなんて。

　タピオカというネーミングセンスは、ちょっと理解不能ですけど。

「オイレンベルク領……ああっ！　カチヤのお兄さんと親父さんか。これ、イモが材料なんだ……」

　お館様は、突然こういう新しいものを思いつきますよね。

　きっと天才肌なのでしょう。

「マロイモじゃないですよね？」

　マロイモなら、蒸して食べた方が美味しいですからね。

　アンナさんの疑問も理解できます。

「昔からオイレンベルク領で栽培されていたイモだそうで、それを見つけた時、領主様が『使えるぞ！　これは！』と叫んだとか」

「うちのお館様は、こういうのを思いつくのが上手だからな。商売人でもやっていけそうな気がする」

　確かに、昨日発売したばかりなのにタピオカマテ焙じ茶は大人気で、女性客は必ず注文していますね。

　タピオカという黒い玉に魅せられる女性たち。

　どうして男性であるお館様が、女性の好みにここまで詳しいのでしょうか？

「もしかしてこの前女性化したから？」

「そんわけないでしょうに」

　私の説は、ドミニク姉さんに即座に却下されてしまいました。

「いらっしゃいませ」

「おう、エルヴィンであるか。結婚おめでとうなのである！」

　突然店内に、このお店の常連でもある導師様が姿を見せました。

　それにしても、導師様はお館様のように『瞬間移動』も使えないのによくここまで……。

　ある意味、感心してしまいます。

「導師、わざわざ王都からここまで通っているのですか？」

「いや、さすがにそこまではである！　ブライヒブルクに所用があった時、そのついでにひとっ飛びなのである！」

　それにしても、リーグ大山脈には飛竜やワイバーンが沢山生息……いえ、導師様にかかると妨害にもならないんですね。

「新メニューであるか？　ではそれをバケツで」

「導師？　飲み物をバケツでですか？」

「別に問題ないのである！　なるほど！　タピオカなる黒い玉が入っているのであるか。では、タピオカ増量でなのである！」

「かしこまりました」

　店員さんは慣れているようで、すぐにバケツに入ったタピオカマテ焙じ茶を持ってきました。

　当然ストローも長くて太い特別製です。

「香ばしさも加わったマテ茶と、牛の乳のコク、タピオカはモチモチして甘くて美味しいのである！」

　味わってはいるのでしょうが、導師様は食べるのが早いですね。

　あっという間に、バケツ一杯分のタピオカマテ焙じ茶を飲み干してしまいました。

「ご馳走様なのである！　エルヴィンたちの支払いも某それがしに！　ではなのである！」

　導師様は、結婚のお祝いということで私たちの分の代金も支払うと、そのまま店の外から魔法で飛び去っていきました。

「お礼を言う暇もなかったな……」

「まさに疾しっ風ぷう怒ど濤とうですね」

「もう小さくなって見えませんよ」

「今度、お礼を言わなければいけませんね」

　一食分奢おごってもらって得をしたという事実よりも、私たちは導師の神出鬼没ぶりにただ驚くばかりでした。

　その後ですが、バウルブルク観光に夕食にと楽しみ、アンナさんとエルヴィン様はバウルブルクにできたばかりの豪華なホテルに泊まるそうで、私たちはそこでお別れして屋敷に戻りました。

　アンナさんも結婚ですか。

　早く少女である私も大きくなって、エルヴィン様とちゃんと結婚式を挙げたいですね。

　女の子にとって、ウェディングドレスは憧れですから。

「それはいいのですが、レーアは少し太りましたか？」

「ドミニク姉さん、なにを言うかと思えば、私は成長しているんですよ」

　そう、私は少女で成長期なのです。

　だから沢山食べて、早く大きくなってナイスバディになり、エルヴィン様を喜ばせなければいけないのです。

「ハルカ様、私は成長しているんですよね？」

　念のためですが、今日はアンナさんとエルヴィン様を二人きりにさせるため、私たちに同行しているハルカ様にも聞いてみることにしました。

　成長期の頃は沢山食べなければいけないからこそ、私は常にバウルブルクの様々な飲食店に探りを入れているのですから。

「そう言われると確かに……少し横幅が広がったような……」

「ハルカ様、私は成長しているんですよ。きっと胸が大きくなったから、横幅が広がったように見えて……あれ？」

　今、自分の胸を確認のため触ってみたら全然大きくなっていない……。

　さらに、お腹をつまんでみると、プニッと余ったお肉が……。

「だから言ったではないですか。レーアは、あちこちで買い食いしすぎなのです。ハルカ様を見習わないと」

「そう言われると……出産後、ドミニク姉さんはまだちょっと元に戻りきれていないのに、ハルカ様はもう元通りですね！」

「誰が、元に戻りきれていないですか！」

「痛いですぅ───」

　ドミニク姉さん、私に拳骨を落としても落とさなくても、それは事実です！

　私の目に間違いはありませんよ。

「私はどうでもいいのです。出産もしていないレーアが太ってどうするんですか」

「ううっ……節制します……」




　胸が大きくなるならいいですけど、お腹のプニプニはまずいので。

　ですが、人間は太るよりも痩せる方が難しい生き物。

　元に戻るのに、太るのにかかった時間の倍以上の時間がかかってしまったのでした。

　みなさん、買い食いはほどほどに。
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